
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「……わたしは好きだから」

　生放送の本番中に思わずこぼれた自分の言葉に、仙せん宮ぐうすずねは驚おどろいた。

　けれど、それも一いつ瞬しゆんだった。不思議なことに、動どう揺ようはしなかった。ハッとはしたが、あっという間に腹が据すわっていくのがわかった。

　昔からそうだった。

　度胸がすごい、と誉ほめられた。舞ぶ台たいに立って、マイクを前にすれば、すぐ切きり替かわる。

　怖こわくなんか、ない。

　逆に、向かいの席で、かりんは混乱した顔でこちらを見ていた。

　大きく見開かれた瞳ひとみは揺ゆれ、僅わずかに浮うかんだ涙なみだをせき止めている長い睫まつげは震ふるえている。斜ななめ向かいに置かれたタブレットに触ふれる指は固まったままだ。

　だけど、先刻まで青ざめていた頰ほおに、ほんのりと赤味が戻もどっている。

　だったら、いい。

　調整ブースの窓の向こうで大人たちが動どう揺ようしているのがイヤモニからもわかったが、すずねは無視した。

　今、伝えなければならない──最強の味方が、ここにいるってことを。

「……これ、営業トークじゃないから」

　すずねは、まっすぐにかりんを見つめて、はっきりと言った。

「──わたしは、あなたが好き」
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「……推おしが足りなすぎるんですよぉ……」

　スタジオ近くのバーの個室で、仙せん宮ぐうすずねは、溜ため息いきと共にそう漏もらした。

　魂たましいが抜ぬけていきそうな声に、向かいの席に座った先せん輩ぱい声優のくちびるから、くすくすと甘い笑いがこぼれる。

「なぁに？　まだ立ち直れてないの？」

　彩あや葺ぶき結ゆ衣い香かは、声に違たがわぬ優ゆう雅がな動作で、軽く握にぎった拳こぶしで口を隠かくすようにして、自分より六つ下の、とはいえもう二十五だというのにまるで子供のような後こう輩はいの様子に、優やさしく目を細めた。

「そんなに引きずること？」

「ことですよ！」

　すずねは突つっ伏ぷしていたテーブルから体を起こすと、はああ、と肩かたを落とした。

　落ち込みもする。最さい推おしのアイドルが、卒業してしまったのだから。大切な日々の糧かてを失ったも同じだ。

「けど、もう半年も前のことでしょ？」

「まだ半年ですー」

　すずねはくちびるを尖とがらせた。

　結ゆ衣い香かの前では、ついつい甘えた態度をとってしまう。それを彼女も楽しそうに受け止めてくれるから、ますます甘えてしまう。

　隠かくすことがない相手というのは貴重だ。

　某ぼう作品の打ち上げの帰りに、

『ちょっと付き合わない？』

　とお酒に誘さそわれ、連れて行かれた素す敵てきなバーでいきなり《そう》だと見み抜ぬかれた時は、それはもう驚おどろいたけれど。

『わかるのよねえ、なんとなく』

　手を握にぎられ、耳元でそう囁ささやかれて、混乱と緊きん張ちようで心臓が破は裂れつしそうだった。

　するりと自然な仕草で腰こしを抱だかれ、やわらかいくちびるが頰ほおに触ふれる。

　バーテンダーは見て見ぬ振ふり。

　一いつ瞬しゆん、心が揺ゆらいだが、結ゆ衣い香かのくちびるがその先に進んでこようとするのを、すずねは何とか断った。

　百ゆ合り営業的なことまでならいいけれど、それ以上は本当に好きな人とでないと、と言うと、あら残念、と意外にあっさりと受け入れてくれ、それからは、先せん輩ぱい後こう輩はいの枠わくを超こえて仲良くさせてもらっている。

『わたしたちは《本ほん百ゆ合り》ね』

　と結ゆ衣い香かはその時、言った。

《営業》ではない、という意味だ。

　ファンに向けてのアピールテクのひとつに、百ゆ合り営業と呼ばれるものがある。

　女同士で『好き』と言ったり、友情間で嫉しつ妬としたりといった、シスターフッド的な女性特有の仲の良さを見せることで、主に男性ファンに恋れん愛あい関係的な錯さつ覚かくを起こさせるものだ。

　今日のイベントでもそういう場面はあった。

　三百人規模のアニメソフトのリリースイベントだったのだが、スタンディングでのトークコーナーで、最近楽しかったこと、というお題を振ふられた。

　司会進行の芸人さんが何を求めているのかは、空気でわかったので、

『このあいだ、まりあちゃんと水族館デートに行ったんですよー』

　あえて《デート》という言葉を使った。

　女子の場合、デートは、男子と出かけたときだけではなく、女の子同士でも使うことがある。特に仲良しである、とアピールしたいときに。

　まりあちゃんは、レギュラーの一人、加か賀が見みまりあ。他事務所のほぼ同期で、メッセージのやり取りをするくらいには仲が良いい。定期的に、ごはんにも行っている。

　このイベントのアニメの中でも、お互たがいを大好きだという設定だった。

『わたし、ペンギンが大好きじゃないですかー』

　まりあのペンギン好きは有名で、何とか飼えないかと考えているほどだ。

『都内の水族館に新しい子たちが入ったから、すずねをアフレコ終わりに誘さそって、会いに行ったんですよー』

『まりあちゃん、本当に詳くわしかったよね。わたし、ほとんど見分けつかなかった』

『彼かれ氏し面づらで説明しました』

　ふふん、とまりあがドヤ顔で胸を張ると、客席から笑いが起こった。

『楽しかったよねー！』

『ねー！』

　ハートが見えそうな感じで二人で首を傾かしげ合うと、

『……え？　わたし、誘さそわれてないんだけど？』

　同じくレギュラーの結ゆ衣い香かが、機を逃のがさずに食いついてきた。

『どういうこと？　二人で行ったの？　いつ？　アフレコ、わたしもいたんじゃない？　何でわたし誘さそわれてないの』

　マイクを手にぐいぐい来る彼女に、すずねとまりあは、ええ？　と引く感じで距きよ離りを取りつつ、ぎゅうとしがみついた。

『だ、だって、その日、結ゆ衣い香かさん、うしろもあったじゃないですか……』

『終わってから、合流することもできたんじゃない？　水族館のあと、どうせごはんもいったんでしょ？』

『あー……考えもしませんでした』

　すずねの答えに、結ゆ衣い香かの眉まゆが険しく上がる。

　それを見て、すずねとまりあは怯おびえた振ふりで、ぎゅっと抱だき合あった。頰ほおと頰ほおがくっついて、観客席が低くどよめく。

『はいはい、痴ち話わ喧げん嘩かは楽屋でやってくださいねー！　個人的にはもっと見ていたいけど！』

　芸人さんの言葉に笑いが起こって、そのくだりはお終しまいとなった。

　イベント終しゆう了りよう後、ネットでエゴサーチをすると、『今日も百ゆ合り百ゆ合りしてて良かった！』『ゆいゆいの闇やみ百ゆ合りたまらん』という、肯こう定てい的てきな書き込みが多数で、喜んでもらえて良かった。

　女は同性同士の肉体的な接せつ触しよくにあまり忌き避ひ感かんがないので、時には壇だん上じようで抱だき合あったり、手を繫つないだりもする。仕事で男性声優とそんなことをしたら、今の時代、すぐに大だい炎えん上じようだろうが、同性ならば問題になることはない。

　まあ、それもどうかとは思うけれど。

　結ゆ衣い香かとは、《本ほん百ゆ合り》だと見み抜ぬかれた以降も、作品で一いつ緒しよになった時は積極的に百ゆ合り営業をしているけれども、数ヶ月ぶりに新しい彼女ができて同どう棲せいを始めたと聞いたので、

『彼女さんから嫌いやがられたりしないんですか？　その……百ゆ合り営業』

　と訊きいたら、

『仕事だからね』

　答えはあっさりとしたものだった。

『わたしが俳優だってわかって付き合ってるわけだから、その辺はね。あ、でも、さすがに友達とのお泊まり会だけはやめたかな』

　そういえばしばらく結ゆ衣い香かとはしてないな、とすずねは気づいた。

　女子同士のお泊まり会は本当に楽しい。

　とはいえ、自分が本ほん百ゆ合りであることは、隠かくしている。

　性的な目がないからこそ奔ほん放ぽうに自由に振ふる舞まえるのに、そう見られているかもしれない、と思われて空気を壊こわしたくはない。

　他の人はどうか知らないが、すずねは、ただの友達をそういう目で見たことはない。性的な魅み力りよくを感じることはあるけれど、それは、誰だれ彼かれ構わず性的妄もう想そうを伴ともなって見るのとは違ちがう。

　……ということを、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明するのは、難しい。業界人ではないけれど、それで疎そ遠えんになった友人もいた。

　警けい戒かいされてるな、というのは態度でわかるものだ。

　なので、秘密にしている。

　だが、結ゆ衣い香かがお泊まり会に参加しなくなったのは、そうしたことではなく、恋こい人びとへの気き遣づかいだろう。

　もし、自分が結ゆ衣い香かの彼女だったら、やはり嫉しつ妬とすると思う。実際にどうかという話ではなく、恋こいをする可能性がある相手とのお泊まり会なんて、嫌いやだ。何であれ、可能性はゼロではないのだから。

「新しい人を見つけたら？」

　シングルモルトのウイスキーの入ったグラスを傾かたむけながら、結ゆ衣い香かは小首を傾かしげた。

　大人だ。

　すずねの前にあるのはカクテル。バーテンダーが結ゆ衣い香かの、「彼女に似合うもの」というオーダーで作ってくれたもので、ラムベースで甘め。名前は気き恥はずかしくて忘れた。

「そんな簡単じゃないんですよー」

　魂たましいが抜ぬけそうな溜ため息いきが、出た。

「あんなに沼ぬまった推おしって初めてだったんですから」

「《ディアゴナル》、だっけ？」

「そうです」

　等星は様々だけれども、数でも輝かがやきでも、いずれも星のような女性アイドルたちの中で、《ディアゴナル》は、興味がない人でも、一度は名前は聞いたことがある、という程度に知名度はあるグループだ。

　全曲、著名なボカロＰに楽曲を提供してもらい、さらにチアのような躍やく動どう的てきなダンスをすることで、他とは一味違ちがうパフォーマンスを見せてくれていた。

　その絶対的センターが、鐘しよう月つきかりん──しょうつき、かりん。

　今は存在しない事務所の公式プロフィールでは、年ねん齢れい二十二歳。身長が百五十八センチ。その他の身体的なことは非公開。子役からアイドルに転身、となっていた。

　非公式情報では、出身は東京で高校は公立。免めん許きよなし。何であれ、生のものは食べない。果物でさえも、だ。昔、食中毒になったことで生ものがトラウマになったらしい。

　鐘しよう月つきかりんは、結成から五年、《ディアゴナル》でセンターだった。

　当然、歌も、ダンスも、他のメンバーよりパートは多い。五曲もやれば体力はゼロになってしまうだろうに、彼女は、それを欠片かけらも表に出したことはなかった。

　ファンクラブ限定版アルバムの特典についていたドキュメンタリーには、ライブ後にぶっ倒たおれる様子が映っていて、カメラに気づいた彼女が苛いら立だたしく手で払はらう仕草をする姿が収められていた。

　ファンには無様な姿は見せない、という意思が感じられて、胸が震ふるえて泣きそうになった。

「本当に、すごかったんですよ……」

「なんだか、好きな子が転校しちゃった子みたい」

　からかうような結ゆ衣い香かの言葉に、すずねは体を起こし、

「いえ、それは違ちがいます」

　きっぱりと否定した。

「わたしの鐘しよう月つきかりんさまへの気持ちは、ガチ恋こいではありません。あくまで彼女のストイックなパフォーマンスに、心しん酔すいしているだけですから」

「ふうん？　でも、写真集とか持ってるよね？　写真は歌わないし、踊おどらないけど？」

「グッズの購こう入にゆうは、推おしを支えるファンとしての責務です。納税義務です」

「税金なんだ」

「もちろんです」

　即そく答とうしたけれど、とはいえ、もちろんそれだけではない。

「……まあ、お顔も大好きですけど」

　それも含ふくめて、推おしている。

　鐘しよう月つきかりんは、特に目がすごい。

　大きさもさることながら、黒目が微かすかに碧みどりがかっていて黒曜石のよう。睫まつげは箸はしが載のりそうなほど長く、動くと、ぐりん、と音がしそうだ。

　肌はだもすごく白い。

　首筋とか、血管の浮うき方かたとか、見ているとどきどきする。

　今や写真の加工技術は本物と見み紛まがうばかりだが、鐘しよう月つきかりんは違ちがう。握あく手しゆ会かいで会って、確かく認にんした。そのまま──否いな、それ以上だった。

　すずねは基本、二次元よりも三次元の人だったが、かりんに触ふれて生身のすごさを知った。ふわっと香る匂におい。ひんやりとした掌てのひらの体温。そうしたものは三次元でなければ、生きていなければ感じられないものばかりだった。

　ほんの三十秒のことであったし、その一度きりだったけれど、匂においも、体温も、今でも全てが、ありありと思い出せる。

　そして、声。

　彼女はどちらかと言えば童顔で、くちびるがぷるっとしているのだが、その弾だん力りよくのありそうなくちびるからこぼれる声が、たまらなく心ここ地ちいい。

　仕し事ごと柄がら、すずねは人の音に敏びん感かんだった。

　鐘しよう月つきかりんの声には力がある。彼女の公こう演えんも何度も見に行ったが、声が風になって客席を吹ふき渡わたるのを肌はだで感じて、ぞくぞくした。

　激しいダンスで他のメンバーの息が切れても、彼女だけは違ちがう。まるで乱れず、踊おどりながら完かん璧ぺきに歌い上げるのだ。

　いずれは世界に知られるだろう──そう思っていた。

　……けれど、そうはならなかった。

　鐘しよう月つきかりんは、突とつ然ぜん、いなくなってしまった。

　ある日いきなりＳＮＳに『重要なお知らせ』と書き込まれた内容は、関連ワードも含ふくめてトレンドを席せつ捲けんした。

《ディアゴナル》の公式アカウントは、

　──『本日付けで、鐘しよう月つきかりんは《ディアゴナル》を卒そつ業ぎよういたしました』

　そう書き込んだ。

　それだけでも大おお事ごとなのに、続けて彼女の所属事務所が、

　──『鐘しよう月つきかりんとのマネジメント業務が、昨日付けで満まん了りようしましたことをご報告させていただきます。なお、鐘しよう月つきかりんとの連れん絡らくは、弊へい社しやとしては承うけたまわりかねますこと、何なに卒とぞご了りよう承しようください』

　とＨＰに上げた。

　駆かけ落おち、結けつ婚こん、引退、誘ゆう拐かい、果ては自殺説まで、様々な憶おく測そくがネットを駆かけ巡めぐった。

　動画配信者はこのことをこぞって取り上げ、好き勝手に煽あおった。兄弟、親、恋こい人びとを名乗って、再生回数を稼かせごうとする配信者が次々と現れ、カオス状態になった。

　すずねも、どこかに真実があるのではと、ありとあらゆる情報に飛びついたが、何も得ることはできなかった。

　誰だれもが、鐘しよう月つきかりんの口から真相を聞きたがった。

　だが──本人からの発信は、なかった。

　彼女はＳＮＳをやっておらず、《ディアゴナル》のサイトからも鐘しよう月つきかりんのプロフィールは削さく除じよされてしまっていた。

　彼女を見た、という書き込みも散さん見けんされたが、いずれも真しん偽ぎは不明の噂うわさばかり。

　事件性があったわけでもなく、二週間後には別のアイドルのもっとスキャンダラスな事件が発覚したため、鐘しよう月つきかりんは急速に忘れられていった。

　だが、すずねは違ちがった。

　忘れることなどできず、ほぼ毎日、ライブの映像ソフトを鑑かん賞しようし、写真集を眺ながめ、ラストシングルとなった曲を聴きいた。

　とはいえ、彼女の行ゆく方えを追うのはやめた。

　いくらネットの情報を漁あさっても何も得るものはないと早々に気づいたし、万が一見つかったとして、彼女が《ディアゴナル》に戻もどるとも思えない。

　すずねにできるのは、思い出から推おしを補ほ充じゆうすることだけだった。

　しかし、さすがに半年も経たつと、物足りなくなってきていた。

　飽あきるなどありえないが、映像も写真も、もはや目を瞑つぶっていても、細部までありありと思おもい描えがける。

　だが、それとは逆に、永遠に魂たましいに刻み込まれたと思っていた、推おしのあの香り、体温が、日々薄うすれていくのは、とてもつらかった。

「かりんさま、何してるのかなあ……」

　地の底に沈しずんでいきそうな溜ため息いき交じりの言葉に、結ゆ衣い香かは微笑ほほえんだ。

　笑ってはいるが、馬鹿にしてはいない。

　自分たちも、誰だれかの推おしだから。

　昔と違ちがって、声優個人にファンがつくことも普ふ通つうになってきた。結ゆ衣い香かも、そしてすずねにも、少なからず、そういう人間がいる。

　声優のあり方として、それが良いいのかはわからないが、声を、演技を好きだと言ってもらえるのは、とてもありがたい。

「結ゆ衣い香かさんは、推おしがいたことないんですか？」

　そう訊きくと、彼女はウイスキーを一口喉のどに流してから、小首を傾かしげた。

「んー……ないかなー。作品を好きにはなっても、登場人物に嵌はまったことってないし、アイドルとか興味なかったし。この人が出てる舞ぶ台たいは全部観みる、って役者さんはいるけど、グッズとかは買わないし、プライベートには興味ないから、インタビューとかも見ないしね」

「ですかー……」

　何をどう好きになるかは本当に人それぞれだな、とすずねは思った。

　すずねにとっては結ゆ衣い香かも尊敬する先せん輩ぱいのひとりであるし、出ている作品は欠かさずチェックしているが、推おしとは違ちがう。

　当たり前のことだが、自分にとっては必要不可欠でも、他の人にとってはそうではない。解かい釈しやく違ちがいは、下へ手たをすれば戦争だ。

　その点では、結ゆ衣い香かとは安心して話すことができる。

　しみじみしていると、そういえば、と彼女がグラスを置いてテーブルに肘ひじを突ついた。

「聞いた？　うちに新しい子が入るみたいよ？」

　瞳ひとみがとろんとしてる。

「え？　この時期にですか？」

　二人の所属している声優事務所『イアーポ』は、年に一度、オーディションを行っている。

　主に専門学校を卒業した新人が対象で、合格すれば準所属となって二年の間に成果が出せれば正所属となる。

　すでに活かつ躍やくしている声優が他事務所から移い籍せきしてくる場合もあるが、その場合でもフリー期間を挟はさんで、時期は同じになることが多い。

　それを待たずに所属させるということは、他事務所には取られたくないくらいの人材ということになる。

　イアーポは声優以外のマネジメントはしていないから、移い籍せきなら噂うわさくらいは耳に入ってきそうだが、どこの現場でも聞いたことはなかった。

「すずは、何か知ってる？」

　すずねは首を振ふった。

「そっか。どんな子だろうね」

「ベテランの先せん輩ぱいかもしれませんよお？」

「はは、それは怖こわいな」

　目を細めて、結ゆ衣い香かは笑った。

　声優は競争社会だ。事務所に回ってくる仕事には限りがあり、売れている順にチャンスが来る。結局は自分次し第だいとはいえ、優先順位が下がるのは怖こわい。

　それでも結ゆ衣い香かが笑えるのは、それだけの実力があるからだ。

　すずねも、結ゆ衣い香かほどではないが、売れている自負はある。

　毎シーズン、メインでのレギュラーが数本はあり、ゲームの収録は引きも切らない。声優雑誌で連れん載さいも持っている。

　現状、たとえ自分よりも上にひとり入ったとしても、それほど影えい響きようはないだろう。

　カクテルを嘗なめ、この話題はお終しまいにした。

「そうだ、結ゆ衣い香かさん。彼女さんと、この間、温泉に行ったんですよね？　どうでした？　ねえ、どうでした？」

　テーブルの上に腕うでを組んで乗せて、身を乗り出す。

「ええ？　すずも好きだよねえ……」

　呆あきれたように眉まゆが上がったが、決して嫌いやがってはいない。

　結ゆ衣い香かと彼女の恋こい人びとの話を聞くのが、すずねは好きだった。のろけている結ゆ衣い香かはかわいかったし、何より愛が感じられてほのぼのとする。

「しかたないなあ」

　と言いながら、上がった眉まゆがでれっと下がる。その顔を見ていると、すずねは自分もいっしょに恋こいをしているような気持ちになるのだった。
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　事務所から呼び出しのメールが届いたのは、二日後のことだった。

　週一で通っているホットヨガが終わって、シャワーも済んでさっぱりと着き替がえ、スマホをチェックすると、三十分ほど前に全体グループに投下されていた。

　明日の十四時、スケジュールが空いている人は事務所に顔を出せ、という内容で、すずねは丁ちよう度ど、収録と収録の合間で空いていた。

　事務所全体グループでの連れん絡らくは珍めずらしい。大たい抵ていはマネージャーとのやり取りだ。

　何か大きな発表があるんだろうな、とは察しがつく。

　事務所全体が関わるプロジェクトかな、と思いつつ、最悪の場合の考えも浮うかばなくはなかった。

　マネジメント業務の終しゆう了りよう──以前は考えたこともなかったが、声優が人気の職業となるにつれて、既き存そんのプロダクションがマネジメントを始めたり、事務所そのものを立ち上げたりすることも増えると共に、業務を畳たたむところも現れた。

　利益を生めなければ打ち切られるのは、何もコンテンツに限った話ではない。声優も結果を出せなければ、いずれ契けい約やくを切られる。

　毎期、オーディションは針の筵むしろだ。まずは事務所によって参加できるかふるいにかけられるし、それを通ったとしても、実際にオーディションに受からなければ意味がない。

　事務所から落らく胆たんされるのもだが、審しん査さすら受けさせてもらえなかった人たちの気持ちを思うと申し訳なくなる。

　そんなの気にしてもしょうがない、実力社会なんだから、と結ゆ衣い香かは言ってくれるが、そんな彼女だって、そう自分に言い聞かせている気がする。

　だが、事実でもある。結局のところ、常に自分を高めて、ひとつひとつ、案件に真しん摯しに向き合う以外、できることはないのだ。

　その気き概がいで午前中に来期アニメの収録を済ませ、すずねはひとりで近くのラーメン店に入って鶏とり白パイ湯タンの小サイズを食べてから、二駅ほど離はなれた事務所に徒歩で向かった。

　体力づくりとスマホのウォークゲームを兼かねつつ、ディアゴナルの歌を聴きく。

　グループの曲ではあるが、鐘しよう月つきかりんは在ざい籍せき中ちゆうは絶対センターだったから、パートも格段に多い。ぐうんと体の中に入ってきて芯しんに突つき刺ささるような声がとても気持ちがいい。

　圧あつ倒とう的てきに足りない推おしを補給しつつ、一時間ほどで事務所の入るビルに到とう着ちやくした。

　うっすらとかいた汗あせを、大きなトートバッグから出したハンドタオルで拭ぬぐう。

　少し足が痛む。スニーカーの方が足は楽なのだが、すずねはフラットヒールのパンプスが好きだった。履はくと、気持ちが違ちがう。

　イアーポは十階建てのビルの二階から五階、それと地下を借りている。

　一階はコンビニで、脇わきの入り口を抜ぬけて、エレベーターで受付のある五階に向かう。地下はスタジオで、空いていればオーディション用のデモが録とれる。あまり分量のないゲームやナレーションの収録ならば、スタジオを借りなくていいという理由で仕事が回ってくることも少なくないらしい。

「おはようございまーす」

　事務所に入ると同時に、はきはきと挨あい拶さつをする。どんなベテランになっても、これだけは欠かせない。芸能の世界は礼れい儀ぎや上下関係に厳しい。そして順列を決めるのは芸歴だ。人気は二の次。移い籍せきもあるので、所属の長さも関係ない。

　すずねは子役出身なので、芸歴だけなら二十年になる。もっとも、本格的な活動は声優になってからなので、実質は八年だった。芸歴二十年、は営業や配信のトークのネタとしては使うが、それで先せん輩ぱいぶったりはしない。

　おはようございます、と居合わせたスタッフや所属声優から声が返ってくる。

　ぐるりと見回すと、休憩や簡単な打ち合わせに使うフリースペースに結ゆ衣い香かを見つけた。

　所属声優たちは事務所に自分の椅い子すや机はない。なので書類を書く時はフリースペースを使うか、マネージャーの机を借りる。

　三卓たくあるテーブルは、声優たちで埋うまっていた。おはようございます、ともう一度挨あい拶さつを交かわし合ってから、すずねは結ゆ衣い香かの隣となりの椅い子すを引いた。

「なんですかね」

　ノースリーブのワンピのスカートの裾すそを撫なでつけるようにしながら座る。

　結ゆ衣い香かの前にはステンレスの小さな断熱ボトルがある。彼女はいつもこれに、喉のどに良いいらしい漢方茶を入れている。すずねも前に飲ませてもらったが、苦くて無理だった。

「なんか、社長からじきじきに話があるみたい」

　それだけでは、良いい話、悪い話、どちらなのか判断はつかない。しかし大たい抵てい、こういうのはフラグであって、良いい話のことは少ない気がする。

「まさか、倒とう産さんとか？」

「それはさすがにないと思うけど……経営状じよう況きようとか、気にしたことないからなあ」

「ですよねえ」

　所属はしているが、社員というわけではない。声優はあくまで個人事業主だ。

　周りの声優たちも多少、不安に思うところがあるのか、はしゃいだ雑談をする者はいない。二人ほど大だい先せん輩ぱいがいるというのもあるだろうけれど、それにしても静かだ。

「結ゆ衣い香かさんは、このあとまだお仕事ですか？」

「仕事っていうか……ボイトレ。そろそろキャラソンが上がってくるらしいから、整えておかないと。すずは？」

「わたしはもう一本、収録です。アプリゲーのＣＭなんですけど」

「下？」

　結ゆ衣い香かが地下のスタジオを指す。

「いえ、西にし新しん宿じゆくです」

「ふうん」

　たぶん、一時間もかからないだろう。

　演じさせてもらったキャラは、昨夜のうちに資料をチェックしてある。メインをやらせてもらっているので、ゲームもプレイしている。

　最近は周辺の仕事としてイベントが結構あって、呼ばれた時にプレイしていないと、トークが盛り上がらない。

　それではお客さんに申し訳ないから、何とか時間をやりくりして頑がん張ばっている。ログインするだけの日もあるが、それでも続けている。

　とはいえ、プレイするとどのゲームも面おも白しろいので、時間泥どろ棒ぼうで困る。

　現在、やっているゲームは八本。ログインして、デイリーミッションをこなすだけでもなかなかに時間を取られるから、移動や待ち時間の中でこなしている。

　カチャリ、と音がして会議室の扉とびらが開き、一いつ斉せいにみんながそちらを向いた。

「お待たせ」

　と言って最初に出てきたのは、チーフマネージャーの青あお山やま羊よう子こだ。四十半ばとは思えない貫かん禄ろくがあり、年上のベテラン声優も彼女の前ではちょっと背筋が伸のびる。

　当然、すずねたちもしゃんとなる。全員が立ち上がって、お疲つかれさまです、と言おうとしたのを彼女は手で制した。

　続いて社長の森もり崎さき五ご郎ろうが出てきた。大学の頃ころからラグビーをやっていて、五十を越こえた今でも大おお柄がらな筋肉質の体格を維い持じしている。身長も百九十近くあるので威い圧あつ感は半はん端ぱないが、いつも笑え顔がおでそれを相そう殺さいしている。

「お。なかなか集まりがいいな」

　笑うと白い歯が覗のぞくとか、アニメみたいな人だ、といつも思う。

「今日はうちのチームに新しい仲間が入ったので、紹しよう介かいしよう」

　会社をチームと呼び、所属声優を仲間と呼ぶところが、体育会系だなあ、と感じる。

　社長が横に退のくと、だぶっとしたパーカーにガウチョパンツの女性が現れた。大きな体に隠かくれて、いることに気づけなかった。

　その姿が瞳ひとみに飛び込んだ瞬しゆん間かん、

　──へあっ！

　と変な声が出そうになった。

　何とも言えない震ふるえが足先から頭に駆かけ上のぼって、総毛立つのがわかった。頭皮まで引っ張られる感じがした。

（待って待って！　待ってえ！）

　込こみ上あげた悲鳴を、日ひ頃ごろ鍛きたえた喉のどを締しめて抑おさえ込こむ。

　じわっと汗あせが噴ふん出しゆつする。目が痛い。胸が苦しい。死んでしまう──いや死ねない！

　ああ！

　社長の後ろに立っていたのは。

　天あま岩のい戸わとが開かれたかのごとく、現れたのは！　誰だれであろう！

（かっ、かりんさまあああああっ!?）

　──だったのだ。
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「今日付けで所属となった、鐘しよう月つきかりん君だ」

　まるで、社長は自じ慢まんの宝物を披ひ露ろうするみたいだった。

　勘かん違ちがいでも、見み間ま違ちがいでもない。

（本当に、本物の──かりんさまだあ！）

　すずねは、ぶるぶるぶるっと身み震ぶるいして、胸の前で両手をぎゅっと握にぎり合わせた。心臓が激しく脈を打つ。脳が熱い。なんだか鼻血が出そうだ。

「知ってる者も多いんじゃないかな？」

（もちろんです！）

「彼女が所属していたアイドルグループ、ディアゴナルはいくつかアニメにも起用されていたからね」

（どれも最高の曲でした！）

「鐘しよう月つき君の前の事務所のマネージャーは私の旧知でね。彼女のこれからを相談されて、あれこれ確かめさせてもらった後、まあいろいろ調整することがあって、今日からの所属となった。事務所の、そして声優の先せん輩ぱいとして、いろいろ教えてやってくれ」

（もちろんです！）

　過呼吸でくらくらする。

（わたしに任せてください！）

　社長はまた輝く白い歯を見せて、僅わずかに脇わきに退のいた。

「じゃあ、鐘しよう月つき君。挨あい拶さつを」

「はい」

　軽く頷うなずいて、鐘しよう月つきかりんは半歩、前に出る。

　のそっとしたゆるい動きは、見知った彼女の体の切れとは正反対だった。メイキングでも見たことがない。

　緊きん張ちようしているのか、表情も少し硬かたい。いつものはじけた明るさは鳴りを潜ひそめている。

（なんだか初めてのおうちに来た仔こ猫ねこみたい！　かわいい！）

　心の声を聞かれたら、要はなんでもいいんじゃない、と結ゆ衣い香かに言われそうだが、実際そうなのだから仕方がない。

（推おしと同じ空間！　同じ空気！　死ぬ！）

　枯こ渇かつしていた推おし成分が満たされていく。三日は何も食べなくて過ごせる、と思う。

　鐘しよう月つきかりんは周りを一いち瞥べつした。

　目が合った！──かもしれない。

「今日からお世話になります。鐘しよう月つきかりんです。右も左もわからない新人ですが、声優として一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばります。ご指導のほど、よろしくお願いいたします」

　深々と頭を下げる。

（ここは拍はく手しゆ!?　拍はく手しゆとかしていいのかな!?）

　むずむずした手をもてあましながら周りを見たが、誰だれもしようとはしなかった。

　ベテランの先せん輩ぱいたちはにこやかに笑えみを浮かべながら、へえ、と呟つぶやいたりしていたが、若手の中には微かすかに眉まゆを顰ひそめた者もいる。

　さすがにこの状じよう況きようで、ひとりではしゃぐほど空気が読めなくはない。

　とはいえ、何も言わないのも社会人としてはＮＧだ。挨あい拶さつは基本。挨あい拶さつはされたら返すのが人として当然。

　胸の前でぎゅっと手を握にぎりしめ、すずねは喉のどを開いた。

　心からの歓かん迎げいの気持ちをこめて──

「ひょろしくお願いします！」

（嚙かんだあ！）





☆






　挨あい拶さつが済むと、鐘しよう月つきかりんはチーフマネージャーと再び会議室に戻もどり、すずねは、ボイトレまでまだ時間があるという結ゆ衣い香かの腕うでをつかんで、事務所近くの喫きつ茶さ店てんに引っ張っていった。

　誰だれかと話さずにはいられない。

　個室に飛び込み、いつものおすすめ紅茶を二つ頼たのむと、

「夢じゃないですよね！」

　テーブルに身を乗り出して、確かく認にんした。推おしが足りなさ過ぎて、とうとう白昼夢を見ていた可能性もある。

「大だい丈じよ夫うぶ、起きてるよ」

　苦く笑しようしながら、結ゆ衣い香かはそう答えてくれた。

　ほっとした。

　ではあれは、本当のことだったのだ。鐘しよう月つきかりんの少しハスキーな生声も、姿も、彼女と同じ空気の中にいたことも。

　まだ脳が熱い。ちりちりと焼けるみたいだ。

「……お待たせしました。ニルギリです」

　運ばれてきた紅茶を目の前にして、すずねはすごく喉のどが渇かわいていることに気付いた。カップに手を添そえるようにして持ち、ストレートのまま飲む。

　熱かったが、喉のどを焼くほどではない。ここのマスターはすずねたちの仕事を知っていて、火傷やけどなどをしないように温度を調節してくれている。

「……はあ」

　紅茶の香りのする溜ため息いきをついて、すずねはカップを置いた。ソーサーが、ちん、と綺き麗れいな音を立てる。

「まさか、こんなことがあるなんて……奇き跡せきって、本当にあるんですね……」

　生なまかりんは何度も見てきたが、それとは違ちがう感かん慨がいがある。

　アイドル衣い装しようではない、素すの生かりんは初めてだ。オフショット的な画えは見ているものの、あれが本当の素すではないことは、わかっている。

　しかし今日のあのかりんは、正しよう真しん正しよう銘めい、アイドルではない素すのかりんだ。

　きりりとした真ま面じ目めな顔も、愛らしい。

「彼女が、例の推おし？」

　結ゆ衣い香かは、自分の紅茶にだけ付いてきた小さなピッチャーから、琥こ珀はく色の液体をカップに注いだ。ブランデーだ。香り付け程度だが、紅茶には必ず入れるのが彼女の流りゆ儀うぎだ。

「そうです！　鐘しよう月つきかりんさま！　かわいいですよね！」

　結ゆ衣い香かは、ふふ、と笑ったけれど、積極的に同意はしてくれなかった。

　まあいい。

　推おしを押し付ける気はない。何を良いいと思うかは自由だ。

「でも、驚おどろいた。まさか、アイドルの次の道が、声優とはねえ……それともうちの事務所、事業を広げるのかしら」

「それはないと思いますけど。社長も、声優の先せん輩ぱいとして、って仰おつしやってましたし」

「じゃあ、声優になりたくてうちに来たってことね。彼女、演技はどうなの？」

　すずねは首を捻ひねった。

「かりんさま、ドラマとか映画とかに出たことないんですよね」

　悔くやしいが、ディアゴナルはその手のオファーが来るほどの、トップアイドルではなかった。テレビの看板番組を持つこともなかったし、楽曲のＣＭもアニメとのタイアップ曲だけだ。

　ミュージックビデオはあるが、ダンスパフォーマンスが主で、ソロのイメージパートがあっても、曲が流れているから、当然、台詞せりふはない。

「ふうん……じゃあ、未知数か」

「でも、こんなイレギュラーな時期にうちに入所したってことは、期待はされてるってことですよね？」

「期待の方向がどっちに向いているかはわからないけどね」

　含ふくみのある言い方に、すずねは小首を傾かしげた。

「どういうことですか？」

「それなりに名前の知れたアイドルで」

　指を立てる。

「ダンスと歌もできて」

　もう一本。

「すでにファンも一定数確保されている」

　三本目。

「これって、新人としてはとても高いアドバンテージよね。きっと話題にもなるし」

　そういう言い方は、と言いかけて、すずねは口をつぐんだ。

　結ゆ衣い香かの言う通りだ。

　最近の声優は、演技だけできればいいというものではない。

　そこは最低条件で、アーティスト活動が前提のオファーもある。さらにグラビアやネット番組など、顔出しも多くなってきた。

　すでにアイドルとして名の知られたかりんなら、指名で案件もくるだろう。話題先行で、演技は二の次でも、という話もあるかもしれない。

「で、でもきっと、かりんさまは演技もできますよ！　現げん役えき時代はとにかくストイックに完かん璧ぺきを目指す人だったんですから！　いい加減な仕事はしません！　わたしは信じます！」

　拳こぶしを握にぎってみせると、結ゆ衣い香かは、ふふ、と笑った。

「すずが言うなら、そうかもしれないけど、あまりはしゃがないようにね。内心、面おも白しろくなく思っている人もいるだろうから」

　それはわかる。

　オーディションのオファーには限りがある。

　人が増えればチャンスは減る。

　芸能の世界は実力主義だ。経歴、知名度、特技はもちろん、ＳＮＳのフォロワーまでも武器にして、自分を際きわ立だたせて仕事を取りに行くものだ。

　それは皆みな、わかっている。

　だからといって気持ちは割り切れるものではない。オーディションに落ちれば落ち込みもするし、受かった人を羨うらやみもする。

「……結ゆ衣い香かさんもですか？」

「わたし？」

　結ゆ衣い香かは目を瞬しばたたいて、あはは、と笑った。

「わたしは何とも思ってないよ。キャラソン以外、歌も、ダンスもＮＧにしてるし、地声を聞いた限り、需じゆ要ようがかぶるとも思えなかったし」

　それはそうかもしれない。

　結ゆ衣い香かのカテゴリーは、主に《大人の女性》だ。なので昨今のアニメで主役をやることはほとんどないが、サブレギュラーとしては欠かせない。

　もちろん、かりんが大人から子供まで幅はば広ひろく演じられる可能性もある。しかし、結ゆ衣い香かの声と演技は唯ゆい一いつ無む二にといっていい。

　外がい画がのレギュラーがあるのも強い。外がい画がのいいところは、ギャラは低いが、嵌はまればイメージが固定されて、その俳優の専属声優のようになれるところだ。

　結ゆ衣い香かは目立つ存在ではないが、事務所への貢こう献けん度どでいったらトップクラス。

　だが、そんな声優ばかりではない。

　所属声優と事務所はあくまでもビジネスが前提の関係である。事務所から見れば利益を生まない声優は、究極、必要ない。ただいるだけでも人件費はかかる。この先、利益が見込めそうもないと判断されれば、契けい約やくは更こう新しんされない。

　もちろん、自分の思うようなマネジメントをしてくれないと思えば、声優の側から関係を切ることもできるが、ハードルは高い。

「すずは？　脅きよ威ういに感じないの？」

　そう言った結ゆ衣い香かの微笑ほほえみは、ちょっと意地悪く見えた。

「わたしですか？」

　考えてもみなかった。

　確かに、彼女とオーディションがかぶることは多くなるかもしれない。

　今は毎期、メインどころのオーディションを多く受けさせてもらっているが、かりんに興味を持つクライアントも多いだろう。事務所としては、より多くのレギュラーを欲ほしいから、かりんにチャンスを回すに違ちがいない。

「感じてないみたいね」

　明らかに笑いを含ふくんだ声に、すずねは、え？　となった。

「だって、にやけてるもの。一いつ緒しよにオーディションを受けられるかも、って顔してる」

「そ、そうですか？」

　両手で自分の頰ほおを押おさえた。そんなことをしても自分の表情がわかるわけではないが、思わずやってしまう。

「なあに？　先せん輩ぱいとしては自信あり？」

「そんなことないですよー。今だって、いっぱい落ちてますし」

　オーディションに合格するのは一割くらいだ。それでも上々で、昔は毎期全ぜん滅めつし、レギュラーが零ゼロ本ほんなどということも珍めずらしくなかった。

「人のことを気にしてる余よ裕ゆうなんか、ないってだけです。それに、かりんさまのアドバンテージは、かりんさまが努力して手に入れたものですから」

　羨うらやんでも仕方がない。

「みんなが、すずみたいに思えればいいんだけどね」

　結ゆ衣い香かの言いたいこともわかる。

　事務所を辞やめていった仲間を、何人も見てきた。

　自分の不ふ甲が斐いなさを嘆なげきつつ、あんたが同期じゃなければ、と言われたこともある。ここじゃなかったら、とフリーになった人もいる。

　すずねとて、人は人、とナチュラルに思えているわけではない。日々、そう自分に言い聞かせているだけだ。

　努力は必ひつ須す。なのに努力だけではどうしようもない運や縁えんも絡からむ。だから──誰だれかのせいだと思いたいときがあるのもわかる。

　鐘しよう月つきかりんはアドバンテージの分、きっとその対象になりやすい。けれどおそらく、そんなことは折おり込こみ済ずみだろう。

　それでもあえて、その道を選んだのだ。鐘しよう月つきかりんとは、そういうアイドルだ。

「大だい丈じよ夫うぶですよ、かりんさまは！」

　すずねは断言した。

　彼女のそういう生き様も、また推おせるから！
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「仙せん宮ぐう、ちょっといい？」

　事務所に台本を取りに寄ったすずねは、自分を呼ぶ声に、フリースペースで読んでいた受け取ったばかりの台本から顔を上げ、振ふり返かえった。

　栗くり色いろの髪かみをワンレンにした長身の美人が、かつかつとヒールを鳴らしながらやってきて、手元を覗のぞき込こんだ。

　ふわっと、少し癖くせのある甘い香りが鼻をくすぐる。すずねのマネージャーの、巳み甘あまあかねだ。彼女は、この香こう水すいがお気に入りだった。

　すずねはもっと淡あわい、もっと甘くない香りが好きで、台たい湾わんにイベントで行った時に見つけたものを、今も使っている。

　巳み甘あまあかねは、すずねがイアーポに所属してから、ずっと担当してくれている。どちらかといえば厳しいタイプだと思うが、替えてほしいと思ったことは一度もない。

「台本、やっとよ」

　巳み甘あまは、まったく、と嘆たん息そくして顔を上げた。

「あそこはいつものこととはいえ、収録、明後日あさつてだっての。……いける？」

「大だい丈じよ夫うぶです。事前にコピーは貰もらってましたし、いつものことですから」

「あの脚きやく本ほん家か、現場での直しも多いから、収録が押して困るんだよねえ……まあ、こっちは言われた通りにやるしかないんだけど」

「もう八話ですし、今回はアニオリですけど、キャラはつかんでますから、平気です」

「ま、心配はしてなかったけど。なら、良かった。ちょっと、頼たのみたいことあんだよね」

「なんですか？」

「こないだ入った子、憶おぼえてる？」

　どきりとした。

　不意打ちに、心臓が口から飛び出すかと思った。

　憶おぼえていないわけがない。

　推おしのことを、どうして忘れようか。

　だが、すずねが鐘しよう月つきかりんを推おしていることは、結ゆ衣い香かしか知らなかった。

　隠かくすようなことではないのだが、公表してしまえばどうしたって仕事と絡からんでしまう。

　今では声優の重要な仕事のひとつとなったラジオ番組において、プライベートトークは欠かせない。オタ活かつは盛り上がるネタだ。

　そういう形で消費されてしまうのが、嫌いやだった。推おしを、心のオアシスを、雑にいじられたくはなかった。

　とはいえ、語りたいという欲もある。

　そんなときは、結ゆ衣い香かだ。

　彼女はアイドルのことをよく知らない分、いつも黙だまって聞いてくれるので、つい甘えてしまう。あまりひとり語りが過ぎた時は、デザート代を持つことで許してもらっている。

「憶おぼえてます、一応」

　と、すずねは答えた。

　我ながら白々しいにも程ほどがあるが、巳み甘あまは気づかなかったようだ。

「あの子、わたしが担当することになったから。それで、これからボイスサンプル録とるんだけど、立ち会ってくれないかな」

「えっ!?」

　思わず立ち上がってしまった。

「驚おどろいた……なになに？」

「あ、いえ、なんでもないです……」

　引ひき攣つった笑えみを浮うかべながら、少し硬かたい座面に座りなおす。

　演技が見られる、と思ったら、体が反応してしまった。

　ボイスサンプルは名前の通り声の見本だが、地声だけでなく、いくつかシチュエーションを作る。かりんがどんな声を出すのか、聞いてみたかった。

「でも、どうしてわたしに？」

「ん？　たまたま、そこにいたからだよ？　わたし、これからちょっとチーフと打ち合わせなんだよね。一人でも大だい丈じよ夫うぶだろうけど、気づいたことがあったら言ってあげてよ」

「わかりました」

「じゃあ、頼たのむわ。彼女、もう下にいるから。とりあえず、声、かけてやって」

　はい、と答えると、巳み甘あまマネはすずねの肩かたを軽く握にぎって、フリースペースを離はなれて応接室のドアの向こうに消えた。

　なんという幸運！　正直、上がってこない台本に少し心を乱されていたのだけれど、全部許す気持ちになれた。

　スケジュールが空いていたのも、運命に思える。

　すずねは台本をトートバッグに入れると、肩かたに担かついで揺ゆすりあげ、事務所を出た。これから推おしと接近遭そう遇ぐう──そう思うと、急に緊きん張ちようしてきた。

　エレベーターに乗り込むと、地下のボタンを押す。低く唸うなりながら、エレベーターはゆっくりと下りて、そのまま止まることなく地下に到とう着ちやくした。チン、と鳴って扉とびらが開き、すずねはエレベーターを降りた。

　地下にあるスタジオのドアを開けると、そこは狭せまい待合室になっていて、その奥に録音ブースがある。ブースは調整室と録音室からなっていて、基本、機材を扱あつかってくれるミキサーと、演者の二者で使う。

　中の様子は待合室のモニターで確かく認にんできるようになっている。だが、今はミキサーしかおらず、かりんの姿はなかった。

　怪け訝げんに思いながらトートバッグをテーブルに置き、モニターが見える位置に座った。

（あ──）

　一分も経たたず、ドアが開いて推おしが現れた！

　すずねの心臓は、痛みと共に跳はねて、すぐさますさまじい勢いで鼓こ動どうを打ち始めた。百メートルを全力で走ったとしても、こんなに速くはならない。

　狭せまい室内、向こうもすぐに、すずねに気づいた。

「おはようございます！」

　かりんは、しゃんと背筋を伸のばしたかと思うと、そのまま、直角に頭を下げた。

　すずねも慌あわてて立ち上がり、

「あ、お、おはようござ──いたっ！」

　足をテーブルの脚あしにぶつけてしまった。

「だ、大だい丈じよ夫うぶですか!?」

　推おしが慌あわてて駆かけつけてくれる。その嬉うれしさに、痛みも我が慢まんできた。

「大だい丈じよ夫うぶです、大だい丈じよ夫うぶです」

　涙なみ目だめになりながら笑ってみせる。

「あ、邪じや魔まですよね。すぐにどけますから」

　テーブルの上のトートを床ゆかに移動する。だが、かりんは手にした飲み物を置くことはせず、立ったまま、

「すみません、ブースですよね。どうぞ、先に使ってください」

　と言った。

　すずねは一いつ瞬しゆん、きょとんとしたが、すぐにかりんの勘かん違ちがいに気づいた。

「違ちがいます違ちがいます。あかねさんに言われて、サンプル録どりの立ち会いに来ただけですから。ブース使ったりしません」

「立ち会い？　仙せん宮ぐうさんが？」

　怪け訝げんそうな陰かげが、愛らしい顔に差す。

「は、はい。わたしもあかねさん──巳み甘あまマネに担当してもらってる……え!?　わたしのこと、知ってるんですか!?」

　今確かに、仙せん宮ぐうさん、と言った！

　もしかして、握あく手しゆ会かいに参加していたことを憶おぼえていてくれてたのだろうか？　だとしたらファン冥みよ利うりに尽つきるけれど、事務所の先せん輩ぱいとしては気き恥はずかしい。

　かりんは、はい、と答えた。

「入所に当たって、所属されている先せん輩ぱい方がたのお顔とお名前は一通り」

（ああ、そういう……）

　自分だけが特別なわけではなかったとわかり、すずねは少しへこんだ。

　とはいえ、自分も昔、同じことをしたことを思い出した。事務所によって違ちがうが、覚えるべき礼れい儀ぎや作法が、あれこれある。先せん輩ぱいの顔と名前を記き憶おくするのは初歩の初歩だ。

　ええと、とすずねは気を取り直した。

　よく考えてみたら、ガチファンが事務所の先せん輩ぱいにいたら、どう接していいか困こん惑わくするに違ちがいない。覚えていないなら、その方が彼女のためにはいいだろう。

「巳み甘あまマネ、チーフと打ち合わせがあるみたいなんで、わたしが頼たのまれました」

「え、すみません……お忙いそがしいのに」

「いえいえ、気にしないでください。今日は台本を取りに来ただけで、このあと、仕事の予定もないので」

「そうでしたか……すみません、お願いします」

　ぺこりと頭を下げる。ワンレンボブの髪かみがふわりと揺ゆれて、微かすかな香りがふわっと舞まう。

　そんなに謝られると、こちらが恐きよう縮しゆくしてしまう。

「ほんと、気にしないでください。人の演技を見るのって、勉強にもなりますから」

　そう言うと、かりんは上うわ目め遣づかいにすずねを見た。くるんと上がった長い睫まつげと大きな瞳ひとみに、どきりとしてしまう。

「……あの、わたしは新人ですから、敬語は使わないでいただけますか？　その方が、緊きん張ちようしないので……」

「そんな！」

　思わず、声に出してしまった。推おしにタメ口なんて、なんて恐おそれ多おおい──そう思ったが、彼女がその方がいいというのなら、頑がん張ばってタメ口をきいていくしかない。

「わ、わかりました……頑がん張ばってみま──みる」

「良かった！」

（ひゃー！）

　はじける笑え顔がおが眩まぶしすぎて、すずねは自分の目が潰つぶれるかと思った。

　このままもっと何かを話したい、という思いが頭をもたげたが、ブースの扉とびらが開いて、ミキサーの人が顔を覗のぞかせた。

「どうぞ、準備できました」

「あ、はい！」

　元気よく返事をしたかりんは、

「じゃあ、行ってきます」

　と言って、満開の笑えみを見せてくれた。

　なんて破は壊かい力りよく！

　全身が幸せに満たされていくのを感じつつ、すずねは軽く手を振ふって彼女を送り出した。

　よろしくお願いします、と言いながら扉とびらの向こうに消える際、ちらりと自分の方を見てくれた気がした。

　推おしがコンサートで自分を見てくれたような気がするのと、同じ勘かん違ちがいかもしれないが、だとしても、幸せだった。

（……ああ、かわいかった！）

　すずねは、すとんと椅い子すに腰こしを落とした。

　壁かべにかけられた薄うす型がたモニターに、ブース内の様子が映っている。

　せいぜい二人が限界の録音ブースには、小さな机と椅い子すが二脚きやく置かれていて、テーブルの上にはポップガードつきのマイクと、キューランプつきのトークバックスイッチ、ヘッドホンが置かれている。

　かりんは床ゆかに置いたバッグからノートを取り出してテーブルに置くと、髪かみを耳にかけ、ヘッドホンを装着した。

　書いてある内容を確かく認にんし、背筋を伸のばして、すう、と息を吸う。

　スイッチに手を置いて、

『お願いします』

　と言った。

　モニター越ごしのその声を聞いた瞬しゆん間かん、すずねの中のスイッチが、ぱちん、と入った。脳が彼女を推おしではなく、一人の演技人として見ていた。

　これは声優の声だ。

　以前から、向いている声質だとは思っていたが、それはあくまでもアマチュアにしては、の話だ。プロになるにはそこからさらに積み込む必要がある。

　かりんの声は、明らかに訓練を積んだものだった。

　声量があるのに耳に障さわらず、どこまでも届くのに、何かが残る──それは才能だが、才能だけではこの仕事はできない。

　マイク前に座ったかりんの第一声は、しっかりと基き礎そを積んだものに聞こえた。

　イアーポは養成所を持っていない。

　所属声優は、元々プロでやっていた人が移い籍せきで入るか、結ゆ衣い香かやすずねのようにオーディションを受けて入所した人たちだ。

　合格するのはほぼプロでの演技経験者で、専門学校出身者は少ない。イアーポも準所属制度はあるが、基本、即そく戦力者が求められる。

　かりんは、結ゆ衣い香かの言っていた、話題性とプロフィールが重視されただけで合格したわけではないのが、先刻の一言だけでわかった。

『──鐘しよう月つきかりんです』

　すずねは、モニターを見つめて彼女の声に聞き入った。

　ボイスサンプルの構成は事務所によって違ちがうが、イアーポの場合は、自己紹しよう介かい、サンプル数種類、ナレーション、といった具合だ。

『今日はこれを録とるから、気合入れっか！　ってテレビの星ほし占うらないを見たんだけど……見事に最下位！　なぁんか、高確率で最下位なんだよね、わたしの星座って』

　どうでもいい内容に思えるが、最近は声優の『素す』も大事になってきているので、作らない声のサンプルも、イアーポでは用意している。

　ひとつのサンプルはだいたい三十秒以内。

『はい、いただきました』

　調整ブースの声もここで聞くことができるので、指示がある時は勉強になる。

『サンプル一、お願いします』

　かりんは、はい、と答えて、背筋を伸のばす。

『ねえ、聞いた？　課長の噂うわさ──』

　サンプル一は、等身大の女性の声だった。設定は会社員だろう。短い台詞せりふの中で、楽しげな声から一転し、腹の据すわった圧のある声に変化した。

（うわ……）

　鳥とり肌はだが立った。思わず体が竦すくんだ。

　すずねは、勉強のために落語や怪かい談だんを聞くのだが、話の流れではなく、声と台詞せりふひとつだけで、総毛立つことがある。

　それと同じ経験をした。

　録音は問題なく済み、サンプル二、三へと続いていく。

　サンプル二は、おそらく十代。声の高さは変わらないのに、喋しやべり方だけで学生とわかる。なんて高い演技力！　アイドル時代のプロフィールでは公表していなかっただけで、元々演技をしていたのだろうか？

　サンプル三では、さらに驚おどろかされた。サンプル一と二は、まだ、鐘しよう月つきかりんの声だとわかる要素が残っていたのだが、サンプル三は、まったく違ちがう声こわ音ねに変わった。それでいて無理を感じない。

　最近の流行を考えてだろう、設定はゲーム系ファンタジーの登場人物で、ものすごい早口で呪じゆ文もんのようなものをまくし立てた。それでいてひとつひとつの単語がしっかりと聞き取れる。しかも、絶対に嚙かみそうな言葉の連続だ。

（すご……）
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　わたしには無理だ、とすずねは認めた。だいたい基本でやらされる『外うい郎ろう売うり』はいまでも嚙かまずに言えるし、早口台詞ぜりふも苦手ではないが、ここまではできない。

　それから少し間があって、今度は、

『──あんた、なに？』

　少年の声に変わった。たぶん想定は中学生くらい。声変わり寸前。すずねは感動すらした。先刻とは違ちがう意味で、鳥とり肌はだが立った。

　女性声優が演やる少年の声は、少年ぽくはあるが、どこか女だとわかってしまう。だが、かりんの少年にはそれがなかった。たぶん、声だけ聞いたら、本当に男の子が喋しやべっていると思うだろう。

（すごいすごい！）

　思わず、拍はく手しゆしそうになった。かりんと掛かけ合あってみたい。年ねん齢れいも性別も何でもいい。きっとすごく楽しい。

『ナレーション一、お願いします』

　ミキサーさんの指示に、はい、と答えてかりんは二種類のナレーションを披ひ露ろうした。

『深い海の底に、幻まぼろしと言われた鮫さめたちの楽園があります──』

　一つ目は、落ち着いてはいるが、明るさを感じさせる声。動物番組のナレーションは、サンプルの鉄板でもある。

　二つ目は──

『あの有名店と奇き蹟せきのコラボ！　新世紀の味、爆ばく誕たん！　一口食べれば──』

　へえ、とすずねは感心した。

　ＣＭ狙ねらいのサンプルというのは珍めずらしい。多いのは、ニュースの中の特集コーナーの商店街の紹しよう介かいだ。明るく弾はじけた感じで、一つ目との違ちがいを出すが、系統は同じだ。

『はい、いただきました。問題なければこれで終しゆう了りようです』

　ミキサーさんの言葉に、かりんがカメラを向いた。

『……あの、仙せん宮ぐうさん、何か意見とかありますか？』

（わたし!?）

　驚おどろいたが、考えてみればそのためにここにいるのだった。趣しゆ味みで見学させてもらっているわけではない。すずねは椅い子すを立ってブースの扉とびらを開け、ミキサーさんに向かって、

「問題ないです」

　と伝えた。ミキサーさんは頷うなずいて、同じ言葉をトークバックしてくれる。

「大だい丈じよ夫うぶだそうです。お疲つかれさまでした」

　その声を聞きながら扉とびらを閉め、すずねはテーブルに戻もどった。

　すごく、いいものを聞いた。

　サンプル録どりであっても、やはり人の演技を見るのは楽しい。ボイスサンプルは履り歴れき書しよも同じだから、その人が凝ぎよう縮しゆくされている。

　アニメはほぼオーディションで役が決まるが、ゲームは指名が多い。

　メインどころは名の知れた声優が持っていくけれど、とにかく役が多いので、新人にもチャンスがある。決め手となるのがサンプルだ。事務所が推すい薦せんしてくれたとしても、サンプルを聞いてイメージが合わなければ、役はもらえない。

　とはいえ、安定して演じられなければ迷めい惑わくをかけるだけなので、サンプルはいろいろ演やればいいというわけではなく、得意な声を数種類、ということになる。

　すずねの得意は十代で、真ま面じ目めからやさぐれまで数種、あげている。それと幼女。少年は厳しいので録とっていない。等身大の女もやってみたいけれど、地声が高いこともあって、今までは縁えんがなかった。

「ありがとうございました」

　数分後、かりんがブースから出てきて、すずねは思わず立ち上がって出で迎むかえた。

　何で立ってるんですか？　と驚おどろいた顔でかりんが見てくる。

　だが、すずねは興奮で気にならなかった。

「すごかった！」

　素す直なおに感想を伝えた。そうせずにいられなかった。

「鐘しよう月つきさんお芝しば居いやってたんで──じゃなくて、やってたの？　すごい上じよ手うず！」

　面食らった様子で瞬まばたきが増える。白い頰ほおにほんのりと朱しゆが差して、視線が泳ぐ。照れているのだろうか？　それもまたかわいい。

「特に少年！　わたし女性声優が出す少年声って大好きなんだけどその究極かも！　変声期前の男の子の声って天使だけど本当にそれ！」

「あ、ありがとうございます……」

　明らかに戸と惑まどった様子に、すずねは、はっとした。

（い、いかん……限界オタクになってしまった……）

　早口句読点なしで喋しやべってしまうのはオタクの癖くせだ。この場合はアイドルオタクではなく、演技オタクの方だけれど。

「──終わった？」

　タイミングよく、巳み甘あまが入ってきてくれた。助かった。

「どう？　問題なかった？」

　訊きかれたのが自分だとわかって、すずねは慌あわてて、はい、と答えた。

「ＮＧなしでしたし、すごかったです」

「すずねが言うなら、ＯＫね。わたしもあとで聞いておくわ。じゃあ、二人ともお疲つかれさま。鐘しよう月つきも今日はこれで終わりだから、二人で交流でも深めたら？」

「え!?」

　すずねは、嬉うれしさで思わず聞き返してしまった。

　そうできればいいな、とこっそりと心のどこかで思ってはいたが、いきなり誘さそうとかパワハラかも、と躊ちゆう躇ちよしていたのだ。

　だが、担当マネからの言葉なら、これはもはや業務！

「それじゃあ……お茶でもする？」

　嬉うれしさを押し殺して、すずねは訊たずねた。一いつ瞬しゆんの間が、数分にも感じた。

「……えっと、仙せん宮ぐうさんがよければ」

（やった！）

　心の声が喉のどの奥から飛び出してきそうになったのを何とか抑おさえつけ、口角が上がりそうになるのも我が慢まんして、じゃあそうしよっか、と何とか答えた。
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「あの、お茶よりお酒にしませんか？」

　どこにしよっか、と水を向けて返ってきた言葉に、すずねは驚おどろいた。

　かりんの口から、お酒、という単語が出てきたことが、意外だったのだ。

　考えてみれば、彼女も二は十た歳ちを越こえているのだから少しも不思議ではない。しかし、アイドルとお酒が、すずねの中で結びついていなかった。

　でも、願ったり叶かなったりだ。

　ケーキと紅茶（またはコーヒー）では、そんなに長くいられない。仲良くなれば、なんであれどこであれ、半日でも一日中でも一いつ緒しよにいられる自信があるが、こっちは一方的に知っていても、今はまだ初対面のようなもの。

　しかしお酒とごはんなら、少なくとも二時間くらいは、もしあまり話が弾はずまなくても、一いつ緒しよにいられる。いることになる。

　すずねはスマホを見た。

　現在、十七時四十分。夕飯の時間には少し早いけれど、十八時にはほとんどの店は看板を出しているはずだ。

「い、いいよ？　どこか行きたいお店とかあるの？」

「そうじゃないんですけど……少しお腹なか空すいたので。この辺りはあまり詳くわしくないので、仙せん宮ぐうさんにお任せしてもいいですか？」

　空腹のかりんさま！　かわいい！

「じ、じゃあ、少し歩くけど、わたしの知ってるお店でいい？　個室もあるから、空いてたら予約しちゃうけど……」

「ありがとうございます、お願いします」

「じゃあ、ち、ちょっと待ってね……」

　すずねは、弾はずむ心でスマホを操作した。指が震ふるえる。いま頭に浮うかんでいるのは、創そう作さく中ちゆう華かの店で、ホームページから個室の空きの確かく認にん、予約ができる。

　よかった。二部屋空いている。

　埋うまってしまわないうちに素す早ばやく予約を完かん了りようする。何度も利用しているので、いちいち連れん絡らく先を打ち込まなくてもいいから早い。

「予約できた。創そう作さく中ちゆ華うかのお店だけど、食べられないものとかある？」

「大だい丈じよ夫うぶです。かなり辛からいものだっていけます」

　それ知ってる！　と言いそうになって、ぐっと吞のみ込こんだ。彼女がネット番組に出たときに、激げき辛から料理対決をさせられていたのを見た。

　番組の内容を知った時は、なんてことをさせるのか、と怒いかりに震ふるえたが、メンバーが次々と脱だつ落らくする中、見事食べ切って競争相手の、たいして売れてもいないくせに煽あおりだけはうざい芸人を打ち破ったときには、スマホの前ですずねも吠ほえた。

　結果ありきのＴＶショーだったのかもしれないが、かりんの頑がん張ばりだけは本物だった。そうでなければ、くちびるが腫はれるまで食べるものか。

「じゃあ、行こっか」

　スキップしそうになるのを必死に我が慢まんして、すずねはくるりと踵きびすを返かえして歩き出した。

　かりんが隣となりを歩いている。推おしと歩いている。夢のようだ。この状じよう況きようでチラ見するのを耐たえるのは、とてもつらい。つらいけれど幸せ。

　感情がちぢに乱れる中で、しかしすずねは、ただひとつのことを心に決めた。

　それは──ファンであることを彼女に知られないこと。

　かりんはもうアイドルではない。

　辞やめてこの業界に入ったのに、周りがいつまでも過去の彼女をいじったら、きっと迷めい惑わくだ。もちろん事務所は彼女の過去の栄光を営業に使うだろうが、それと自分たちは関係ない。

　まったく触ふれないのもおかしいから、普ふ通つうの興味として、アイドル時代のことを聞くくらいはかまわないとは思うが──むしろまったく触ふれない方がおかしい──一人の声優として接するべきだろう。

「あ──」

　当たり前のように歩いて向かおうとしていたことに気づいて、すずねは足を止めた。

「ごめん、タクシーにする？　二十分くらい歩くんだけど」

「全然、平気です。今日、歩ける靴くつですし」

　とん、と踵かかとを鳴らす感じで見せてくれた靴くつは、ローヒールのボタンアップブーツだった。ツートンのカラーでかわいらしい。

「よかった。わたし、三十分くらいなら当たり前に歩こうとしちゃうとこあるから、そんな遠いなら言ってよ！　って怒おこられることあるんだよね」

「そうなんですか？　わたしもよく歩きますよ。一日、一万歩は普ふ通つうです」

「え、わたしも！」

　共通点を見つけて、すずねは舞まい上あがった。タクシーは楽だけれど、どうしたって話の内容はドライバーに気を使ってしまう。その点、歩きながらなら、気き兼がねなくいろいろ話せる。

　今日は天気もいいし、暑くもない。風も心ここ地ちよい。推おしを独ひとり占じめできる店までの二十分、大事にしなければ。

　すずねは、まずはたわいのない話題、と考えを巡めぐらせ、とりあえず、マネージャーの巳み甘あまのことからかな、と思った。

　武勇伝なら、そこそこある。きっと、楽しい時間になるだろう。
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「それじゃあ、お疲つかれさまでした」

　水すい滴てきの浮ういたほっそりとしたグラスを手に、すずねはそう音おん頭どを取った。何に対してお疲つかれさまなのかわからないが、慣例のようなものだ。

「お疲つかれさまです」

　かりんも流れるように返してくれる。さすがに慣れていると感じる。

　ちん、とグラスの縁ふちを軽く合わせて、一口吞のむ。ふわっとした泡あわとホップの苦味が、口の中をさっぱりとしてくれる。ビールを美お味いしいと思えるようになったのは、最近のことだ。

　結ゆ衣い香かはウイスキーやブランデーを好むが、あの美お味いしさは、まだわからない。

　料理はアラカルトで頼たのんだ。

　店のおすすめは、エビマヨ。面おも白しろいのは、くるんと丸まっておらずピンと伸のびていて、とても食べやすいこと。あまり甘ったるくないのもいい。

　他にはそれぞれ食べたいものをいくつか。

　かりんは麻マー婆ボー豆どう腐ふを頼たのんでいて、本当に辛から味みに強いらしいとわかった。あとはピータンと大だい根こん餅もち。それに四角い春巻きなども。

（ああもう、夢みたい！）

　推おしとテーブルを囲めるようになるだなんて、一月前の自分に言っても信じないだろう。季節はずれのエイプリルフールか、配信番組のドッキリだと思うに違ちがいない。

（ドッキリじゃないよね……？）

　ふと不安になって、ここまでのことを思い返したが、その心配はなさそうだった。この店を決めたのは自分だし、そもそも自分を引ひっ掛かける理由がない。

　台本が今日になったのも、サンプル録どりが同じ時間だったのも、幸運な偶ぐう然ぜんだ。

　エビがぷりぷりだとか、一日一万歩も歩くのはアプリのゲームのためだとか、そんなたわいのない会話を交かわした。

　なんて幸せな時間。

　顔がかわいいのはもちろん、やはり、声も好きだ。それに今は、握あく手しゆ会かいやライブのＭＣでのトーンよりも若じやつ干かん落ち着いていて、素すを感じる。

　その贅ぜい沢たくさに、とろけてしまいそうだったが、にやけるのだけは堪こらえた。

　そんな時間が流れ、二杯はい目めのビールが運ばれてきて個室に再び二人きりになったとき、

「あの……率そつ直ちよくに言って、どうでしたか？」

　と、かりんが言った。

　何のことかは、訊きかなくてもわかる。

「サンプル？」

「はい」

　なるほど、それでお酒か、と納なつ得とくした。評価を聞くのは怖こわいものだ。切り出すのも受け止めるのも、少しだけアルコールの力を借りたいもの。

「よかったよ？」

　ビールでくちびるを湿しめらせて、素す直なおな感想を口にする。けれど、かりんの眉まゆは微かすかに曇くもる。お世辞を言っているかもしれないと思ったのだろう。そんなことはない。

「というか、驚おどろいた。新人の技量じゃなかったもの。特に、少年声！　あれ、すごかった。どうしたら、あの声が出るの？　あと、鐘しよう月つきさん、お芝しば居いやってた？」

　こちらの熱量で、噓うそでないとわかったのか、かりんの肩かたがほっとしたように下がる。

「少年の声は、昔から得意で……披ひ露ろうする場所はなかったんですけど。演技は勉強をしただけで、具体的に舞ぶ台たいに立ったりとかはないです」

「そうなんだ。勉強って、アイドルを辞やめてから？──あ、ごめん」

　彼女が突とつ然ぜん卒業してしまった理由は、今もって明らかになっていない。

　ネットではいろいろと言われていたが、真実は霧きりの中だ。彼女自身が語っていないことにこちらから踏ふみ込こむのは、よくなかったかもしれない。

「あはは、大だい丈じよ夫うぶですよ？」

　少し酔よったのか、かりんは僅わずかに姿勢を崩くずした。髪かみが軽く片目を隠かくして、ちょっと色っぽい。

（この一いつ瞬しゆんを切り取りたい！）

　ファンの欲望がむくむくと頭をもたげ、スマホに手が伸のびそうになるのを、すずねは必死に抑おさえつけた。でも、あとでツーショットを撮とるくらいはいいかもしれない。事務所の先せん輩ぱい後こう輩はいとしてなら、そのくらいはありだろう。

「わたし、声優になりたくて、ディアゴナルを卒業したんです」

「え!?　そ、そうなの!?」

　初耳だ。いや、それは当然なのだが、そもそも、かりんにそんな夢があったということを初めて知った。彼女の記事なら網もう羅らしていたと思うが、どこにも書かれていなかった。

「というか、そもそもわたし、声優になりたくて、前の事務所に入ったんですよ。ディアゴナルだって、新人声優ユニットプロジェクトだって言われて、始めたんです」

　またまた驚おどろきだ。その話も初耳だった。ディアゴナルに関しては、声優のせの字も出てきたことはなかったと思う。

「ところが、全部噓うそで。どうしてもわたしにアイドルをやらせたくて、適当に噓うそついて騙だましたんですよ。動き出しちゃえばどうとでもなると思ったんでしょうね」

　くちびるを尖とがらせて、ふん、と鼻を鳴らす。

　怒おこっているような、拗すねているような、そんな横顔もかわいらしい。

　ちゃんと聞いてはいるが、つい見つめてしまう。

「まあ実際、その通りになったんですけど。わたしも馬鹿だから、いつか、とか、そのうち、とかいう話を信じて……実際、声優ではなかったけど、アニメのお仕事にも携たずさわらせていただいたし」

　主題歌のことか──どれも神曲だった！

「でも、さすがにわかるじゃないですか。ああ、こっちじゃなかったんだな、って。でも、応おう援えんしてくれるファンの人たちも、ディアゴナルのみんなも大好きだったし、大箱での単独ライブができるまでは頑がん張ばろうって決めて、その間にやれることはやろうと思って、事務所の先せん輩ぱいの俳優さんの伝つ手てで声優さんを紹しよう介かいしてもらって、その人に紹しよう介かいしてもらった別の声優さんの個人レッスンをずっと受けてたんです」

「……その人の名前、聞かせてもらっても？」

　いいですよ、と言った彼女の口から出た名前は、すずねも当然のように知っている先せん輩ぱい声優だった。確か、専門学校で講師もしていたはず。

　なるほど、ブースでの慣れた感じは、どうすればいいか知っていたからか。

　にしても、かりんの人脈がすごい。すずねも現場で何度か一いつ緒しよになったことしかない、大だい先せん輩ぱいのレッスンを個人的に受けられるのだから。

「でも、いいの？　ほとんど初対面のわたしに、そんなぶっちゃけたこと話しちゃって。いやまあ、訊きいたのはわたしなんだけど……」

「構いません。軽い気持ちで声優になったわけじゃないってこと、本気だってこと、知ってほしかったので。……巳み甘あまさんにも、味方を作りなさい、って言われましたし」

「それが、わたし？　なんで、わたし？」

　胸が騒さわぐ。

　もしかして握あく手しゆ会かいに参加していたことを覚えていて、認にん知ちされていたのではないか、という期待と、それはそれで今後どう接したらいいのだろう、という不安の両方で。

「仙せん宮ぐうさんはいい人だから、ってマネが」

「そ、そう……」

　それ以外になんと言ったらいいかわからず、すずねはグラスに口をつけて、続く沈ちん黙もくの理由を誤ご魔ま化かした。

　巳み甘あまがいったいどういう意味で言ったのか、ちょっと考えてしまう。

　人の世話を焼きがちなのは自覚しているし、後こう輩はいには懐なつかれたいタイプだけれども、都合のいい人みたいに思われているのなら、さすがにもやもやする。

「巳み甘あまマネ、仙せん宮ぐうさんは、まっすぐにぶつかれば、しっかり受け止めてくれるって。だから、隠かくさずに話しました。わたしは本気だから」

　追おい討うちの言葉に、すずねは赤くなった。

　推おしに至近距きよ離りで見つめられていることもだけれど、一時でも、巳み甘あまを懐かい疑ぎ的てきに思った自分の性しよう根ねの汚きたなさに、恥はずかしくなった。

「そんなたいした人じゃないよ？　わたし」

　エビマヨをつつく。少し冷めてしまって、マヨネーズが固まりかけている。熱いうちに食べればよかった。

「そうですか？」

　小首を傾かしげ、かりんはそのエビマヨを摘つまんで、ぱくりと食べた。

　ふふ、と笑う。

「おいし」
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（いい子だなあ……）

　家に帰って入浴を済ませ、だぶっとしたスウェットに着き替がえたすずねは、ベッドの上で抱だき枕まくらに四し肢しを絡からませながら、夢のような時間を反はん芻すうした。

　結局、三時間も過ごしてしまった。

　ビールから紹しよう興こう酒しゆに進み、最後は甘い香りの烏ウー龍ロン茶ちやを何杯ばいかおかわりしてしまった。

　プロに指導を受けたというだけあって、業界の基本的なことは、知識としてはわかっているみたいだった。

　だが、仕事の話はあまりせず、とはいえ、プライベートには踏ふみ込こまず、たわいのないことばかりを喋しやべっていたように思う。

　それでも彼女が本当にアニメが好きなのだということはわかった。毎期、放送される作品はとりあえず数話は見て継けい続ぞくを決めているそうだし、知識量もかなりのものだった。

　むしろ、すずねの方がついていけなかった。この仕事を始めてから、純じゆん粋すいにアニメは楽しめなくなってしまって、アイドルやドラマの方に嵌はまるようになっていたというのもある。

　楽しげにアニメのことを語る様子に、仕事目線で見るのをやめたいなあ、と感じた。つい演者の技術に意識が向いてしまうのは、職業病だ。

　素す晴ばらしい時間だった──が同時に、少しだけ寂さびしさも感じた。

　目の前にいたのは正しよう真しん正しよう銘めい、ディアゴナルの絶対的センター、鐘しよう月つきかりんだったのに、すずねが沼ぬまに嵌はまったアイドルではなかった。

　超ちよう新しん星せいみたいな明るさと輝かがやきはすっかり穏おだやかになり、思い切り弾はずませたスーパーボールみたいだったテンションも落ち着いて、大人という感じだった。

　当たり前のことだけど、彼女はアイドルを演やっていたのだ。

　それを裏切りとは思わないし、がっかりもしなかった。こうあるべき、という自分はすずねにもある。仕事の自分にも、プライベートの自分にも。

　ただ、本当に卒業しちゃったんだなあ、と実感した。紹しよう興こう酒しゆを嘗なめて『面おも白しろい味ぃ』と笑うかりんは、二十二歳の普ふ通つうの女の子だった。

　部屋中にあるディアゴナルのグッズの数々はいまも眩まぶしいが、急にどこか懐なつかしいものに変わってしまった感じがする。

（けど、良かった……新しい道を見つけてて）

　彼女的には、本来の夢に立たち戻もどったということなのだろうけど、かりんがアイドルを辞やめて次に何をするのか、本当に案じていたのだ。まさか声優だとは微み塵じんも想像していなかったが、本気なのはとてもよくわかった。

　スマホが鳴って、新着メッセージが届いたことを知らせてくれた。ロック画面を見ると、ポップアップが表示されていて、かりんからだった。

　ぐん、と気持ちが昂たかぶる。

（こんなことってある!?）

　先日までの自分には、微み塵じんも考えが及およばなかった幸せ。

　食事終わりに彼女の方から、

『あの……ＩＤ交こう換かんしてもらえませんか？』

　と言ってくれたのだ。

　断るわけがない。秒でスマホを出して、ＩＤを交こう換かんした。すぐに二人だけのグループを作った。ここには絶対に他の人は入れない。そう決めた。

　アプリを開くと、

『今日はありがとうございました。すごく楽しかったし、ためになりました。またごはんしてくれると嬉うれしいです。』

　と書いてあった。

（するよ！）

　と、感情のままに返信しそうになって、すずねは深呼吸した。危ない危ない。そんな真ま似ねをしたら、がっついていると思われる。ここは先せん輩ぱいとしての余よ裕ゆうを見せねば。

『こちらこそ、楽しかったです。何かわからないことがあったら、気軽に連れん絡らくください。ぜひまたごはん行きましょう。』

「…………」

　すぐには送らず、一分ほど待つ。

（よし、送信！）

　メッセージが飛んで行くのが、ビジュアル化されて表示される。すぐに、既き読どくがついた。

　早い！

　ひょっとして返信を待っていてくれたのだろうか、と勘かん違ちがいしてしまいそうになる。真相は普ふ通つうに、送ったあとでスマホをいじっていただけのことだろうけれど。

　などと考えていたら、

『ぜひお願いします。社交辞令じゃなかったら、嬉うれしいです。』

　と速そつ攻こうで返ってきた。

『もちろん、違ちがいますよー。』

　こちらもすぐに返す。

　ぽぽん、とまたすぐに返ってくる。

『よかった。事務所、今度いつ行きますか？』

『たぶん、来週になると思います。』

『じゃあ、はっきりしたら教えてください。わたし、しばらく暇ひまなので。』

（ぐ、ぐいぐい来るなあ……）

　嬉うれしいけれど、なんだか、このまま友達になってしまいそうなノリに、ちょっと戸と惑まどう。そんなのいいのだろうか、と

　こっちは一方的にアイドルの彼女を知っているけれど、向こうはこっちをほとんど知らないはずだ。それともこれが今の若い子のスタンスなのだろうか。

　などと考えていたら、

『あと、こっちも敬語じゃなくていいですよ。わたし、新人なので！』

　と、また届いた。

『うん、わかった。』

　推おしにそんな無礼な真ま似ねは、とも思ったが、それが推おしの願いならば、気をつけながらタメ口調に打っていこう、とすずねは決めた。

『そういえば、巳み甘あまさんて──』

（まだ続く!?）

　今の子ってなんかすごい、と焦あせりながら、結局このあと、メッセージのやり取りは二時間ほど続いた。

　翌日の収録、台本をめくる指が、ちょっと筋肉痛だった。
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「ずいぶんと懐なつかれてるみたいじゃない？」

　いつものバーのカウンターで、年代もののウイスキーを前に気だるげに頰ほお杖づえをついて微笑ほほえんだ結ゆ衣い香かの細めた目には、いたずらっぽい光が揺ゆれている。

　今日は来期アニメの最終回の収録があり、そのあとのミニマムな打ち上げに、ゲストで出演していた結ゆ衣い香かも参加していたので、いいところで抜ぬけ出だしてきた。そうしないとオールで付き合わされるのが、常であったので。

「あはは、みたいですねえ」

　十年物の梅酒をロックでグラスの中で波打たせながら、すずねは、うーん、と唸うなった。

　確かに、メッセージのやり取りは毎日のようにしているし、事務所で会えば弾はずむように跳とんできて、アイドル時代のような笑え顔がおを咲さかせてくれる。

　だがあれから、一度もごはんは行っていないし、遊びに出かけたりもしていない。主にすずねのスケジュールが空いていないのだけれど。

　彼女と日々、どうでもいいやり取りをするのは、それはそれで楽しいのだけれど、それだけだった。使っているコスメ、好きな服のブランド、食べ物の好み、そうしたことは知ったが、個人情報的なことは訊きかれないし訊きいていない。仕事のことは彼女が一方的に質問してくるだけで、こちらからアイドル時代のことは訊きけなかった。

「でもちょっと、どこか変だなって感じなくもないんですよね」

「何が？」

「距きよ離りの詰つめ方かたが強ごう引いんというか。初日からすごいぐいぐいでしたし。それはまあ、そういう性格なのかな、と思うんですけど、でも事務所で会うと何かこう、わざと周りに仲の良さを見せつけるように接してくるっていうか……わたしが行くと、だいたいいますし」

　訊きかれるまま、スケジュールを教えているのは自分なのだが。

「いや、偶ぐう然ぜんですよね！　やだなあ、自意識過か剰じよう！」

　梅酒を呷あおる。

　ぐいぐいこられるのは、全然嫌いやではないのだけれど、どうしてわたしなんかと？　と思ってしまう自分がいるのだ。

「そんなこともないんじゃない？」

「え？」

「あの子がうちに入ったのを面おも白しろくなく思ってる子もいるから、すずと仲がいいことを見せて牽けん制せいしてるんじゃないかな」

「わたしと仲がいいと、なんで牽けん制せいになるんですか」

「そりゃあ、すずはイアーポの稼かせぎ頭がしらだもの。自分に何かしたらすずに言うから、ってことでしょ？」

「わたし、別に何もできませんよ？」

「すずの実際がそうでも、人を妬ねたんで何かしようって人間はそうは思わないものよ。自分だったらそうやって上に言いつけると思うから、牽けん制せいになる」

　結ゆ衣い香かの手の中で、グラスの氷が、かろん、と音を立てた。

「……それって、かりんさまもそういう人間だっていうことですか？」

「彼女の場合は、アイドル時代の経験で学んだんじゃない？　寄らば大樹の陰かげってやつ」

「つまり、わたしは利用されているかもしれない、と」

「嫌いや？」

「──いえ、まったく」

　すずねはきっぱりと言い切った。

「むしろ光栄かと。仲良くするだけで、新しい道に踏ふみ出だした推おしの役に立てるなんて！　なるほど。今の話なら、わたしなんかと推おしが仲良くしてくれるのも納なつ得とくです」

　うん、と頷うなずく。

　疑問は氷解し、もやもやは晴れた。やはり結ゆ衣い香かは頼たよりになる。

　けれど、その彼女の片方の眉まゆは、ちょっと呆あきれたみたいに上がる。

「あんたってば……そういうとこよ？」

「はい？」

　首を傾かしげると結ゆ衣い香かは、仕方ないなあ、と言いたげに苦く笑しようした。

「いい、いい。あんたはそのままでいて。そこがすずのいいところなんだから」

「？　はい」

　意味はわからないが、たぶん誉ほめられたのだろう。

「で？　どうなの、彼女は」

「どう、とは？」

　結ゆ衣い香かのくちびるに、面おも白しろがるような笑えみが浮うかぶ。

「最さい推おしと奇き跡せき的な形で再会できたわけでしょ？　運命とか感じないの？」

「神さまありがとうございます、と感謝してます。あれだけ足りなかった推おしの供給が、今や過多ですから。溺おぼれちゃいそうです。こんな幸運がやってくるなんて……わたし、明日にも死んじゃうんですかね？」

「死なないわよ」

　結ゆ衣い香かは声を立てて笑う。
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「そうじゃなくて、彼女はもうアイドルじゃないわけでしょ？」

「まあ……そうですね」

　そのことを考えると、ひやりとした冷たさが胸に広がる。

「すずにとって、推おしなのは変わらないのかもしれないけど……」

　それはもうたぶん、ずっとだ。

「……女としてはどうなの？」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのかわからなかった。

　きょとんとしてしまう。

「考えたこともなかった？」

　うふふ、と結ゆ衣い香かは笑う。

「彼女だってアイドルじゃなくなったら、恋れん愛あいも解禁じゃない？　チャンスだと思うけどな。それともそういう気持ちは、欠片かけらもない？」

　驚おどろきすぎて、声が出なかった。

（かりんさまと……恋こい？）

　自分はガチ恋こい勢ぜいではないと思っていたすずねは、想像したこともなかった。

　鐘しよう月つきかりんを推おしているのは、主にそのパフォーマンスが素す晴ばらしいからだ。だがそうなると、アイドルを辞やめてしまった今はもう、推おす理由がないということになってしまう。

　けれど、そんなことはない。

　毎日メッセージのやり取りをしているだけで、供給は止まらない。心が満たされるし、写真集やグッズを眺ながめるときの気持ちも違ちがう。卒業してしまったあとは、懐なつかしんだり悲しんだりするばかりだったが、今は現げん役えきのときのように楽しく見られる。

「わ、わたしは先せん輩ぱいですから……」

　グラスを口につけ、梅酒を流すように吞のんだ。冷たいのに喉のどが熱い。

　どきどきする。

　結ゆ衣い香かに指し摘てきされるまで、気づかなかった。

　アイドルを辞やめてしまったかりんさまを、どうして、何を、今も推おしているのだろう。
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「再来期のオーディション、こんな感じで行こうと思うけど、どう？」

　事務所で巳み甘あまから渡わたされた資料を、すずねは、一作一作、丁てい寧ねいに見た。

　今、新作アニメーションは毎期、五十本以上作られている。レギュラーキャストは一本、四、五人なので、おおよそ百人がメインを張れることになる。が、一人が複数番組のレギュラーを演やるのも珍めずらしくないため、実際はもっと少ない。

　さらに、全部の新作のオーディションを受けられるわけではない。事務所によっては募ぼ集しゆうがこないこともあるし、話があっても事務所ごとに一作に受けられる人数は決まっているので、まずはそこに入らなければならない。

　事務所は所属声優に合格してもらわなければ商売にならないので、必然、売れている役者にチャンスが多く回ることになる。

　結果、門はますます狭せまくなる。

　幸い、すずねは毎期、二十本くらいはオーディションを受けさせてもらっている。合格するのは三本か四本だけれども、それでも合格率は高い方だ。

　すずねは全ての資料に目を通し終わると、頷うなずいた。

「大だい丈じよ夫うぶです。全部、受けさせてください」

「了りよう解かい。あと、外がい画がのオファーが来てる。演やるんなら、初日の舞ぶ台たい挨あい拶さつ込こみになるけど」

「演やります」

　資料を見ることなく即そく答とうした。

　正直、すずねは映画の舞ぶ台たい挨あい拶さつはあまり好きではなかった。最近は声優以外の芸能人が声を当てることも多いので、同じ舞ぶ台たいに登とう壇だんしても絡からみ方かたがわからないし、ほとんどの観客はその芸能人が目的だから、自分がいてもいなくてもたいして変わりがない。

　そういう時間は、むなしいものだ。

　とはいえ、指名でお仕事をいただけたものを、無む下げに断ることはしない。巳み甘あまが持ってきてくれたのだから、合わない仕事ではないだろうし。

「オッケー。それじゃあ、これで調整して、あとでスケジュール出すわ」

「よろしくお願いします」

　任せとけ、と笑って、巳み甘あまはすずねの肩かたを軽く叩たたき、自分の机に戻もどっていった。

　すずねはこのあと、テレビ番組のナレーション録どりがある。事務所の地下スタジオなら楽なのに、テレビ局に出向かなければならなかった。

　移動はタクシーを使った方が楽なのだが、渋じゆう滞たいに巻き込まれるのが怖こわい。以前それで平ひら謝あやまりしたことがある。以来、電車を使うことにしている。

　資料をまとめてトートバッグに入れて、よいしょ、と肩かたに担かつぎ、

「お先に失礼しまーす」

　と言って事務所を出た。

　ホールでエレベーターが上がってくるのを待ちながら、今回は何本合格できるかな、と考えた。中学の頃ころは、まさかこの年になっても試験みたいなことをしなければならないとは、想像していなかった。

　しかも毎回、入試レベルの感情の揺ゆらぎを味わわされる。

　受かれば舞まい上あがるくらい嬉うれしいし、落ちれば泣けてくるくらい悔くやしい。その上、入試と違ちがって発表の日時がわからないから、待っている間のストレスは半はん端ぱない。

　中には、キャスト発表があるまで合否がわからないものまであるから、気持ちの切きり替かえが大変だ。いくら考えないようにしても頭の隅すみに、掃そう除じをサボった部屋の埃ほこりみたいにもやもやとある。

　ぽん、と電子音と共にエレベーターが到とう着ちやくし、扉とびらが開いた瞬しゆん間かん、

「あ」

　と思わず声が出た。

「お、おはようございます！」

　慌あわてて一歩下がり、頭を下げる。勢いがつきすぎてトートが肩かたからずり落ちそうになる。

「……おはよう」

　少し不ふ機き嫌げんそうな声でそう返してくれたのは、結ゆ衣い香かの同期で、すずねにとっては事務所の先せん輩ぱいである、賀が彌み河かわ麻ま実みだった。

　正直、すずねは彼女が少し苦手だった。いつもぴりぴりしているし、言葉にいちいちどこか棘とげがある。結ゆ衣い香かによると昔は違ちがったらしいが、すずねは今しか知らないので、苦手でなくなることはなかった。

「お先に失礼します」

　そう言って脇わきを抜ぬけようとしたところを、

「ねえ」

　と呼び止められた。

　さすがに、聞こえない振ふりはできない。足を止めて、はい、と答えた。目の前でエレベーターの扉とびらが閉まり、軽く唸うなりながら下りていく。

　仕方ない。

　胸の内で息をついて、すずねは賀が彌み河かわに向き直った。

　微び笑しようで、なんでしょう、と問いかける。

　賀が彌み河かわは、ちょっとこっち、と事務所の入り口から見えにくい場所に、ついて来るように態度で示した。

　エレベーターの前に立っていては邪じや魔まになるので従ったが、できるだけ早く切り上げたかった。まだ時間に余よ裕ゆうはあるが、局に入る前にカフェで台本の読み直しをしたい。

　かつては喫きつ煙えん所じよがあった、壁かべが少し茶色く染まった隅すみに立ち、賀が彌み河かわは舌打ちが聞こえそうな顔ですずねを見た。

「……あなた、あの元アイドルと親しくしてるみたいだけど、やめた方が良くない？」

　いきなりそう言われた。

　一いつ瞬しゆん、混乱したが、すぐにかりんのことだとわかった。

「評判良くないわよ？　コネを使いまくってうちに入ったって。上も来期のオーディションに相当ねじ込んだみたいじゃない。一いつ緒しよにいると、あなたも、そのおこぼれで仕事を取ったと思われるわよ？」

　まさか、とは思ったが、言葉にはしなかった。

　反論すれば長くなる。こういうときは、適当に笑って流すのが大人の処世術──なのだが、本気で笑いそうになった。

　何な故ぜ、かりんと仲良くするとマネージャーが仕事を持ってきてくれるというのか。

（え？　もしかして、かりんさまって、芸能界のすごい大物？）

　と、思考がふざけたが、そんなわけはないだろう。うちの事務所に入るのに多少のコネは使ったかもしれないが、移い籍せきに当たって伝つ手てを頼たよるのは普ふ通つうのことだ。誰だれそれの紹しよう介かいで、なんて話なら珍めずらしくない。

　かりんがどのくらいの数、来期のオーディションを受けるのかは知らないが、彼女の経歴を考えれば話題性先行で使ってみたいと思うのは不思議ではないし、もし本当にねじ込むなら、オーディションなんて飛とび越こして直接指名で役を取ればいい。

　そう伝えると、

「あなた、馬鹿ね」

　鼻で笑われた。

「形だけのオーディションで、実力で勝ち取ったことにするんじゃない。よくあるやらせでしょうが。あんな子と親しくしてると、あなたもそうだと思われるわよ？」

（はあ？）

　かちんときた。

　自分がそう思われることが、ではない。推おしがそんなことをすると思われたことが、だ。

　馬鹿にするな。

　鐘しよう月つきかりんが、どれだけ努力家か、知らないくせに。

　推おしをやっていれば、みんな知っている。本当は声優になりたかったのかもしれなくても、彼女はアイドルを懸けん命めいにやっていた。歌を、パフォーマンスを見ていればわかる。そこには一いつ切さいの手て抜ぬきはなかった。

「あの──」

　言ってやる、と口を開きかけたとき。

　エレベーターが到とう着ちやくして、扉とびらが開いた。

「あ、おはようございまーす」

（かりんさま！）

　だった。

　今日は、袖そでを捲まくり上あげたプリントトレーナーにバギーパンツという服装で、キャスケットをひさしで片目が軽く隠かくれるくらい斜ななめにかぶっている。肩かたにかけているのはボンサック。片耳だけに、錨いかりの形をしたイヤリングが揺ゆれている。

（今日も、かわいい！）

　にこやかに、こちらへやってくる。

　今度こそ本当に、賀が彌み河かわは舌打ちをし、

「おはよう」

　と呟つぶやいて、かりんとは目を合わさずに、事務所へ入って行った。打って変わったはつらつとした声で、おはようございます、と言いながら。

　すずねは肩かたを下げて、息をついた。トートがずり落ちそうになる。

　怒おこるタイミングを逸いつしてしまった。

　学生時代を思い出して、嫌いやな気持ちになった。あなたのため、と言いながら自分の側に引き込もうとする人間というのはいる。

　社会人になってから会ったのは初めてだったし、ずっと個人事業主でやってきたのでわからないが、会社員なら大人でもあるあるなのだろうか。

（今度、巳み甘あまさんに訊きいてみよう）

　下げ衆すな気持ちからではなく、好こう奇き心しんは演者のエネルギーだ。

「なにかありました？」

　賀が彌み河かわの背中を見ながら言ったかりんに、すずねは首を振ふった。

「……それで、今日はどうしたの？」

　今朝のメッセージでは、事務所に来るようなことは言っていなかった。もっともそれは自分も同じではあったが。

「オーディションのことで巳み甘あまさんに呼ばれて。仙せん宮ぐうさんは？」

「わたしも同じ」

「そっか……あの、何かアドバイスとかありませんか？」

「え？」

「どんなのを選んだ方がいいとか、そういうの、あったら聞きたいです」

　いやいやいや。

　感覚の違ちがいに、すずねは驚おどろくと共に少し焦あせった。マネに推おしが驕おごっていると思われないだろうか、と。

「えり好みなんてしないって。基本、頂いたお話は全部受けます。巳み甘あまさんは一応、ＮＧを聞いてくれるけど、持ってきてくれた段階で精査されてるわけだから」

　へえ、とかりんは驚おどろく。

　それにしても、さすがだ。端はなから複数のチャンスがあると思えるのは、これまでの自分に自信があるからだろう。

　彼女は鐘しよう月つきかりんなのだから、当然だけれども。

「……その辺はこっちも一いつ緒しよかあ」

　なるほど、とかりんは頷うなずく。

「じゃあ、そうします。巳み甘あまさん、仙せん宮ぐうさんが信しん頼らいしてるなら安心ですし」

　謎なぞに信じられている気がする。

　頼たよられるのは嬉うれしいが、誰だれにでもこうなのだとしたら、少し心配だ。

　同じ芸能の世界でもアイドル界の方が油断がならず、そこでやってきたかりんはしっかりしているはず、と思っていたのだが──偏へん見けんだったのだろうか。

「あの仙せん宮ぐうさん……今日、時間あるなら、待ち合わせてお茶でも──」

「あ、ごめん。このあと、テレビ局でナレーションの収録」

「そうでしたか……。いえ、こっちこそすみません。それじゃあ、また今夜、メッセージしますね？　がんばってください！」

「うん、ありがとう」

　すずねの答えに、かりんは笑えみを返事にして、踵きびすを返かえして事務所へ向かった。すずねもエレベーターの前に移動して、ボタンを押す。

　いつから毎日メッセージのやり取りをするのが当たり前になったのか、思い出せない。気づいたら、という感じだった。

　エレベーターが到とう着ちやくし、乗り込んで振ふり向むくと、事務所の入り口にまだかりんがいて、小さく手を振ふっていた。

　扉とびらが閉まり切ってしまうまで、すずねも手を振ふり返した。

　なんだか、遠い昔に感じたことがあるこそばゆさを覚えたものの、それは決して嫌いやなものではなかった。
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　オーディションが近づくと、事務所はとても賑にぎやかになる。

　地下のスタジオで、テープオーディション用のサンプルを録とるためだ。いつもは少し待てば飛び込みでも使えるのだが、この時期だけは無理になる。

　予約表はずっといっぱいで、マネージャーが調整で揉もめることもあるとか。もちろんそれを担当タレントに見せることはないが。

　オーディション用のサンプルは、指名されたキャラクターの短めの台詞せりふを、実際に演じてみせるものだ。

　そのためには、役を自分の中に落としこまなければならない。原作があればそれを読めばいいが、オリジナル作品の場合は、設定から自分で想像するしかない。

　すずねは一日の終わりに、その作業をする。Ｖチェック、台本チェックも、その時間だ。なるべくリラックスして、スマホも電源を切って、自分の中に潜もぐる。

　すずねのマンションは、楽器の演奏もできる完全防音が売りなので、ドアと窓を閉め切ってしまえば、いくら声を出しても大だい丈じよ夫うぶだし、外のノイズに邪じや魔まされることもない。その分、家賃は高いが、必要な経費だ。

　かりんとのメッセージもさすがに減った。それでも日を置くことはなかったが、やり取りだけで何時間も使うことはしなくなった。

　そのかりんは、新人であるにもかかわらず、二十本のオファーがあったらしい。ゲスト役での指名が五本。メイン役でのオーディションが十五本。

　すずねとほぼ変わらない数だった。事務所の、そして製作側の期待の大きさがわかる。

　ひとつの役にイアーポでは、三、四人ほど受けさせる。

　結果、何作かは、かりんと役を争うことになった。

　オーディションは演技だけで合否が決まるわけではない。他の役者とのバランス、役への解かい釈しやく、演者自身の話題性など、様々なことが加味される。

　なので、いきなりかりんがメインキャラに選ばれることも十分ある。

　それを素す直なおに、

（頑がん張ばれ、かりんさま！）

　とすずねは思う。

　今は多く役をもらえているからそんな風に思えるんだ、という人もいるかもしれないが、それは違ちがう。推おしの幸せを第一に願うのは、ファンの基本だ。

　かりんはいまだ、すずねの中で第一の推おしであり続けている。

　アイドルとしての新しいパフォーマンスは見られなくても、代わりに彼女の素す顔がおや、プライベートでの装よそおいなど、アイドル時代には望んでも見られなかった部分を摂せつ取しゆできることで、完全なかりんが完成しつつある。

　偶ぐう像ぞうが受肉して、人に生まれ変わる過程を見せてもらっているような、そんな贅ぜい沢たくを味わわせてもらっている感がある。

　それに昔ほどではなくとも、アイドル的な彼女をまた見られる可能性はある。

　かりんはアーティスト活動をＮＧにしていない。映像番組への出演もだ。昨今、声優と一いつ般ぱん的てきな芸能人の垣かき根ねはますます曖あい昧まいになっていて、アニメ発信のアイドルユニットも次々と誕生しているから、かりんがセンターの新ユニットもできるかもしれない。

　すずねはアーティスト活動をＮＧにしているので、かりんと組むことはない。それでいい。推おしとファンの立ち位置としてはそれが正しいと思っているし、かりんのパフォーマンスは外から見ていたかった。
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『受かりました！』

　かりんから嬉うれしそうに電話がかかってきたとき、すずねは次の収録現場に向かって歩いているところだった。

　風に冷たさが混じるようになり、足元を、黄色く変わった銀いち杏ようの葉が、くるくると踊おどりながらすり抜ぬけていく。

「おめでとー」

　と答えはしたが、かりんが受かったのは、テープオーディション。この先、本番のスタジオオーディションがある。

　監かん督とくたちやプロデューサー、原作ものの場合は原作者の前で、台本を読まなくてはならない。その場でのディレクションもあり、緊きん張ちよう感かんは別格のものだ。

　とはいえ、かりんもこれまで、似たような状じよう況きようを多々乗のり越こえてきたはずだ。物もの怖おじしたりしないだろう。そうでなくては、何千人もの前に立ってパフォーマンスはできまい。

「何に受かったの？」

『ええと──』

　かりんが挙げたのは七本で、内の二本は、別べつ役やくですずねも合格していた。

「じゃあ、スタジオオーディションは一いつ緒しよだね」

『はい！』

　嬉うれしさが声から溢あふれている。

　自分のときのことを思い出して、すずねは目を細めた。初めてテープオーディションに通ったと連れん絡らくを貰もらった時は、天にも昇のぼる気持ちだった。眼前に未来は明るく開け、どんな役も手の内に収まるような気がしたものだ。

　実際は、スタジオオーディションで落選することになったのだけれども。駄だ目めだったと巳み甘あまから連れん絡らくをもらった日は、世界の無情さを呪のろいながらバイトに没ぼつ入にゆうしたものだ。

『あの……オーディションの日、一いつ緒しよに行ってもらえませんか？』

　おずおずした声が、耳をくすぐる。贅ぜい沢たくな、パーソナルのＡＳＭＲみたいだ。かりんとの電話は楽しい。沈ちん黙もくはほぼなく、切る頃ころ合あいを探すのが難しいくらいだ。大たい抵ていは、すずねのほうから切り上げる。推おしに迷めい惑わくをかけてはいけないから。

「んー……巳み甘あまさんが同行するんじゃないかな」

　さすがに新人をいきなり一人では行かせないはずだ。もちろん、スタジオの場所は教えてもらえるが、目立つ施し設せつではないから迷わないとも限らない。

『そっか、そうですよね……』

　不安そうな声に、ファン心が疼うずく。できることなら手を引いてスタジオに連れて行ってあげたいが、出すぎた真ま似ねはよくない。

『じゃあ、終わったらごはん行きましょうよ！』

「スケジュール確かく認にんして、空いてたらね」

『わかりました！』

　元気な返事のあと、しばらくたわいのない会話をして、電話を切ったのは、スタジオに到とう着ちやくする少し前だった。スマホをバッグにしまい、ふうっと息を吐はき、気持ちを切きり替かえる。

「おはようございまーす！」

　挨あい拶さつは、仕事の基本。仕事モードへのスイッチだ。
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「仙せん宮ぐう、ごめん！」

　事務所のボードで予定を確かく認にんしていたら、会議室から出てきた巳み甘あまに、いきなり手を合わせて謝られた。

（な、なになに!?）

　最悪な想定が十は頭に浮うかんで、駆かけ抜ぬけていく。

　オーディションが取り消された？　出演の決まっている朗読会が中止になった？　やっていないけれどＳＮＳで炎えん上じようした？　それとも──熱ねつ烈れつな、かりん推おしがばれた!?

「悪いけど、明日のオーディション、鐘しよう月つきと一いつ緒しよに行ってもらえないかな？」

「え？　え？」

　思ってもいなかった話に、思考が一いつ瞬しゆん、混乱する。

「実は、飛び込みでどうしても外せない打ち合わせが入っちゃって。スタジオの挨あい拶さつは久く留る間まに頼たのんだけど、鐘しよう月つきは今回が初めてでしょ？　わたしの担当で明日のオーディションを受けるの、仙せん宮ぐうと鐘しよう月つきの二人だけだから、あなたにしか頼たのめないのよ。お願い！」

　ぱん、ともう一度、手を合わせる。

　久く留る間まはマネージャーの一人だ。彼女の担当の声優も何人か受けるから、現場に行くことは快かい諾だくしたのだろうが、他のマネージャーの受け持ち新人までは責任が持てない、というところだろうか。

「基本的なことは教えてあるから、とりあえず一いつ緒しよにいてくれればいいから。それで、万が一何かあったとき、フォローしてあげてくれないかな？」

「わかりました、いいですよ」

　推おしの手助けは、望むところだ。

「助かる！　今度、何か奢おごるから！」

　──ということがあり、スタジオオーディション当日、すずねは、最も寄より駅えきでかりんと待ち合わせることになった。

　オーディションは夕方からで、そこのスタジオにはいつもは徒歩で行くのだが、二人なので車を使うつもりだった。

　なにぶんかりんは初めてだし、本番前に体力を使わせるわけにはいかない。

　車の場合は、事務所から交通費が出るわけではないから、使うのはバスが多い。とはいえ、今日はかりんが一いつ緒しよだ。マスクをしていても、誰だれかに気づかれないとも限らない。喋しやべったら、二人とも声が通るから、その可能性はさらに上がるだろう。

　改札を出たところで待っていると、ぽん、と肩かたを叩たたかれた。ちょっと驚おどろいて振ふり向むくと、マスクをしたかりんが立っていた。目が楽しげだ。

「おはようございます」

　今日のかりんは、ボートネックのプルオーバーの長なが袖そでに、ぴったりしたデニムという格好だった。両耳に小さなダイヤっぽいピアスをしている。

　これなら音はしなさそうだ。収録の時、衣きぬ擦ずれの音のしない服を選ぶのは基本。その辺りはすでにしっかりとしているようだ。

「おはよー」

　すずねは、カーキのベルトつきのシャツワンピにスリッポン。

「緊きん張ちようは……してないみたいだね」

「そうなんですよ。もっとガチガチになるかと思ったんですけど、自分でも驚おどろくくらい普ふ通つうです。慣れですかね」

「前も結構あったりしたの？　オーディションみたいなのって」

　タクシー乗り場に向かって歩き出しながら、訊きいてみる。

「はい。歌ごとに、センターを決めてましたから」

「ふうん」

　とすずねは答えたが、実は知っていた。

　ディアゴナルのドキュメンタリーにも収められていたし、一度は、ファンの投票でセンターを決めたこともある。もちろん参加したし、かりんは多くに勝利した。

　数台並んだタクシーから、ドライバーが女性の車を選んで乗り込み、

「──まで、お願いします」

　とスタジオの名前を告げた。ドライバーは、ありがとうございます、と答えて手て馴なれた様子でナビに打ち込み、すぐに車を発進させた。

　この動き出すときの、ぐうん、という感じが少し苦手だ。

「巳み甘あまさんって、忙いそがしい人なんですね」

　容量のあるキルティングバッグを膝ひざの上に置いて、かりんは言った。

「声優って、マネージャーは現場に来ないものなんですか？」

「うーん……ラジオとかイベントは立ち会ってくれるけど、収録はそうでもないかな」

　方針は事務所によって違ちがうが、イアーポはそんな感じだ。

「巳み甘あまさんも、オーディションの時はいつも来てくれるんだけどね。今日は外せない打ち合わせがあるみたいだから」

「聞きました。わたし的にはラッキーですけど」

「どうして？　やっぱりまだ、巳み甘あまさんに緊きん張ちようする？」

「それは全ぜん然ぜん。ラッキーなのは、そのおかげで、仙せん宮ぐうさんと一いつ緒しよに現場に行けることです。心強いです」

（そんなあ！）

　嬉うれしさのあまりに、天に昇のぼってしまいそうなお言葉！　すずねは喜びを顔に出さないよう、必死に頰ほおの筋肉を引ひき締しめた。

「えっと、少年役だよね？」

　こほんと咳せきをし、気持ちを立て直すために話題を変えた。

「はい」

　返事に自信が感じられる。

　あのサンプルを聞いているすずねは、さもありなん、と思った。役の方の演技は未み聴ちようだが、サンプルに想定した少年と、それほど差異のある設定ではない。いきなりのレギュラー取りもあるのではないだろうか。

「仙せん宮ぐうさんは、ヒロイン役ですよね。一いつ緒しよに合格したら、絡からみも多そうだから楽しみです」

「そううまくいくといいけど」

　ちょっと苦く笑しようすると、かりんは不思議そうな顔をした。

「自信、ないんですか？」

「んー……そういうことじゃないんだけど」

　うまい言い回しはないか、と言葉を脳のう味み噌その襞ひだの間から探していると、車がゆるくカーブして、とん、とかりんの二にの腕うでがすずねのそれとくっついた。

　すぐに離はなれると思っていたのだが、彼女はそのまますずねに体を預けたまま、動こうとしなかった。

（ここここれはなに？）

　こっちから離はなれるのも拒きよ絶ぜつしているみたいで失礼な気がする。嫌いやならそうするけれど嫌いやじゃないので動けない。布を通しても、かりんの体温を感じる。ほんのりと温かい。

「わたしの役、先せん輩ぱいのバディだから、受かったら、二人ラジオとかいいですよね。憧あこがれちゃいます。アニラジ、楽しそうですよね」

　やばい。横を向けない。向いたらほとんど目の前に、推おしの顔があることになる。というか、汗あせの匂においとか大だい丈じよ夫うぶだろうか。汗あせ、かいていないけど、意識したらなんだか暑くなってきた。どうしよう。

「し、鐘しよう月つきさんもやってたよね、ラジオ……」

「はい。ディアゴナルのメンバーで、週しゆう替がわりで」

　もちろん知っている。

　基本、二人ラジオで、五人が入いれ替かわりで出演していた。かりん一人、声量と声の通りが違ちがうなあ、と感じたことを覚えている。

「なので、出演したのは月に一回で、あんまりやった感はなかったんですよ。だから、やってみたいです、仙せん宮ぐうさんとのアニラジ」

　ちらり、横顔を盗ぬすみ見みた。

　まっすぐに前を向くかりんは、至近距きよ離りで見ても本当に綺き麗れいで、メイクはしているのだろうが、頰ほおも毛穴などなくすべすべしていそうで、大理石のよう、というのはこういう肌はだを言うのだろうな、と思った。

　顔面推おしでもあるので、これは眼福を通とおり越こして目の毒だ。心を侵しん食しよくする毒だ。

　髪かみからは、知らない匂においがする。コンディショナーだろうか。それともうなじにパフュームをつけている？

　微かすかなスパイシーさに、砂さ漠ばくを行く駱らく駝だのイメージが浮うかんだ。もちろんそれは直接的に駱らく駝だの匂においがする、というわけではない。あれはくさい。

　すずねは脳内で首を振ふって、よけいなことを考える自分を追おい払はらった。

　それよりもラジオ。

　確かに、二人そろって合格すれば、かりんの言ったことも夢ではない。宣伝を兼かねた作品のアニメラジオは、毎期、ほぼ全ての作品で配信されている。

　かりんの受ける役の少年は、すずねの受けるヒロインを助ける電子生命体で（どういう定義のものかはわからなかった）、折々に現れるキーパーソンだ。レギュラーは無理でも、ゲストなら間ま違ちがいなく呼べる。

「で、できるといいよね」

　際限なく広がりそうになる妄もう想そうを抑おさえ込んで、なんとかそれだけ答えた。

　再び車が曲がって、かりんの体が離はなれた。

　もう一度寄りかかってはこない。

　すずねの答えが気に入らなかったわけではないだろうが、そんな気もして、少しだけ寂さびしくなった。二にの腕うでから、すう、と温ぬくもりが消えていくのも。

『間もなく目的地です』

　助けの手を差さし伸のべるみたいに、ナビが到とう着ちやくが間近なのを知らせてくれた。どこかで聞いた声。声優にはこうした仕事もあるから、知り合いの声だったりすると盛り上がったり、気き恥はずかしくなったりするが、今日は違ちがった。

　ガードレールに寄せてタクシーは停車し、すずねは料金を確かく認にんしながら、

「カードで。領収書ください」

　と言った。

「あ。わたしも──」

　と、かりんが財さい布ふを出そうとしたのを、すずねは押おし留とどめた。

「ここはいいよ。手間になるし」

　領収書を分けて出してもらうのも大変だ。

「じゃあ、帰りはわたしが出しますね」

　そう言って、かりんは財さい布ふをキルティングバッグに戻もどした。どうやら知らないところで、一いつ緒しよに帰ると決まっていたようだ。もちろん、異論はない。

　料金を払はらい、領収書をもらってタクシーを降りると、外は風が少し冷たかった。

　閑かん静せいな住宅街の中にある、少し大きな一いつ般ぱん住宅にも見えるスタジオに、すずねとかりんは入っていった。

「──おはようございまーす！」
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「はい、結構です。お疲つかれさまでした」

「ありがとうございました」

　調整ブースからの声にそう答え、すずねは荷物を持って録音ブースを出た。

　ふうっと息が漏もれる。

　オーディションは、何度やっても緊きん張ちようする。慣れることがない。どんなディレクションが飛んでくるかわからないし、その時、自分の中に応えられる引き出しがなかったら、詰つむ。

「お疲つかれさまでした、仙せん宮ぐうさん」

　小走りに傍そばに来たかりんが、水を渡わたしてくれる。

「ありがと」

　受けとりながら答えると、

『──カドア・ブルックのオーディションを始めます。最初の人、どうぞ』

　待機室に、調整ブースからのアナウンスが流れた。

　かりんが久く留る間まマネージャーを見る。

　カドア・ブルックのスタジオオーディションには、イアーポからは二人が選ばれた。

「じゃあ、鐘しよう月つきさん。先に」

「はい！」

　声にやる気が漲みなぎっている。

　意い気き揚よう々ようと録音ブースへ入るかりんを見つめる目は、正直、温かいものとは言えない。が、興味はあるようで、待機室に設置された壁かべ掛かけモニターを、全員が見た。

　このモニターは、録音ブース内の音声が聞ける仕様になっている。調整ブースの声が聞こえないのは、さすがに演者には聞かせられないやり取りがあるからだろう。

『イアーポ所属、鐘しよう月つきかりんです。よろしくお願いします！』

　通る声で言って、かりんは頭を下げた。

『──じゃあ、始めてください』

　かりんが聞いているのと同じ、調整ブースからの声がモニターからして、自分のオーディションでもないのに、すずねは背筋が伸のびた。

　調整ブースには、監かん督とくと音おん響きよう監かん督とく、プロデューサー、出版社の担当者と原作者がいる。元アイドルを前にしても、少しもにやけていない。

　録音ブースのキューランプが点つく。

『……あんた、どうやって俺と接続した──』

　かりんの初めてのオーディションが始まった。本物の少年よりも少年らしい声に、待機室のみんながざわついた。

（そうでしょう、そうでしょう）

　すずねは、うんうん、と心の中で頷うなずいた。

　久く留る間まはさすがにサンプルを聞いていたのだろう。驚おどろいた様子はない。だが、他の人たちはかりんに興味はあっても、聞いてはいなかったに違ちがいない。

　演技力も高く、キャラクターの解かい釈しやくもすずねと一いつ致ちしていた。

　だが──

『──すみません、別解かい釈しやくでもう一度お願いします』

　音おん響きよう監かん督とくから、そうディレクションがあった。

『あ、はい』

　一いつ瞬しゆん、かりんが戸と惑まどったのがわかった。すずねも同じだ。だが、演者の解かい釈しやくと監かん督とくのそれに齟そ齬ごがあるのは珍めずらしくはない。かりんもすぐに切きり替かえた様子で、

『……あんた、どうやって俺と接続した──』

　と始めた。

　台詞せりふは変えられないから、声の高さや、喋しやべる早さ、大きさ、こめる気持ちで、キャラクターの解かい釈しやくを変える。

　今度の演技も良かった。解かい釈しやくを変えても、少年そのものだ。

　……だが、なんだろう。微び妙みような違い和わ感かんを、すずねは感じた。うまく言語化できないが、微かすかなざらつきのような。

『──任せておけ』

『はい、ありがとうございます。少々お待ちください』

　再びの沈ちん黙もく。

　調整ブースで監かん督とくたちが何かを話し合っている。内容は、待機室で知ることはできない。

　録音ブースのかりんもだ。

　この時間は、本当に胃が痛い。この場で合否が決まるわけではないが、何を話しているのか気にならないわけがない。それを知ることは、この先も、まずできないのだけれども。

『──はい、ＯＫです。ありがとうございました』

　数分後、音おん響きよう監かん督とくからのトークバックに、

『ありがとうございました！』

　かりんは、はきはきと返事をしたが、漲みなぎっていた自信はもう感じられなかった。

　録音ブースから出てきた彼女は、まっすぐにすずねのところへ来た。入いれ替かわりに、もう一人の候補の後こう輩はいが、ブースに入っていく。

「お疲つかれさま」

　と言うと、かりんは肩かたを下げて、

「緊きん張ちようしました……」

　ふうっ、と息をついた。台本が皺しわになっている。

『……イアーポ所属、青あお山やま釉ゆうです。よろしくお願いします』

　モニターからそう声が聞こえ、かりんは振ふり向むいて見た。

　すずねも顔を上げ、集中した。

　さっき感じたざらついた違い和わ感かんがなんであるのか、彼女との違ちがいで答えが得られるかもしれないと思った。だが結局、彼女の演技の方がアニメ的には聞き慣れたものだということ以外、わからなかった。
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「あー、緊きん張ちようした！」

　個室居酒屋で、ジョッキの生ビールを喉のどを鳴らして吞のんだかりんは、分厚い底をテーブルに音を立てて置くと、吠ほえるみたいに言った。

「そうだったの？」

　突つき出だしの銀ぎん杏なんに塩をつけながら、すずねは笑った。堂々としていて、ちっともそんな風には見えなかった。

「そうですよ。そう見えないように振ふる舞まうのに、慣れてるだけです」

　口の周りについた泡あわの髭ひげをぺろりと嘗なめる。

　すずねの前には、いつもの梅酒のロックがある。この店の梅酒は日本酒ベースで、不思議な風味がある。焼しよう酎ちゆうベースのものよりもさらりとしている気がするが、単に仕込みの際の氷砂糖の量が少ないだけかもしれない。

　とりあず店主のお勧すすめを数品頼たのみ、他にそれぞれ食べたいものを注文した。すずねは出始めたばかりのカキフライを、かりんは唐から揚あげを頼たのんだ。

　オーディションが終わったあと、巳み甘あまに報告をして現地解散となったのだが、久く留る間まに挨あい拶さつをして、スタジオを出てタクシーを捕つかまえると、このまま帰るのはイヤです、とかりんが言うので、すずね御ご用よう達たしの居酒屋に移動した。

　時間は少し早かったが、おかげで一番広い部屋に案内してもらえた。

　スマホを見ると、巳み甘あまから、

『できたらアフターフォローもお願い！　領収書切るから！』

　というメッセージが届いていた。もとよりすぐに解散するつもりはなかったので、巳み甘あまのメッセージは渡わたりに舟ふねだった。事務所のお金で乾かん杯ぱいだ。

　なんて贅ぜい沢たく。

　普ふ段だん頼たのまないものも、この際、食べてしまおう。

「でも、なんかこう……手ごたえはありましたねー」

　ビールからレモンハイに切きり替かえたかりんは、どことなく左右に揺ゆれながら、そう言った。

「そうなの？」

　すずねも二杯はい目めの梅酒を嘗なめながら、推おしの愛らしい様子を眺ながめる。

「はい。仙せん宮ぐうさんは、なかったですか？」

「んー……どうだろ？」

　これまでのオーディションを思い返してみる。

「あるといえばいつもあるけど、ないといえばいつもない」

「なんですかー、それ」

　ケラケラと笑う。

「鐘しよう月つきさんは、今日が初めてのオーディションだったから、そう感じるのかも。長くやってると、いけると思った役に落ちて、駄だ目めだろうなと思った役に受かるなんてこと、ざらだから。わたしはあまり合否に感情を動かさないようにしてる」

「そんなことできるんですか？」

「うん。もちろん、嬉うれしくないわけでも、悔くやしくないわけでもないけどね」

　ふうん、とかりんは言って、レモンハイをぐいと呷あおった。

　とはいえ、彼女が受かる可能性は十分にあると思えた。あの少年ボイスは唯ゆい一いつ無む二にに近いものであるし、ディレクションにもちゃんと応えていた。

　もちろん、最終的には製作サイドが決めることではあるが、かりんの知名度なども加味すれば起用されてもおかしくはない。

「──ちょっと、おトイレ行ってきまーす」

　ある程度、お酒も食事も進んだ頃ころ、かりんは、くく、と笑いながら、掘ほり炬ご燵たつタイプの席を立った。少し酔よっているのか、足取りがおぼつかず、なんだか悪わる巧だくみ感のある笑い方だった。

　個室に一人になり、すずねは深くて長い吐と息いきをついた。

　ああ、やばい。

　もう何度かごはんもお茶もしているのに、毎回、初めてのように新しん鮮せんで、高まる。

　料理だけでなく、こっちも贅ぜい沢たくすぎだ。

　ＣＤを買って、推おしの十数秒の時間を手に入れていた昔の自分に、申し訳ない。

　でもこれは秘密の楽しみ。

　もはや、ファンであることを告白する時期は完全に逸いつしてしまった。今いま更さら言ったら、騙だましていたことになる気がする。それくらい、素すの顔を見せてもらってしまった。

　最初に言っておけばよかったかな、と思うこともあるが、そうしていたらこんなに仲良くしてもらえていなかったかもしれない。

　見ていてわかったが、かりんは今でもファンには特別な対応をする。業界の中にも彼女を好きだと言う人間はいて、そんなとき、かりんのモードは変わる。

　声優は、社会人としてきちんと《お客さま》に対応するのは当然だが、基本、いつも素すだ。

　イベントなどで登とう壇だんしているときと、プライベートで会ったときで、振ふる舞まいが全然違ちがうという人は、あまり見たことがない。

　かりんのそれが悪いというのではない。プロだなあ、と感心している。ディアゴナルの鐘しよう月つきかりんが、いかに磨みがき上あげられたものかを思い知る。

　そちらの顔も大好きなので、今の自分の立ち位置は二倍美お味いしいともいえるが、彼女がいかに素す晴ばらしいのかを本人に語れないのは、少し残念に思う。

　語られても困るかもしれないが。

「戻もどりましたー」

　踊おどるような声で入ってきたかりんは、何な故ぜかさっきまで座っていた対面の席ではなく、斜ななめ横に座った。自分の箸はしやコップを移動する。

「ふふー」

　にこにこしていて眩まぶしい。なんだか急に近かった。手を伸のばせば、触ふれてしまえる距きよ離りに、少し緊きん張ちようする。

「し、鐘しよう月つきさんは──」

　何か気が逸それるような話題、と思って口を開くと、

「かりん」

　唐とう突とつに、彼女は自分の名を口にした。

「え？」

「かりんでいいですよ。後こう輩はいなんですし。ていうか、かりんて呼んでほしいです。なんかいつまでも苗みよう字じ呼びだと、仲間に入れてもらえてない気がして寂さびしいです。イアーポの仲のいい人たち、みんな名前か愛あい称しようで呼び合ってるじゃないですか」

「それはそうだけど……」

「仙せん宮ぐうさんが、わたしとは別にそんなんじゃない、って思ってるなら、あきらめますけど」

「そんなことないよ！」

　思わず、声を張ってしまった。

　いかんいかん。

　だが、どうする？　今もアイドルの彼女のことは《かりんさま》と呼んでいるが、さすがにそれはできない。とはいえ、さすがに呼び捨ては恐おそれ多おおすぎる。

「じゃあ……ちゃん付けでいい？」

「はい」

　してやったり、と言いたげな笑えみを浮うかべる。

「じゃあ、呼んでみてください」

「え!?」

「ほら、早くー」

　からかわれている？　だが、かわいいから許す。

「か、かりんちゃん……？」

「はい」

「かりんちゃん」
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「はい」

　かりんは、にいっと笑う。彼女の至近距きよ離りでいたずらっぽい笑えみの破は壊かい力りよくは、あまりにも凄すさまじかった。心臓が壊こわれる。萌もえ死んでしまう。

「わたしも名前で呼んでいいですか？」

「い、いいよ？」

「それじゃあ……すずねさん？」

「は、はい」

「やった。これでわたしたち、もっと仲良しですね」

　嬉うれしいなあ、と笑う彼女に、社交辞令や営業の匂においは感じなかった。本当に仲良くなれて喜んでいると信じられる。ファン目線の錯さつ覚かくだとしても構わない。ご褒ほう美びが過ぎる。

「すずねさん、すずねさん」

　ちょいちょい、とかりんが手招いた。

「もっとこっち」

「え？」

　意図がわからなかったが、呼ばれるままに彼女の方へ体をずらした。

　すると、かりんもさらに傍そばへと移動してきて、テーブルの角でほとんどくっつく距きよ離り──というか、実際に二にの腕うでが触ふれた。

（え!?　は!?）

　突とつ然ぜんのことに、すずねは息を吞のんだ。

　タクシーの中では、車体が揺ゆれたための偶ぐう然ぜんの出来事だったが、これは違ちがう。故意だ。

　身体距きよ離りが近い女子というのは多いが、かりんはそのタイプなのだろうか。嬉うれしいけれど、驚おどろいて固まってしまった。

「はー、落ち着く」

　かりんは甘く息をついた──ように、すずねには聞こえた。

「わたし、誰だれかとくっついてるの、好きなんです。あ、もちろん誰だれでもいいってわけじゃないですよ？　女の子限定で。以前も、メンバーにべたべたしてウザがられてました」

「そう、なんだ……」

　本気で心臓が壊こわれてしまいそうだ。

『……女としてはどうなの？』

　不意に、結ゆ衣い香かのからかい交じりの言葉が蘇よみがえってきて、すずねは慌あわてた。

　かりんが現げん役えきの間、すずねはガチ恋こい勢ぜいではなかった。

　推おしていたのは彼女のパフォーマンスだ。

　とはいえ、容姿を何とも思っていなかったわけではない。かりんの顔面も大好きだ。その好きは、恋こいとか愛とかとは違ちがう好きだけれども。

（静まれー、静まれー…）

　願うように心の中で唱えた。好きが変質してしまいそうな感覚に、言いようのない焦あせりを覚えて、慌あわてた。

　結局、そこからラストオーダーまで、お料理もアルコールも、ほとんど味がしなかった。

　かりんは上じよ機うき嫌げんに喋しやべり続け、すずねはひたすらに相あい槌づちを打っていた。

　店を出てそれぞれタクシーに乗り、家に帰って短いメッセージのやり取りをして、メイクを落としてお風ふ呂ろに入り、少しひんやりとするベッドに入った。

　二にの腕うでの熱は、冷めずに残っていた──ずっと。
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　二週間後、朗読劇の台本を取りに事務所に寄ったとき、

「仙せん宮ぐう、ちょっと」

　と、巳み甘あまに会議室に呼ばれた。

　時間的に、この間のオーディションの結果のことだろう、と察しはついた。

　席に着くと、

「おめでとう、決まったよ」

　と彼女は言った。

「ありがとうございます」

　額がテーブルに付くくらい、深く頭を下げる。

　……ほっとした。

　もちろん嬉うれしくはあるけれど、それよりも安あん堵どの感情の方が大きい。毎期、受かるより落ちることが多いからなのか、いつの間にかそうなっていた。

　最近はないが、オーディションが全ぜん滅めつした期は、悔くやしいよりも恐おそろしかった。このまま仕事が取れなくて、事務所も辞やめなくてはならなくなるのではないか、と。

　実際、そういう人を見てきた。その後、フリーとなって他の事務所に移い籍せきした人もいれば、そのまま業界から去った人もいる。

　すずねは大学にいっていないので未経験だが、季節ごとに就活をしているようなものか。就活生のドキュメンタリーを見ると、わかる、と思えるから、感情面において似たところはあるのだろう。

　それが季節ごとにやってくる。落ちたことをいちいち気にしていたら壊こわれてしまう。

　とはいえ、初めてはまた別だ。

　すずねも初めてのオーディションで落ちたときは、しばらく立ち直れなかった。

　なので、事務所によっては落ちたことを教えないところもある。

　イアーポは、結果がどちらであっても、本人に教えるのが方針だ。

　他の事務所はあまりしないらしいが、うちではマネージャーが製作サイドに落選の理由を聞く。教えてもらえないこともあるが、大たい抵ていは、簡単にではあるが説明をしてもらえる。

　それを元に、役者と対策を話し合うのだ。

「それで……」

　言いたいことは顔を見ればわかったのだろう。巳み甘あまは、ああ、と言った。

　かりんの合否。

　普ふ通つう、他の役者の結果を軽々しく話したりはしない。

　だが、すずねがかりんと仲が良いいことは事務所で知らぬ者はなく、巳み甘あまもフォローを頼たのんでいるところもある。

　とはいえすでに、巳み甘あまの表情で察しはついていた。

「鐘しよう月つきは落ちた」

　そうか、と思った。そういうこともある──長くやってきた自分はそう思えるが、かりんがどのくらいショックを受けるかは、わからなかった。

　一応、彼女も長くアイドルをやってきた身だ。オーディションに落ちたことがないわけではないだろうが、今回の役には自信があったようだから、気にはなる。

「鐘しよう月つきさんの少年、いいと思ったんですけど」

「わたしもよ。テープの段階では、向こうもそう思ってくれたんでしょう。けど、他の役者と合わせてみたら、一人だけ浮うくと言われた。用はバランスが悪いってことだね」

　とん、と指でテーブルを叩たたく。

「ちょっと達者すぎたのね。少年が他にいなければいけたかもしれないけど、他がみんな、女性声優のやる少年声だと、確かにバランスは悪い。鐘しよう月つきの演やる少年はアニメより外がい画が向きかも。今後はそっちで売り込むつもり」

　その方向性は、ありかもしれない。

「もちろん今後も鐘しよう月つきのこと、アニメでもバンバン売り込むつもりだけど、とりあえず初めての不合格でしょ？　できたらフォローしてやって」

「わかりました」

　言われなくてもそのつもりだ。

　社員ではないので、本当はそんな義務はないのだが、そんなドライでは、この世界、うまくやってはいけない。同じ事務所の仲間であるし、業界は体育会系なので、情や人間関係はとても大切にされる。

　もちろんそういうこととは関係なく、かりんの役に立つことなら身を切るつもりだった。それがファンの責務だ。

　ただし、こちらからは押しかけない。こういうことは、一人で向き合いたいこともある。その上で、頼たよりたいと思ってくれるなら、かりんから連れん絡らくをくれるだろう。

　とりあえずそれを待とう、とすずねは決めた。





☆






『すずねさん、今夜、空いてますか？』

　かりんからそうメッセージが入ったのは、午後の収録前にランチの天てん麩ぷ羅らうどんを食べているときだった。

　油ものは喉のどにいい、と言われているので、気合を入れたい時の定番だ。豚とん骨こつラーメンの方がもっといいらしいのだけれど、匂においが苦手なので食べられない。

『大だい丈じよ夫うぶだよ。でも、少し押すかも』

『わかりました。お店の場所、あとで送りますね。待ってますから』

　とすぐに返ってきた。

　わかった、と返して、うどんを啜すすることに戻もどった。

　さすがに今日は、何で会いたいのかわかる。巳み甘あまから、結果を聞いたのだと思う。ここ二日ほど電話もメッセージもなかったから、告げられたのはその時かもしれない。

　何度もメッセージを送ろうとして、止やめた。

　人のオーディションの合否を知っているのはマナーとしておかしいことだし、受かった身で落ちた相手にかける言葉はない。すずねにできることは、待つことだけだった。

　けれど、良かった。

　ようやく誰だれかに話をする気になったのだろう。その相手に選んでもらえたのなら、光栄だ。

　ふと、ディアゴナルのメンバーとはその後どうなのか、という疑問が浮うかんだ。卒業ライブも行われたし、喧けん嘩か別わかれという形ではなかったはずだが、かりんの卒業後の彼女たちを追いかけてはいなかった。

　うどんを食べ終わる頃ころ、かりんから再びメッセージが届いた。今日のお店のリンクが貼はり付つけてあって、クリックすると評価サイトに跳とんだ。

（カジュアルフレンチ？）

　すずねは自分の服を見て、これで大だい丈じよ夫うぶなのかな、と不安になった。

　だが、家に着き替がえに戻もどる時間はない。それに、戻もどったとしてどんな服ならいいのか、フランス料理など食べに行ったこともないから、わからなかった。





☆






　収録は、やはり押してしまった。

　今日はお正月映画の収録で、ディレクションが多い監かん督とくだということはわかっていたので覚かく悟ごしていたが、想定していたよりも長くかかった。

　収録終わりの吞のみの誘さそいを断り、スタジオを出たすずねはタクシーを捕つかまえて、かりんが待っている店に向かった。

　六ろつ本ぽん木ぎは普ふ段だん足を踏ふみ入いれない場所であったので、タクシーに任せた。幸い、その辺りに明るい人であったので、スムーズに到とう着ちやくすることができた。

　カードで料金を支し払はらい、領収書をもらってタクシーを降りた。

　夜の六ろつ本ぽん木ぎはスーツ姿の人々で賑にぎわい、ちらほらと私服の外国人の姿もあった。すずねの知る繁はん華か街がいとはずいぶんと違ちがう。

　幸い、タクシーはほぼ店の目の前につけてくれたので、さまよう必要はなかった。細くて長いビルの一階にあって通りに面した扉とびらには窓がなく、中が見えない。入るのになかなか勇気のいる店構えだった。

　洒しや落れた看板とスマホの情報を見比べて、ここが間ま違ちがいなく指定された店だと確信したすずねは、勇気を振ふり絞しぼって扉とびらを開けた。

「いらっしゃいませ」

　待ち構えていたかのように現れた店員に、頭から爪つま先さきまでを素す早ばやく一いち瞥べつされた気がした。ギャルソン、というのだったか？　少し気き後おくれしてしまう。

「あの、鐘しよう月つきで予約していると思うんですが……」

「はい。ご案内いたします」

　店員は精密機械のように踵きびすを返かえし、すっすと歩き出した。すずねはそのあとを緊きん張ちようしながら付いていく。入り口の小ささがトリックのように、店は奥に長い。その廊ろう下かの行き止まりの扉とびらをノックする。

「お連れさまがいらっしゃいました」

「どうぞ」

　かりんの声がして、よそよそしかった周囲の空気が急に馴な染じみのあるものに変わった。店員が扉とびらを開けてくれ、中に入ると、素す早ばやく椅い子すを引いてくれる。着席すると、すぐにメニューを渡わたされた。

　それを待ってかりんが、

「ここはビストロなんで、食べたいものを何でも頼たのんでください。今日は、わたしが奢おごりますから」

　それは悪いよ、と言いかけて吞のみ込こんだ。メニューに書いてある値段が、すずねの外食のイメージより桁けたがひとつ違ちがった。これを自分で出すとなったら、一品で終わってしまう。かといって、好きに頼たのむなんてことも無理だ。

　こちらのそんな気持ちを汲くんでくれたのか、

「それとも、わたしに任せてもらっちゃってもいいですか？」

「うん、お願い」

　メニューを閉じて店員に渡わたす。

　かりんは慣れた様子で、彼女の席に回った店員に、これとこれとこれ、あとこれも、とてきぱきと注文した。

「ワインはいかがいたしましょう」

「いろいろ楽しみたいから、料理に合わせてグラスで」

「かしこまりました」

　メニューを脇わきに抱かかえて、店員は一礼して下がった。

　扉とびらが閉まると、沈ちん黙もくが部屋に満ちた。

　いつもは饒じよう舌ぜつなかりんが押し黙っていることが、彼女の受けた衝しよう撃げきを表していた。すずねも通った道だから、気持ちはわかる。が、かけるべき言葉は行ゆく方えが知れなかった。自分の時はどうだったろう、と考えても思い出せない。

　自分で乗のり越こえるしかないのだ。あくまでも己おのれの気持ちの問題だから。

　結局、互たがいに一言も発せぬまま、最初の料理が運ばれてきた。

　雑に言えば前菜というやつで、聞いたことのない名前と説明を聞き、ワインの白がグラスに注つがれるのを見、心ここ地ちよい音を聞いた。

「とりあえず、お疲つかれさまです！」

　店員が下がると、かりんはグラスを掲かかげた。お疲つかれさま、と応えると、彼女は、ぐいっとワインを呷あおり、半分ほどを一気に吞のんだ。すずねは一口だけ口に含ふくみ、

（……うまっ！）

　と驚おどろいた。

　正直、ワインは好みではなかったのだが、それは本物を知らなかったのだと思った。苦手だと思っていた部分がほとんど消えて、ただただすっきりと美お味いしい。

「食べましょ、食べましょ！」

　少し自や棄け気ぎ味みに言って、かりんはナイフとフォークを手にした。まるでベテランの外げ科か医いめいた滑なめらかな手つきで、料理を平らげていく。比べると自分のナイフさばきは、初めて手にした子供じみて下へ手ただ。

　とはいえ、どう食べても料理はすごく美お味いしかった。あっという間に皿が空になると、まるでどこかで見ていたかのように、次の料理が運ばれてきた。

　パン。ワイン。肉。ワイン。魚。ワイン。また肉。ワイン。また魚。またワイン。

　とても美お味いしいのだけれど、すごく忙いそがしい。喋しやべらないから、よけいにペースも上がる。

　すずねは黙だまって付き合った。

　これはきっと彼女の儀ぎ式しき。やりきれない気持ちを、お酒と料理と共に吞のみ込こむのだろう。ただそれを一人で行うのは寂さびしいので、誰だれかにいてほしかったに違ちがいない。それが自分だというのなら、光栄なことだった。

　推おしの支えになれるなんて、ファン冥みよう利りに尽つきる。

　二時間後、チーズの盛り合わせが運ばれてきて、ようやく料理が終わったことがわかった。

　だが、ワインはまだ終わらないらしい。今度はグラスではなく、デキャンターに入った赤ワインが、テーブルに置かれた。

　かりんがデキャンターをつかんで差し出すのを、すずねは手で制した。さすがにもう吞のめない。明日はオフだが、これ以上吞のめば、前後不覚になりそうだ。

「わたしが不合格だった理由ぅ、聞きましたぁ？」

　少々呂ろ律れつのおかしな様子で言い、かりんは自分の空のグラスに、重たげな色の赤ワインを大だい胆たんに注ついだ。

「一人だけ浮うくからですってよぅ。なんだそれ？　うまくちゃ駄だ目めって、わけわかんないんですけどぉ！　どういう意味ですかぁ？」

　ワインを、濁だく流りゆうみたいに呷あおる。

　納なつ得とくがいかない気持ちもわかる。うまさということなら、かりんは別格だと思う。

「巳み甘あまさんに聞いて、わたしなりに考えたんだけど……かりんちゃんの演やる少年は、たぶん実写なんだと思う。アニメの中に一人だけ実写のキャラがいたら変でしょ？」

　かりんは唇くちびるを尖とがらせた。

「……悔くやしいけど、すずねさんのその例えってわかりやすい。だからって、納なつ得とくはできないけど」

「いいんじゃないかな？　どんな理由を聞かされたって、不合格に納なつ得とくなんかできるわけないんだから」

「すずねさんも……？」

「もちろん。この仕事、受かるより落ちるほうが多いけど、何でわたしじゃないの、っていつも思うよ。まあ、放映を見れば大たい抵てい納なつ得とくできるんだけどね」

「そういうもんっすかー……」

　やっぱりそれでも腑ふに落ちない、といった様子で、かりんはテーブルに突つっ伏ぷした。

「ちっくしょー……」

　搾しぼり出だすように言って、かりんはグラスを持ったまま、目を閉じた。考え込んでいるのかと思ってしばらく待ったが、突つっ伏ぷしたままだった。

（……寝ねちゃった？）

　中ちゆう腰ごしになって覗のぞき込こむと、

（寝ねちゃったか……）

　眉み間けんに皺しわを寄せ、すうすうと寝ね息いきを立てている。

　こんな悔くやしげな寝ね顔がおをする子、初めて見た。そんな表情でも超ちよう絶ぜつかわいいのは、さすがの推おしだけれども。

　とはいえ、このままにしてはおけない。

　ひとまず店員を呼んで会計を済ませようとしたら、すでに精算済みだった。あらかじめ預けてあったらしいかりんのカードを受け取り、タクシーを呼んでもらった。

「かりんちゃん、起きて。タクシー呼んだから」

　肩かたを揺ゆすると、ううん、と唸うなって上体を起こしたが、瞼まぶたは下りたままだった。彼女の鞄かばんや上着を雑に抱かかえ、腰こしに手を回して支えながら立ち上がり、部屋を出た。

「ありがとうございました」

　店員の声を背中に、待っていたタクシーの後部座席にかりんを押し込む。

「かりんちゃん、家、どこ？　運転手さんに教えて？」

　肩かたを揺ゆすって促うながしたのだが、彼女は不ふ明めい瞭りように応えるばかり。困ったことに、すずねも彼女がどこに住んでいるのかは知らなかった。

「困りましたねえ」

　ドライバーは額を搔かいて、どうしますか、と目で問いかけてきた。

　どうと言われても、とすずねも困る。

　だが、考えてみれば、この状態で家に着いたとしても、まともに降車できるかすら怪あやしい。

　それにあの酒量だ。途と中ちゆうで気持ち悪くならないとも限らない。なんとかタクシーを降りられても、道で座り込んで、そのまま寝ねてしまうかもしれない。

　それは危なすぎる。

（……仕方ない）

　すずねはかりんを奥へと押しやって、自分もタクシーに乗り込み、

「──まで、お願いします」

　と、自分のマンションの住所を告げた。
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　料金を支し払はらい、かりんを抱かかえてタクシーを降りたすずねは、引きずるようにしてマンションに入った。完全に寝ねてしまっていたらとても運べなかったが、前後不覚の様子でも何とか歩けたので、連れて帰ることができた。

　エレベーターが点検中でなくて良かった。月に二日くらいは使えなくなる。さすがに階段で運ぶのはキツイ。

　部屋の前に辿たどり着つくと、バッグからスマホを出してスマートキーにかざした。便利だが、こんな簡単に開かい錠じようできると、ふと怖こわくなることもある。

　ドアを開けて玄げん関かんの上がりにかりんを座らせ、しっかりと施せ錠じようする。かりんは元人気アイドル。用心に越こしたことはない。

　とはいえ、このまま部屋に連れて行くわけにはいかない。

　ハーフロフトつきの１Ｋの自室には、かりんのグッズが大量にある。それを手早く、だが丁てい寧ねいに片付けて、ロフトにしまいこまなくては。

　倒たおれないようにかりんを壁かべに寄りかからせ、すずねは部屋に入って扉とびらを閉めた。

　急いで宝物の推おしのグッズを片付けるのだ。

　ポスターを剝はがして丸め、ＣＤやコンサートグッズを、つい溜ためてしまうショッパーに詰つめて、ロフトに上げる。書しよ籍せきや写真集は裏返して背表紙を見えなくして、さらにタオルをかける。額がくに入ったサイン色紙、写真立てに入れたチェキもまとめてロフトへ。

　二十分ほどで、何とか片付けることができた。仕上げにロフトへ上がる梯子はしごを外した。これで大だい丈じよ夫うぶ。

　急いで玄げん関かんに戻もどると、かりんは先刻とまったく同じ姿で寝ねていた。

「かりんちゃん、起きて。とりあえずメイクだけは落とさなくちゃ」

「メイク……」

　メイクと聞いた途と端たん、半分ほど目が開いた。ふらつく体を支えながら立ち上がらせて、バスルームの洗面所に連れて行く。

　メイク落としを出すと、半はん覚かく醒せいの状態でも器用に使い始めたので、その間に、洗って畳たたんであったパジャマを持ってきた。

「これに着き替がえて？　できる？」

「ん……」

　頼たよりなげな返事を信じ、バスルームを出て部屋に行き、ひとつしかないベッドを整えた。

　着き替がえを手伝うのは躊躇ためらわれた。

　女の子同士ではあるが、すずねは自分が本ほん百ゆ合りだと自覚がある。

　つまり、同性に対して性欲がある。

　見たい。触ふれたい。

　そうした欲望が、ある。

　もちろん誰だれ彼かれ構わず抱いだくものではない。しかし今洗面所にいるのは、推おしだ。もともと大好きな相手だ。

　百ゆ合り営業ならば仕事だからと後ろめたさを割り切れるが、プライベートで、相手が知らないことをいいことに百ゆ合り的行こう為いをするのは、それが友達なら普ふ通つうなことであっても、騙だましているような気分になってしまう。

　結ゆ衣い香かならば、気にしすぎ、と言うだろうが、女子ならば誰だれもが、性的な目で見られる不快感を知っているので、自分が同じことをしているのではないかと思ってしまう。

　洗面所に戻もどると、かりんは着き替がえを済ませ、壁かべに頭を寄りかからせて寝ねていた。

　着ていたオールインワンとリブニットが床ゆかに落ちている。

　その上にブラが放り出してあって、どきりとした。かわいらしいレースに縁ふちを飾かざられた白いそれは、手に取ると、まだ温ぬくもりが残っていた。速くなる鼓こ動どうを意識しないように努め、畳たたんだ服の上に置く。

「ほら、立って」

　抱だきかかえるようにすると、かりんは、んん、とぐずって立ち上がった。

　よろけながら部屋まで運び、ベッドに転がす。ごろんと仰あお向むけになった際、支えのない胸が大きく動いて、すずねは慌あわてて目を逸そらした。

　この場にいるのはいけない気がして、すずねは着き替がえを持ってバスルームに逃にげた。

　シャワーを浴びるため、服を脱ぬいでランドリーバスケットに放り込む。

『……女としてはどうなの？』

　結ゆ衣い香かの言葉が、執しつ拗ように蘇よみがえってきて、振ふり払はらうようにバスルームに入って、シャワーを浴びた。メイクもごしごしとしっかりと落とす。

　もし彼女と付き合えたら？──馬鹿らしい。推おしとそんな関係になるなんてことはファンの望外だが、石油王と結ばれる方がまだ可能性がある。

　それに……付き合うも何も、かりんに恋れん愛あい感情を抱いだいているわけではない。

　親しいとは思うし、何かにつけて彼女のことを思うけれど、それはアイドル時代もそうだった。違ちがうのは、このごはん好きそう、とか、この漫まん画が読むかな、とかのプライベートなことが増えたくらいだ。

（恋れん愛あいって、どんなだっけ……）

　思い出せなかった。

　この数年はオタ活に血道を上げてきたし、プライベートでときめくことはなかった。結ゆ衣い香かに誘さそわれた時はどきどきしたけれど、恋れん愛あいにはならなかった。

（友達として好きなのと、恋こいの違ちがいってなんだっけ……）

　性欲？

　実際、そうなのかもしれないが、なんだか生なま臭ぐさい感じがする。恋れん愛あいとそれは切っても切れないものだと知ってはいるけれど。

　ぐるぐるする自分の心に、すずねは溜ため息いきをついた。

　収録では毎期、役に没ぼつ頭とうして恋れん愛あいをしていても、いざ自分のこととなるとわからなくなる。あんなにキャラの心は理解できるのに。

　バスルームを出て体を拭ふき、裸はだかのままドライヤーを手にした。スイッチを入れて、ファンが巻き起こす熱風の音に耳を集中し、よけいな考えを吹ふき払はらう。

　こういう時は、ルーティーンで心を空にするのがいい。

　丁てい寧ねいに髪かみを乾かわかして、スキンケアをして、歯を磨みがいた。ナイトブラを着けて、スウェットを着る。明日の朝のことを考えて、かわいいパジャマにしようかとも思ったが、意識しているみたいだからやめた。

　キッチンで水を飲んで部屋に戻もどると、かりんはベッドで壁かべを向いて寝ねていた。

　電気を消し、その背中側に滑すべり込こむ。常夜灯を点つけなくても、カーテンから漏もれる月の光で部屋は青く明るい。

　床ゆかで寝ねることも考えたが、フローリングで寝ねるのは体に負担が大きい。風か邪ぜを引いたりして仕事に穴を開けることはできない。何よりも優先すべきは仕事だ。

（ちっちゃな背中……）

　自分のパジャマを着ている推おしを見つめながら、睡すい魔まが訪おとずれるのを待った。

　パフォーマンスの時はとても大きく見えるのに、こうして目の前にいる鐘しよう月つきかりんは、どこか頼たよりなげだ。

　そういえばこの部屋に誰だれかを上げるのは、家族以外は初めてだった。まして同じベッドに人と寝ねるなんて、母親とだってしていない。

「んー」

　小さく呻うめいて、かりんがごろりと寝ね返がえりを打った。

　咄とつ嗟さのことですずねは固まってしまい、避さけることができなかった。

　抱だきつかれはしなかったが、彼女の顔が目の前にある。額に鼻がついてしまいそうな距きよ離りで他人と向き合ったのは久しぶりだった。

　鼓こ動どうが一気に駆かけ足あしを始めたが、かりんが眉み間けんに皺しわを寄せてどこか苦しげな表情をしていることに気づくと、心は鎮しずまっていった。

（わかるよ……）

　すずねも初めてオーディションに落ちた夜は、眠ねむれなかった。悔くやしくて、やるせなくて、誰だれかに話すこともできなくて、ただ苦しかった。

　未成年だったから、今夜みたいにお酒に走ることもできなかった。

　泣かないなんて、かりんはえらい。

「大だい丈じよ夫うぶ……」

　すずねは上になっている方の手を、かりんの背中に回した。身を捩よじって体を寄せ、あやすように軽く叩たたく。

　顔を髪かみに近づけると、時間が経たってくすんだシャンプーの匂においがした。かりんはシャワーを浴びていないから、その中に、お酒を吞のんだ後の独特な汗あせの匂においが混じっている。

　少しも嫌いやじゃない。

　ここにいる鐘しよう月つきかりんが、偶ぐう像ぞうではなく、肉体を持っているのだとわかる。

「大だい丈じよ夫うぶ、大だい丈じよ夫うぶ……」

　すずねは、ぽん、ぽん、と、かりんの背中を優やさしく叩たたき続けた。彼女の体温と匂においに包まれて、いつの間にか自分が寝ね入いってしまうまで、ずっと。
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　カーテンの隙すき間まから差し込む朝日の明るさと暖かさに、すずねは重たい瞼まぶたを開いた。

　意識がぼうっと霞かすんでいる。

　元から寝ね起おきは悪い方なのだが、今朝はよりひどい。昨夜、吞のみすぎたせいだ。自分ではセーブしていたつもりだったのだが、ひきずられてしまっていたのだろう。

　体を起こすと、かりんは隣となりですでに目を覚ましていて、

「おはよ──」

　う、と声をかけかけて、固まった。

（どうして!?）

　意識が一気に覚かく醒せいする。

　彼女は胡坐あぐらをかいていて、その膝ひざに自分の写真集を載のせて、眺ながめていたのだ。

　確かにちゃんと隠かくしたはず──本ほん棚だなに目をやると、そのままだった。覆おおいを開けた形けい跡せきはない。めくれないようにちゃんと押さえてある。

　じゃあ、あれはいったいどこから？　彼女が自分で持ち歩いているとか？

「……これ、わたしの写真集ですよね？」

　改めて確かく認にんする必要のない問いを、彼女はした。そんなの見ればわかるでしょう、と言いそうになるのを吞のみ込こむ。これで、かりんがいつも持ち歩いているものだという可能性はなくなった。では、あれはどこから？

（──あっ！）

　ぱちん、と弾はじけるみたいに答えが閃ひらめいた。

　あれは、わたしのだ。

　所持している鐘しよう月つきかりんの写真集は、三冊ある。

『サイン付きお宝本』。『保存用』。そして『眺ながめる用』だ。

　お宝本は厳重に梱こん包ぽうしてしまってある。書しよ棚だなにあるのは、普ふ段だんは見ないがそこにあるだけで安心できて幸せな、シュリンクを剝はがしていないもの。そして、いつでもどこでも気軽に眺ながめることのできる用の一冊は──大たい抵てい、ベッドに置いてある。

　かりんが見ているのは、それだ。

　慌あわてていて、隠かくしそびれたに違ちがいなかった。布ふ団とんの下か、枕まくらの下か、とにかく見つけにくい場所に入り込んでしまっていたに違ちがいない。

　写真集から顔を上げ、かりんはすずねを見た。

「……すずねさん、わたしのファンだったんですか？」

　体の内側からぶん殴なぐられたみたいに、心臓が大きく打った。

　動どう揺ようでくらくらする。部屋がひどく暑い。

　脳がフル回転して、必死に言い訳を考えている。浮うかんでくるのはどうしようもないものばかりで、泣きたくなるくらい噓うそっぽかった。

　だが、仕方がない。今いま更さら認めるわけにもいかない。噓うそは噓うそで上書きする以外に、できることはないのだ。
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「そ、そうじゃなくて、かりんちゃんがうちの事務所に入るって聞いて、どんな子なんだろうって思って近所の本屋さんに行ったらたまたまそれが売ってて」

「でもこれ──」

　かりんは写真集の奥おく付づけを見た。

「──初版ですよね？　この写真集、初版って二千部しか刷ってなくて、発売日に増刷が決まったんですよ。自分で言うのもあれですけど」

　知っている。

　それは予約して買ったものだし、なんならサイン本は二刷りのものだ。初版が速そつ攻こうで売り切れたので、御お礼れいとしてサイン会が企き画かくされたのだ。もちろん参加した。

「そ、その本屋さん、文ぶん房ぼう具ぐがメインのちっちゃなとこだから！　たまたま！　たまたま売れ残っていたんだと思うよ？　そっかー、それってそんなレア物だったんだー」

　声優とは思えない棒演技だった。動どう揺ようしすぎて、とても気持ちをつくれない。

　ふうん、とかりんは写真集を閉じた。

　ちなみにそれはディアゴナルの写真集ではなく、鐘しよう月つきかりんの初ソロ写真集である。そして最初で、おそらくは最後の、水着の、ビキニのカットが載のっている。どれも名画のように美しく、いつまでも見ていられる。

　だめだ。動どう悸きは少しも収まらない。

　納なつ得とくしただろうか？　いや、あんな稚ち拙せつな言い訳が通用するとは思えない。けれど他には何も思いつかなかった。

「……なあんだ」

　ぱたん、と写真集を閉じて、かりんはちょっとくちびるを尖とがらせた。

「すずねさんがわたしのファンだったら、すごく嬉うれしかったのに。残念」

（ファンですぅ！）

　心の中で、すずねは叫さけんだ。

　今なら大だい丈じよ夫うぶかも、と一いつ瞬しゆん、思ったが、もしこれが社交辞令で、

『え、本当にそうだったんですか……？』

　とかドン引かれたら、立ち直れない。

　写真集一冊ならまだしも、部屋にポスターを貼はって毎晩眺ながめて、ライブ映像をヘビロテしているガチオタなのだ。自分のグッズを山のように持っている先せん輩ぱいを彼女がどう思うのか、あまり考えたくはない。

「えっと……シャワー、してきたら？」

　彼女から写真集を受け取りながら、すずねはそう勧すすめた。

「昨夜、そのまま寝ねちゃったし。服は洗面所に畳たたんでおいてあるから」

「ありがとうございます。そうさせてもらいます」

　シーツに手をついて頭を下げ、かりんは跳はねるようにベッドを下りて、すずねが示したドアに向かった。廊ろう下かに出てすぐがバスルームで、向かいがキッチンになる。

　すずねも写真集をしまうと、スウェットのままキッチンに向かった。裸足はだしの足裏がフローリングにぺたぺたと吸い付く。少しひんやりとする。じき、温熱靴くつ下したが必ひつ須すな季節が来る。しまってある加か湿しつ器とオイルヒーターを出さなければ。

　とりあえず朝食を作ろう、と冷蔵庫を見た。食パンがある。ベーコンにチーズ、サラダで食べようとスライスしておいたタマネギも。

（ホットサンドにしよう）

　手軽に作れて腹持ちもいいので、よく作る。

　棚たなから電気式のホットサンドメーカーを出す。ミント色がかわいくてつい買ってしまったものだが、実用性も高かった。

　調理はなんてことはない。焼き型の上にパンを置き、具材を並べたらケチャップ、塩、胡こ椒しようなどで味付けをし、パンを載のせて蓋ふたをする。それをホットサンドメーカーで挟はさんでスイッチを入れれば、あとは自動で焼いてくれる。

「わ、ホットサンドだ」

　いつの間にかシャワーから上がったかりんが、背中にぴとっとくっついて、肩かた越ごしに覗のぞき込こんできた。

（う……）

　推おしの胸の柔やわらかさに、すずねはくらっとした。

　さすがにこれは、疼うずく。

　それを何とか押し殺し、全自動コーヒーメーカーに豆を入れようとして、手を止めた。

「かりんちゃん、コーヒーは平気な人？」

「はい」

　肩かたに顎あごが乗っているので、耳がくすぐったい。前からいい声だと思ってはいたけれど、研けん鑽さんを積んでより通る声になっている。

　彼女からは、甘くていい匂においがする。

　ボディソープは我わが家やのだから同じになるはずなのに、かりんの香りは少し違ちがった。彼女自身の匂においと混じっているのだろうか。

　いつの間にか腰こしに手が回っていて、後ろから抱だきつくみたいな格好になっている。

　かりんは本当に、身体距きよ離りが近い。

　甘えてもらえるのは嬉うれしいが、嬉うれしすぎて心が保もちそうにない。だからといって、振ふり払はらえるものでもない。そんなこと、できるはずがない。

　結局、そんな風に繫つながったまま、すずねは朝食の準備を終えることになった。

　かりんが離はなれたのは、コーヒーがカップに注つがれ、皿に切り分けたホットサンドが載のって、運ぶ段になってからだった。

　ベッド脇わきのローテーブルに、自分の分をそれぞれ運び、

「いただきます」

　と言って、朝食にした。

　部屋に響ひびくのが食事の音だけというのも寂さびしいので、ラジオをつけた。さすがにアニラジは気が逸それるのでＦＭにした。本当はディアゴナルの曲をかけたかったけれど。

「うーん、おいし……」

　満足そうにかりんが呟つぶやくのを聞いて、すずねはほっとした。お世辞には見えない。本当においしそうに食べている。

「二ふつ日か酔よいとかない？」

「うーん……」

　かりんはこめかみを指でつつく。

「大だい丈じよ夫うぶみたいです。いやー、ひさしぶりに馬鹿みたいに吞のみました」

「危ないよ？　あんな吞のみ方かた」

「いつもはしませんよー。メンバーとか、わたしを任せても大だい丈じよ夫うぶな人の前だけです」

　高まった。

　それは自分をメンバーと同列に思ってくれているということだろうか？　だとしたら信じられないくらい嬉うれしい。

「でも大だい丈じよ夫うぶ？　昨夜、誰だれにも連れん絡らくしてないけど。おうちの人、心配しない？」

「あ、わたし実家暮らしじゃないんで」

「そうなの？」

　確か、かりんは神奈川出身だと思ったが。

「いまは板橋に、お姉ちゃんと住んでます。今週いっぱい、お姉ちゃんは出張だから、実質、一人暮らしなんで、無断外がい泊はくもＯＫです」

　指でＯＫサインを作る。

「すずねさんも一人暮らしなんですね」

　かりんは、グッズが消えて殺風景になった部屋を見回した。

「ご実家、埼玉でしたっけ？」

「うん、秩ちち父ぶ。よく知ってるね。事務所のホームページにも載のせてないのに」

「そうでしたっけ？」

　まあ別段、秘密というわけでもない。おそらく、巳み甘あまとの会話の中か何かでぽろりと出てきたのを覚えていたのだろう。

「でもここ、お家賃高くないですか？　防音だし」

「うん。だけど便利だよ？　どこのスタジオに行くのも近いし、思い切り練習できるし」

「へえ……わたしも引ひっ越こしてこようかなー」

　こつこつと床ゆかを叩たたく。

　それって一いつ緒しよに住もうってこと!?──などという妄もう想そうが暴走しそうになるのを、すずねはぐっと抑おさえ込こんだ。

「今住んでるの普ふ通つうのマンションなんですけど、さすがに本域で声出しできないんで。前に一度やったら、管理会社から苦情がきちゃって」

「あー……」

　わかる。

　声優の声量は半はん端ぱじゃない。ただ大きいだけじゃないから、普ふ通つうの壁かべなんか簡単に貫かん通つうする。

「じゃあ、本域でやるときは、カラオケ？」

　こくりと頷うなずく。

　最近は歌うだけでなく、パーティルームとしてや、楽器の練習、一人で静かに勉強をしたい人向けのプランなどもあって、便利だ。

「今はいいですけど、レギュラー抱かかえて忙いそがしくなったら出費も嵩かさむし」

（レギュラー抱かかえるの前提なんだ）

　折れない自信に、すずねは驚おどろき、感心した。

　初めてのオーディションを落ちたばかりなのに、何という強メンタル。

　だが、彼女は声優としては新人でも、アイドルとして何年もやってきたのだから、それも当然かもしれない。

　基本、声優は裏方だ。

　最近は表に出る仕事も増えてきたが、常に表おも舞てぶ台たいに立つアイドルは、このくらい心が強くないとやっていけないのかもしれない。

「──そういえば、すずねさんって彼かれ氏しとかいるんですか？」

　ホットサンドを食べ終わり、砂糖とミルクを入れたコーヒーを飲んでいると、かりんが唐とう突とつにそんなことを聞いてきた。

　危あやうく、噎むせ返かえってコーヒーを口からこぼしそうになった。

「な、何、突とつ然ぜん……」

「ただの恋こいバナです。入所に当たって、巳み甘あまさんからその手の注意は特になかったので、声優の恋れん愛あい事情ってどうなってるのかな、って」

「やっぱりアイドルは違ちがうの？」

「書面になってるわけじゃなかったですけど、いちおう釘くぎは刺さされましたね。やっぱりアイドルって、誰だれか一人のものではないのが大前提、みたいなところありますから」

「そうなんだ」

　巳み甘あまから、プライベートは特にうるさく言われたことはない。守るべき規き範はんは、法律は守るなど、社会人として当然の範はん囲いのことだけだ。

　もちろんこまごまとした独自ルールはあるが、それは仕事に関することで、プライベートまで踏ふみ込こまれることはない──仕事に影えい響きようがない限りは。

「で、どうなんですか？」

（ぐいぐいくるなあ……）

　すずねは苦く笑しようした。煙けむに巻まいたつもりだったが、巻かれてはくれなかったようだ。

「いないよ」

　仕事と推おし活かつで、生活は十分充じゆう実じつしていたし。これという人にも出会わなかった。

「他の人の恋れん愛あい事情は知らないけど」

　知っている人もいるが、それを勝手に話すことを、すずねは良しとしていない。

「ふうん……」

　少しつまらなそうに、かりんはくちびるを尖とがらせる。

「そういうかりんちゃんはどうなのよ」

「いませんよー。そんな時間、なかったですから。プライベートは全部、時間もお金も、声優になるためのレッスンにつぎ込こんでたので」

「そっか」

　本当のことだと納なつ得とくできる。

　声優は技術職だ。演技ができるのは大前提で、それ以上が求められる。アフレコの真ま似ね事ごとなら誰だれでもできるが、声の出し方、変え方、通し方、そういうものには独自のコツがあり、やり方を知らなければできず、習得は簡単ではない。

　今回のオーディションは駄だ目めだったが、今回のことで彼女がきちんと技術を学んだことはわかったはずだ。

　それは伝わるだろうし、近いうちにきっと結果になって現れるだろう。

「すずねさん、今日はどうするんですか？」

「台本チェックと……あとは予約が取れたら、整体に行こうかなって」

「予約してるわけじゃないんですね？」

「うん。収録がばらされたの、昨日の午後だったから」

「じゃあ、遊びましょうよ。わたしもさすがにまだ、今日くらいは遊びたい気分ですし。付き合ってくれませんか？」

「……いいよ」

　ちょっとだけ考えて、すずねはＯＫした。台本チェックは夜にやればいい。それよりも推おしと遊べるなんて、以前は考えもしなかったことだ。

　しかもそれが彼女のためになるのなら、すずねに拒こばむ理由はなかった。

「でも、どこに行くの？」

「とりあえず、爆ばく買がいします。で、そのあとはお気に入りのカフェがあるので、そこでおいしいスイーツ、食べません？」

「わかった」

　それでかりんの気が晴れるなら、自分の時間を捧ささげるのにいささかの躊ちゆう躇ちよもない、すずねであった。
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　朝食を食べ、仕事の確かく認にんと諸しよ連れん絡らくを済ませたあと、すずねはかりんが行きたいと言った、表おもて参さん道どうへ出かけた。

　すずねはあまり来ない場所だったが、かりんは馴な染じみがあるようだった。

　平日の昼間でも人通りはかなりあり、気持ちお洒しや落れな大人女子が多かった。少し行けば原はら宿じゆくだが、雰ふん囲い気きはかなり違ちがう。

　入り口にガタイのいいイケメンが立っているハイブランドの店に、かりんは躊ちゆう躇ちよなく入り、目についたものをガンガン手にした。

　すずねはその後ろにおっかなびっくりついていき、その様子をただ眺ながめていた。商品に触さわるのも躊躇ためらわれる。

　素す敵てきだと思う服はあったが、さすがに手が出ない。

　買えなくはないが、着ていく所がない。

　この値段のものだと、さすがに経費としては認めてもらえないだろう。

　声優は基本、衣い装しようも自分で用意するので、イベントが増えた昨今は衣い装しようの出費が増えた。

　人前に出る仕事もあると認にん知ちされたおかげで、衣い装しよう代だいの他、化け粧しよう品ひんやエステ、整体などの代金も経費として計上しやすくなったが、経費といってもそれは自分の稼かせいだお金であって、事務所が払はらってくれるわけではない。あとで多少返ってくるだけだから、きちんとやりくりしなければならない。

　となると、すずねにとってここは、眺ながめるだけの店だった。

　かりんは大きなショッパーを三つ、肩かたにかけて店を出た。ひとつくらい持とうか？　と言ったが、そんなの悪いです、と彼女は恐きよう縮しゆくしつつ、一番小さな袋ふくろを渡わたしてくれた。

　信しん頼らいされているようで、嬉うれしかった。何しろ中に入っているのは、袋ふくろは小さいが、買った中で一番高価な品だ。

　心なしか、周りから見られている気がする。自分がではなく、ショッパーが、だが。

　もちろん、かりんは見られているに決まっている。ぱっと見で鐘しよう月つきかりんとわからなくても、オーラは隠かくせないものだ。

　タクシーを捕つかまえ、浅あさ草くさに移動した。

　かりんのようなきらきらした女子とイメージが結びつかなかったが、浅せん草そう寺じの裏手に隠かくれ家が的てきな店があるらしい。

　あまり人通りのない裏道でタクシーを降り、路地を進んだ先にその店はあった。

　調和という意味では、周りの建物からは少し浮ういている。二階の窓の手て摺すりが、籠かごのようで洒しや落れている。

　特に看板もなく、知っていなければここが店だと思わないだろう。

「こんにちはー」

　いかにも常連らしい様子で、臆おくすることなくかりんは扉とびらを開けた。

「いらっしゃいませ」

　低音ボイスのすらっとしたウエーターがかつかつと踵かかとを鳴らしてやってきて、自然な仕草でかりんから荷物を預かった。

　自分にも手を差し出されたすずねは、一いつ瞬しゆん、何を求められているか考えてしまった。すぐにショッパーだと気づいて、慌あわてて渡わたした。

「いつものお席でよろしいですか？」

「うん」

　気安い返事に、芸能人ぽいなあ、と感じる。否定的な意味でなく、すごいと思った。さすがは我わが推おし、と。

　ウエーターは、すずねたちを二階の個室に案内した。異世界転生作品の貴族の部屋のようだった。調度品がすごい。何もかもが黄金で縁ふち取どられている気がする。

　窓まど際ぎわにひとつだけあるテーブルの席に、向かい合って座った。お冷ひやがワイングラスで出てきて、一口吞のむとミントの香りがした。常温なのが嬉うれしい。

「メニューでございます」

　渡わたされた本型のそれを開くと、写真はなく、何種類ものパンケーキの名めい称しようだけが書かれていた。馴な染じみのない、おそらくは果物や、たぶんナッツ類なのだろうと思われる単語や、あとはソースの説明なのだろうと予想はついても、どんな味かは想像できない。

「いつもの」

　かりんは、その一言で済ませてしまい、早く決めなくちゃ、とすずねは焦あせった。だが、決められない。どんなものかわからないのだから、決めようがない。だからといって、ウエーターにいちいち説明を求めるのも気が引ける。

「月つき替がわりのお勧すすめがいいですよ？」

「じゃあそれで！」

　かりんの出してくれた助たすけ舟ぶねに、すずねは飛びついた。あまりに食い気味だったか、かりんはちょっと目を丸くして、くすっと笑った。

　恥はずかしい。

　一ミリも表情を崩くずさなかったウエーターはさすがの職業意識だ。

「お飲み物も同じでよろしいですか？」

　聞かれたのが自分だと気づいて、すずねは、はい、と慌あわてて答えた。

「あー、楽しかった！」

　ウエーターが下がり、部屋に二人きりになると、かりんは少しだらしなく体をずらした。

「すごい買ったね」

　ようやく正直な感想が言えた。

「こんなの、久しぶりですよ。ずーっと節約してきたので。口座に残ってたお金、全ブッパしちゃいました」

「ええ!?」

「あ、もちろん生活費なんかは別口座ですよ？　使ったのは遊興費用のカードです」

　それでも驚おどろきだ。自分なら、あの額の明細が届いたら激しく後こう悔かいする。買い物をしたときの自分をきっと呪のろう。

「引いてます？」

　かりんはテーブルに肘ひじを突ついて、いたずらっぽく笑えんだ。

「う、ううん？」

「噓うそ。ドン引きしてます。でも、一度、行ってみたかったんですよ、あのお店」

「え？　常連とかじゃないの？」

「まさか！　初めてですよ」

　なんという度胸、とすずねは目を丸くした。あの堂々とした態度は、どう見ても通い慣れているとしか思えなかった。よもや初めてだったとは。

「わたし、やっぱり芸能人ってすごいんだなあって思ってた……」

　かりんはけらけらと笑った。

「やだなあ。すずねさんだって芸能人じゃないですか」

「まあ、そうなんだけど……」

　どうしたって、アイドルと自分が、同じカテゴリだとは思えない。

「じゃあ、ここは？　ここも実は初めてだとか？」

「あ、ここはよく来てます。前はメンバーとしょっちゅう。メンバー以外と来たのは、すずねさんが初めてかな？」

　わたしとが初めて──きっと、かりんにとってはなんでもない言葉が、すずねにとっては、とても嬉うれしかった。

　やがて、ものすごいパンケーキが運ばれてきてテーブルに置かれた。

　直径は十センチくらいで、厚さが三センチはあるパンケーキが三段。その上にたっぷりにクリームと色とりどりのスイーツがふんだんに盛り付けられている。あと、餡あん子こ。これは、浅あさ草くさだからだろうか。

「このお店って、元は和わ菓が子し屋やさんなんですよ？」

「ああ、それで餡あん子こ……」

　ウエーターが微笑ほほえみ、

「当店の餡あん子こは甘さ控ひかえ目めで、フルーツともよく合います」

　と言って、下がった。

　おそるおそる合わせてみると、なるほど、フルーツの酸味と餡あん子この甘あま味みがよく合っている。

　考えてみれば、フルーツ大福なんかもある。

　添そえられたシロップも、木の香りがして甘さは控ひかえ目めだった。たっぷりとかけて、パンケーキを大だい胆たんに切り出し、全部載のせで食べる。

（うん、おいしい）

　一いつ緒しよに合わせるフルーツを変えることで、いろんな味が楽しめた。

　ベルガモットの香りが強いアールグレイともよく合う。

　食べながら、いろんな話をした。

　かりんはアイドル時代のことを。すずねは声優の仕事のことを。互たがいに知らない世界のことを知るのは、とても楽しかった。

　好きなアニメの話もたくさんした。

　かりんは本当にアニメが好きで、すずねが見ていないような作品のこともよく知っていた。

　この場合の『よく』は、物語の内容ではなく、制作会社や声優といった裏側のことだ。すずねは業界に入るまで、制作会社など気にしたことはなかった。

　自分が出ている作品を観みてくれていたかどうか知りたかったが、

『観みてた？』

　などと確かめるのも恥はずかしくて、訊きけなかった。

　とはいえ、推おしの一挙手一投足を独ひとり占じめできる時間は、とても贅ぜい沢たくだった。かりんの気晴らしのためのお出かけなのに、自分の方がご褒ほう美びをもらっている気分だった。

　パンケーキを食べる姿も尊い。

　この時間が永遠に続けばいいのに──とろんとした心ここ地ちでそう思っていたら。

「やっほー！」

　元気が爆ばく発はつしたような声と共に、ばん、と扉とびらが開いて、すずねは飛び上がりそうになった。

「げ」

　テーブルの向こうで、かりんのくちびるからそんな声が漏もれる。

　部屋の入り口に立っていたのは、斜ななめに色の違ちがうぺプラムブラウスに七段七色の虹にじのティアードスカートを合わせ、白のストッキングにヒールの高い黒の編み上げブーツを履はいた、ハート型の眼帯をしたロングヘアの女の子だった。

「いたいた」

　ひひひ、と笑って部屋に入ってきたその子を、すずねも知っていた。

　かすみ栞しおり──ディアゴナルのメンバーだ。

「なんでここが……」

　怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめるかりんに、

「居場所を知られたくなかったら、安易にＳＮＳに写真なんか投とう稿こうしないこった」

　鳩はとが喉のどを鳴らすみたいに、かすみ栞しおりは笑った。

「あ、どもども」

　彼女はすずねを向くと、おどけた様子で敬礼をしてみせた。

「ディアゴナルのかすみ栞しおりでっす。かりんがたぶんいつもお世話になってまーす」

「こ、こちらこそ……イアーポ所属の仙せん宮ぐうすずねです！」

　反射的に業界挨あい拶さつをしてしまった。

　だって！　かすみ栞しおり！　ディアゴナルのナンバー２！　今の実質的なセンター！　今もだけれど、ちょっと独特なファッションが女子に人気で、ティーン雑誌のモデル出身だ。歌唱力が抜ばつ群ぐんで、時にハイトーンの伸のびはぶわっと鳥とり肌はだが立つ。総合力ではかりんに軍配が上がるも彼女がセンターの名曲も少なくない。すずねはかりんの単たん推おしではあるけれど、ディアゴナル自体も大好きで、箱はこ推おしでもある。かすみ栞しおりを前にして、冷静でいろという方が無理だった。興奮と思考が止まらない。大体、今日のこのコーデはなに!?　ハート眼帯とか反則的にかわいいんですけれど!?　新曲？　新曲のコスなわけ？　かりんさまが卒業したあとは新曲もライブの告知もなかったけど、期待していいの？　しちゃうよ!?

「……おーい、お姉さーん？」

（──はっ！　思わず限界オタク思考になってしまった。いかんいかん）

　半開きになっていた口元を引ひき締しめて、垂れそうだった涎よだれを吞のみ込こむ。

　すると、ほうほう、と呟つぶやきながら彼女は、観察するように、視線で嘗なめてきた。見定められている、と感じて少し座りが悪い。

「……ちょっと。何しにきたのよ」

　明らかに不ふ機き嫌げんになって、かりんは栞しおりを睨にらんだ。

　気持ちを偽いつわらない気安い様子が、二人の仲の良さを感じさせる。

　ディアゴナルで、二人は特に絡からみの多いメンバーだった。オフショット（と称しようしたもの）でも、二人一いつ緒しよで何かをしていたり、くっついたりしていた。

　設定か本当かはわからないが、かすみ栞しおりは帰国子女で、それ故ゆえにハグが多い、ということになっていて、頰ほおを寄せたり、腕うでにしがみついたり、といった、百ゆ合り的ショットは、すずねにとって尊いご褒ほう美びだった。

「いや、ご参拝にきたらあんたがいるってわかったから、ちょっと奢おごってもらおうかなって思ったんだけど──デートじゃしゃーない」

　デート！

　自分でもそれっぽいなあと思っていても目を逸そらしてきたことを直球で言語化されて、テンションが一段上がった。もっともすぐさま、

「そんなんじゃないって」

　かりんに否定されて、そうですよねえ、と元に戻もどったが。

「照れんなって」

　腰こしに手を当てて、かすみ栞しおりは、ふふん、と鼻を鳴らしてかりんを見た。

「もう聞きました？　こいつ、お姉さんに憧あこがれて声優を目指したんすよ？」

（は？）

　耳を疑った。理解が追いつかなかった。そんなこと──もちろん初耳だ。

（どどどういうこと？　え？　わたしのことを前から知ってた？）

「ちょっとぉ！」

　かりんが蹴けるように席を立つ。顔が真っ赤だった。昨夜、ふらふらするまで吞のんだときも、これほどではなかった。

「何？　まだ言ってなかったの？　あんたって行動力はあるくせに、変なところで遠えん慮りよするとこあるよね」
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「わたしにはわたしのペースがあるんだよ！」

「──お姉さん、それでですね？」

「おおい！」

　漫まん才ざいみたいなやり取りに呆あつ気けに取とられ、すずねは口を挟はさめなかった。これは、長い時間を共に過ごしてきた間にだけある空気だった。

　かすみ栞しおりは、鼻を鳴らしてかりんを見た。

「あのね。あんたのことだから、いつかいつかでずっと言わないっしょ？　わかってるんだから。ちゃんと仲良くなりたいなら、きちんとしなさい」

　お姉さんめいた𠮟しつ責せきに、かりんは不服そうながら押し黙る。

「じゃ、あらためて」

　さすがのアイドルスマイルですずねをどきりとさせてから、かすみ栞しおりは爆ばく弾だんを落とした。

「……お姉さん、握あく手しゆ会かいに来てくれてましたよね？」

　ぎゃあ、と本域で叫さけびそうになった。

　知られていた!?

　いつから!?　最初から!?

「かりんったら、大おお騒さわぎでしたよー。推おしが！　推おしが来てる！　って。しかも並んでるのが自分の列だったから、もう」

　かすみ栞しおりはにやにやし、そんな彼女をかりんは恨うらみがましい目つきで睨にらんだ。怒おこっているというより、恥はじらっての眼まな差ざしな気がする。

　混乱で言葉がすり抜ぬけていく。つかまえることができない。

　ただ、その中にあって、あるアニメの名前だけは捉とらえることができた。それは、すずねが初めてメインキャストを勝ち取った、声優として、ターニングポイントとなった作品だった。

　女子中学生の日常を描えがいた、オリジナル作品だ。

　大人の目から見たら些さ細さいな、けれど、中学生にとっては一大事な出来事が次々と起こり、それらをゆるっと解決していく。中には解決せずに流して終わりのものもある。

　完全な答えはないけれど、ほんの少しだけ前に足を踏ふみ出だせる物語。

　続編こそなかったが、初めて登とう壇だんしたイベントは楽しかった。ソフトも、少し前にブルーレイボックスで再発売されて、好評だと聞いた。

「かりん、そのアニメを見て声優になろうと思ったんですって。その頃ころ、いろいろあったみたいで、お姉さんの演技が救いになったらしいですよ？」

　自分の演技が誰だれかの救いになっていたなどと、考えたこともなかった。しかもそれが、推おしだなどと、夢にも思うはずがない。

　そもそもそれは自分の演技力ではなく、きっと物語の力──そう言いかけて、吞のみ込こんだ。

　自分にも似た経験があることを思い出した。

　心を動かすのは物語の力、演出の力──だけど演者はそれをブーストする。

　外がい画がで、同じ作品を別の演者が吹ふき替かえたものを観みたことがある。劇場にかけられたものは、宣せん伝でん頼だのみのタレントを起用していて、お世辞にも上う手まいとは言えなかった。

　ソフト化に当たってプロの声優に差さし替かえられたものは、俳優が本当に日本語を話しているのではないかと思うほど、ぴったりだった。

　自分の演技によってあのアニメがブーストされて、かりんが心が楽になったというのなら、演者がそれを否定するのは違ちがう。

「けど、そんなこと全然──」

　どうして言ってくれなかったの、という思いが顔に出てしまったのかもしれない。

　かりんは嘆たん息そくすると、むん、と顔を上げた。腹を括くくった様子でまっすぐに見つめてくる。相変わらず、頰ほおは熟したみたいに赤く、瞳ひとみは潤うるみを帯びているが、強い意志が感じられて、すずねは少し気け圧おされた。

　だって、とかりんは言った。

「すずねさん、事務所で会ったとき、完全に初めましての態ていだったじゃないですか。あなたのことなんか知りませんよー、みたいな。はっきり言って、ショックでしたよ。卒業してそんなに経たってないのに、もう忘れちゃったのかなって。いや、そもそも握あく手しゆ会かいに来てくれたのだってただの気まぐれだったのかなって」

　そんなわけがない。抽ちゆう選せんに当たるために何枚ＣＤを買ったことか！

「けど、写真集のサイン会にも来てくれたし、ライブでだって何度も見かけたし、目だって合ったし、手を振ふったら嬉うれしそうに振ふり返してくれたし、ああこれ絶対わたしのこと好きだと思ってたのに、アイドル卒業したら捨てられたんだ、って落ち込みましたよ。すずねさんと一いつ緒しよに演やりたくて、イアーポに入ったのに」

（そうなの!?）

「わたしに会ったら、飛とび跳はねて喜んでくれると想像してた自分が馬鹿みたい」

　さすがに職場でそれはできない。演じることにかけてはプロだから、完かんっ璧ぺきに平静を装よそおったが、内心では踊おどり狂くるっていたことは知ってもらいたい。

「けど、考えたら当たり前なんですよね。すずねさんは、アイドルの鐘しよう月つきかりんが好きだったわけで。卒業したら、わたしはただの新人声優ですから」

　確かに……自分はガチ恋こい勢ぜいではない。

　しかし、今でも鐘しよう月つきかりんのことは大好きだ。推おす気持ちに変わりはない。ないのだが──考えてみれば、アイドルではなくなった彼女の何を、自分は推おしているのだろう。

「だから、一から仲良くなって、それから、わたしの握あく手しゆ会かいに来てましたよね、って、思い出させようと思ってたのに」

　じろり、とかすみ栞しおりを睨にらむ。

「台無しじゃん！」

「いやいや、忘れてないっしょ。え？　それとも本当に忘れてたんですか？」

「まさか！」

　思わず大声で否定してしまった。びっくりしたみたいに、かりんの目が丸くなる。

「違ちがうよ……かりんさまは、わたしのオアシスだから、雑にいじられたくなくて、オタなのを隠かくしてただけだし」

「おー。この人、ガチだ」

　かすみ栞しおりが、目を瞬しばたたいた。

　そうだよ。悪いか。

「オタ活かつを公表したら、それは消費の対象になっちゃうから、嫌いやだったの」

　もはやこれまでだ。

　ファンミーティングに参加していたことを認にん知ちされていたのなら、隠かくすこともない。

「かりんさまにも内ない緒しよにしてたのは、最初がその形で始まっちゃったからっていうのもあるけど、卒業して新しい道に踏ふみ出だしたのに、アイドル時代のことを持ち出されるのは過去が追いかけてきたみたいで嫌いやかな、って」

　それと、もうひとつ。

　これは仲良くなってしまってから思ったことだけれど、ファンだと告げてしまった途と端たん、ファンと推おしに戻もどってしまうのでは、と躊ちゆう躇ちよしたのもある。

　それが何な故ぜ嫌いやなのかは、自分でもはっきりとしないので、言うつもりはないけれど。

「なんだー……ばれてたのかー」

　どっと力が抜ぬけた。

「だったら昨夜、あんなに頑がん張ばって片付けなくてもよかったんじゃん」

「なになに？　どういうことです？」

　興きよう味み津しん々しんといった様子で、かすみ栞しおりが目を輝かがやかせる。

「かりんさま、ワインを飲みすぎて、昨夜、うちに泊とまったんです。急だったから、グッズをしまうのが大変だったってだけの話」

「え、そうだったんですか？」

　かりんは、何な故ぜか嬉うれしそうだった。

「目が覚めて部屋を見たら、ディアゴナルのグッズとかひとつもなくて寂さびしくなっちゃった時に写真集を見つけて、ちょっといじわるしてやるって思ったんですけど」

　それでどこか楽しげなあの態度だったのか。

「違ちがうよ。いつもは、ディアゴナルとかりんさまのグッズたちに囲まれてます。写真集だって、愛めでる用、保存用、サイン本って三冊持ってるし」

　もう、どうとでもなれ。

　雑に消費されるのが嫌いやなだけで、オタであることを恥はじてはいない。自分の行こう為いを恥はじるのは、推おしを恥はじることと同じだ。

「いやあ、ありがとうございます」

　ぺこりとかすみ栞しおりは頭を下げた。

「できたら新しいディアゴナルも引き続き応おう援えんしてくれると嬉うれしいですけど……お姉さんは単たん推おしだから難しいかな？」

　確かに、かりんが卒業してからは、積極的に情報を追いかけてはいなかった。絶対的センターのいないディアゴナルは精せい彩さいを欠いたのは否いなめず、新曲も出していない。

「今度、新メンバーが入ることになって、新曲も出るので、よかったら観みてくださいね。近々動画サイトにＭＶが上がりますんで」

「そうなの？」

　喜色を浮うかべたのは、かりんだった。

「わたしが言うのも違ちがうかもだけど……おめでとう」

「ありがと」

　かすみ栞しおりはにっと笑って、それから、少し優やさしい真顔になった。

「あんたさ、ずっと気にしてたでしょ。でも、大だい丈じよ夫うぶだから。ていうか、自分がいなくなったらグループがもたないんじゃないかって思うのって、どんだけだよって話。わたしたちもちゃあんと前に進んでるから、自分のことだけ考えな」

「……うん」

　子供みたいに、かりんは頷うなずく。

「まあ、まだあんたの卒業に納なつ得とくしてないファンもいるみたいだけど、そいつらも新しいわたしたちのパフォーマンスを見たら、納なつ得とくするでしょ。つーか、させてみせる！」

「うん、そこは心配してない」

　二人は信しん頼らいしている同士だけが見せる、腹の底に何もない笑え顔がおになった。

「じゃ、そろそろわたしは退散するかな。デートの邪じや魔ましちゃ悪いし」

「だから、デートじゃないって」

「はいはい。じゃあ、またね」

　かすみ栞しおりは少しかがんで、かりんの頰ほおにキスをした。

　どきん、と心臓が跳はねた。

　かりんは少しも嫌いやがらなかった。知っている。かすみ栞しおりは帰国子女で、キスはただの挨あい拶さつであり、楽屋裏と称しようしたオフショットにも何枚も登場している。

「ねえ、目、どうしたの？」

　かりんが、かすみ栞しおりが眼帯をしている側の、自分の目を指す。

「ああこれ？　ものもらい。医療用のだとかわいくないから」

「なんだ」

「今度、みんなで集まろ」

　そう言って、かすみ栞しおりは部屋を出て行った。

「ったく」

　と呟つぶやいたかりんの瞳ひとみには、優やさしさと愛情が溢あふれていた。かつての仲間──いや、今もきっと仲間なのだろう。

「ばれちゃいましたね」

　照れくさそうに微笑ほほえむかりんの言葉には、すずねと自分の二つの秘密が含ふくまれていた。

「あ、でも、『さま』はやめてくださいね。さすがに恥はずいので」

「うん」

　周りに聞かれたら、何事かと思われる。

　だけど──もやもやする。

　先刻のキスが、胸に食い込んでいる。

　前は同じシチュエーションに、きゃあ、と昂たかぶったのに、それを目の前で生で見られたというのに、どうしてか、心は曇くもっていた。

　お皿の上で、あれほどふわふわだったパンケーキが、すっかり萎しぼんでしまっていた。
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「二人とも受かったわよ？　『宇そ宙らを往ゆく楽らく園えん鯨くじら』のメイン」

　二週間後、事務所に呼び出されたすずねとかりんは、会議室で巳み甘あまから、そろってそう告げられた。結果を直接教えてもらうことはあっても、他の人と一いつ緒しよというのは珍めずらしい。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと、

「やっ──たあっ！」

　かりんは両拳こぶしを握にぎり、本当に嬉うれしそうにそれを天てん井じように向かって突つき上あげた。

　ようやく、初めての合格だった。

　オファーは多く、受けたオーディションの数も事務所一だったが、これまで何の成果も得られていなかった。そのせいで、知名度だけで採るから、などという陰かげ口ぐちが、すずねの耳にまで届いていた。

　賀が彌み河かわ麻ま実みなどは、あまりに公然とそういうことを言うので、さすがに結ゆ衣い香かからやんわりと遠まわしに咎とがめられていた。賀が彌み河かわは、自分の発言が事務所批判になっているということに気づいていないようで、結ゆ衣い香かの助言もそこだったのだが、わからないらしい。

　その賀が彌み河かわは、今期もレギュラーは一本も取れなかった。

　同情はしない。

　アニメーションはみんなで作るものだから、現場は空気を大事にする。外から見たら過か剰じようかもしれない礼れい儀ぎや挨あい拶さつもそのためだと、すずねは理解している。

　今の賀が彌み河かわはそこが駄だ目めだ。現場の空気を悪くする。オーディションでも気持ちが空回りして悪目立ちして、それが落ちる原因になっているらしい。

　前は違ちがったんだけど、と結ゆ衣い香かは言っていた。主役は難しくても演技は評価されていて、毎期、何本かはレギュラーを獲かく得とくしていたと。それが、オーディションに受からなくなって、変わってしまったらしい。

　他山の石としなければ、とすずねは思う。他人事ひとごとではない。明日は我わが身みだ。アーティスト活動はともかく、数年前からオファーのある写真集は、考えてみるべきなのかもしれない。

　比べると、かりんはさすがは推おしだった。

　批判も、陰かげ口ぐちも、かりんは平気な顔をしていた。吞のみに行っても、愚ぐ痴ちのひとつも漏もらさなかった。見る目がない、とすずねの方が怒おこってしまい、窘たしなめられるくらいだった。

　だが、それもようやく終わり。

　新人で、初めてで、主役──もちろん、演技以外の要素も加味されてのことだろうが、そんなのはいくらでもある。知名度だって実力のうちだ。

「やったね、かりんちゃん」

「はい！」

　ぱん、と手を打ち合わせた。

　ファンだとばれたあとも、すずねは彼女をちゃん付けで呼んでいた。「さま」はよしてください、と懇こん願がんされたので、なんとか我が慢まんしている。

「それでね、二人そろって来てもらったのは、もうひとつ、お話があるからです」

　すずねは、しゃんとした。

　巳み甘あまがこんな風に持って回った言い方をするのは、いい話のときだ。

「二人ラジオも決まりました！」

　ラジオ！

　ぶるぶるっと喜びが背骨を駆かけ上あがって、鳥とり肌はだが立った。本来裏方である自分たちを知ってもらうことのできるアニラジの仕事は好きだ。

　今のところすずねには、アニメに絡からめたラジオしかオファーはないが、先せん輩ぱい声優の中には自分の名前を冠かんしたラジオを、十年以上も続けている猛も者さもいる。

　そういうのも、いつかやってみたいと思っている。

「放映開始前から始めて最終回まで、だいたい二クール。評判がよかったら冠かんむりラジオのオファーに繫つながるかもしれないから、頑がん張ばって」

　すずねはかりんと顔を見合わせ、はい！　と事務所内に響ひびき渡わたる声で返事をした。
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『宇そ宙らを往ゆく楽らく園えん鯨くじら』は、漫まん画がが原作のＳＦだ。

　今は異世界もののブームが山を越こえ、業界が次の鉱脈を探している過か渡と期きで、オリジナルやＳＦ、青春や恋れん愛あいなど、作品は多た岐きにわたっている。

　原作は、ＳＮＳなどでカルト的な人気はあるが、わかりやすい部数という目安では、そこまで売れているわけではない。

　そうしたものでもアニメになるというのは、業界的にはいいことだと思うし、演者としてもいろいろなジャンルの作品を作ってもらえると、チャレンジしがいがある。

　内容は、《楽らく園えん鯨くじら》と呼ばれる恒こう星せい間宇宙船で事故が起こり、修学旅行のための冷れい凍とう睡すい眠みん中だった高校生たちのほとんどが死亡する中、唯ゆい一いつ、生き残った天才女子高生と、彼女によって何とか頭部だけ保持できたクラスメイトが、旅をする話だ。

　天才マッドサイエンティストの女子高生、Ｄｒ．ブレンダ・Ｓ・美み幸ゆきをすずねが、頭だけになってしまった女子高生、天あま見みはるかをかりんが演じる。

　デザイナーベビーである二人に両親はいない（この世界の人間は全てがそう）。

　旅の目的は、大陸並みに広い巨きよ大だい宇宙船のどこかにあるはずのラボで、はるかの体を再生すること。だが、全てが自動管理された世界で、情報はすでに失われ、トラブルも続発する。その度、頭だけのはるかは、Ｄｒ．美み幸ゆきによって様々なボディと合体させられ、《自分だけが》働かされることになる。

　コメディ感もあるＳＦだが、二人に百ゆ合りを見み出いだす読者も多く、Ｄｒ．美み幸ゆきと、あれこれと世話を焼かれるしかない（首だけだから）天あま見みはるかの関係性が、ツボる。すずねもオーディションに当たって初めて読み、知らなかったことを後こう悔かいした。

　そんな作品を最さい推おしと組んで演やれるのは、喜びしかない。

　原作は現在も連れん載さい中で、五巻まで出ている。完結していないので、アニメでは旅の途と中ちゆうまでしか描えがかれないだろう。だが、人気が出れば二期、三期もありえる。

　アニラジは、その手助けをするものだ。

　とはいえ、放映が始まるまでは出せる情報もほとんどないから、構成は主にパーソナリティの《プライベートトーク》と聴ちよう取しゆ者のメールが頼たよりの《コーナー》となる。

　すずねもかりんもラジオの経験者なので、その辺り、問題はなかった。構成作家も他のアニラジでも引っ張りだこのベテランがついてくれた。

　意外だったのが、動画付きではなかったことだ。

　せっかくかりんを起用したのに、あの美しいご尊顔を映さないのは大いなる損失だとすずねは思うのだが、大人の事情があるらしい。

　毎週配信の一回三十分で、一度に二回分を録とる。

　何回かに一回はライブ放送の予定で、その前ぜん哨しよう戦せんとして第ゼロ回の配信が予定されており、その回だけは動画付きとなる。

　とはいえ、ゼロ回と謳うたってはいるものの、実質、アニメ化特番だ。出演者は自分たちのほかに、監かん督とく、原作漫まん画がの担当者、それと司会のフリーアナウンサー。

　進行を任せられるのは助かる。やれと言われれば、何度かやったことがあるから問題はないし、基本、台本に従えばいいから大だい丈じよ夫うぶだが、人に任せられるならその方がいい。

　進行で大事なのは、監かん督とくと漫まん画がの担当者のフォローだ。

　話すのが達者な人もいるが、そういう人は暴走しがちだし、それを上手くいなすのも司会の役目なのだが、演者が監かん督とくを諫いさめるのは、立場的になかなか気が重い。

　その点で、『宇そ宙らを往ゆく楽らく園えん鯨くじら』のラジオ『くじらじお』のゼロ回──アニメ化発表特番は、とても楽しみだった。
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（の、はずだったんだけど……）

　コーナーの時間が近づいてくるにつれ、すずねは自分の気持ちをどうすればいいのか、もてあましていた。

　配信開始二時間前の打ち合わせで、構成作家の釈しや迦か石いしから渡わたされた台本を見たすずねは、体温が、がん、と上がった。

　アニメの基本的な情報、キャスト紹しよう介かい、原作の内容と世界観の説明などのあとで、バラエティ的なコーナーがある。『原作のシーンにキャストが挑ちよう戦せん！』が、それだ。内容は、アフレコではなく、実際に体を使って、原作に登場する場面を再現してみせるというもの。

　それ自体は、なんていうことはない。

　演劇は好きだ。

　最近はすっかりご無ぶ沙さ汰ただけれども、また舞ぶ台たいにも立ちたいと思っている。

　問題は、その内容だ。

「では、次のコーナー！」

　司会の山やま本もとアナウンサーがテンション高く宣言して、すずねは体を硬かたくした。

「これからキャストのお二人には、この箱の中から紙を引いてもらい、そこに書かれた原作の名シーンを実際に再現してもらいます！」

　山やま本もとアナが手にした大きな黒箱を振ふると、ガサガサと紙の音がした。中には折おり畳たたまれた指令書が入っている。よりぬかれた原作の名シーンというのは──Ｄｒ．美み幸ゆきと天あま見みはるかの百ゆ合り的な行こう為いばかり。

「もう誰だれ？　これ考えたの誰だれ？……ありがとうございまーす！」

　スタッフの笑いが起こる。

　観客はいないが、テーブルに置かれたタブレットには自分たちの配信が映っていて、リアルタイムのコメントが流れていく。

　──『え？　あのシーン来る？』

　──『首だけとかどうするのかね』

　──『ＷＷＷＷＷＷＷＷ』

　──『百ゆ合り百ゆ合りしてほしい！』

　──『ゆりー！』

　文字列が、ざあっと画面を埋うめ尽つくして流れていく。

　正解だった。

　このコーナーで再現されるシーンは、二人のどこか百ゆ合り百ゆ合りしい場面なのだ。原作の二人は恋こい仲なかであるわけではないから、要するにこれは、百ゆ合り営業である。

「はいっ！　引きました！」

　ボックスから取り出した紙を、山やま本もとアナが開く。

「まずはこれ！　原作二巻！　無茶な作戦で乱れ髪がみをＤｒ．美み幸ゆきの膝ひざの上で梳すいてもらうはるかちゃん！　では、準備してもらいましょう！」

　促うながされ、すずねとかりんはテーブルを回って前に出る。

　アシスタントが素す早ばやく緑色のポンチョをかりんに手て渡わたした。頭からすっぽりと被かぶると、照てる照てる坊ぼう主ずのようになる。

　すると、現場ではわからないのだが、背景がグリーンバック合成のため、画面上ではかりんは首だけしか映らない。

　椅い子すが用意されて、すずねはそこに座った。

　足を開き、その間にかりんが後ろ向きに正座する。横から映しているので、画面上は一応、かりんの生首がすずねの膝ひざに乗っているように見える。もっとも体の部分が床ゆかとは違ちがう絵になっているので、完かん璧ぺきではない。

「では、どうぞ！」

　山やま本もとアナの声に、すずねは、すう、と息を吸ってＤｒ．美み幸ゆきを引き出した。

「……ああもう、ぐちゃぐちゃ。自分で髪かみも梳とかせないのかね？」

「首だけだからね！」

　Ｄｒ．美み幸ゆきが煽あおり、天あま見みはるかが文句を言う、というのはこの作品の鉄板だ。

　ちゃんと首だけに見えるように、かりんの肩かたを少し強く膝ひざで挟はさみつつ、左手で綺き麗れいな髪かみをすくい上げるように持ち、ブラシで梳すいていく。

　光の加減によっては微かすかに碧あおがかって見える黒くろ髪かみは、一点の曇くもりもない。ブラシもまるで空気を梳すいているみたいに通る。

　一ひと梳すきごとに、何な故ぜだか愛いとおしさが込こみ上あげてくる。自分にもママ味──母性があるのかもしれないと、すずねは感じた。

　人のつむじをじっくり見る機会とか、なかなかない。かりんのそれはほぼほぼ頭頂部にあって、渦うずもそんなにはっきりではないが、綺き麗れいだ。

「本当に世話がやけるねえ……」

「首だけだからね！」

　笑いが起こる。

　猫ねこを撫なでるのと同じく、ずっとこうしていられる、と思ったが、

「はい、ありがとうございましたー！」

　山やま本もとアナが終しゆう了りようを無情に告げた。

　足の間で、ふう、とかりんが息をつく。彼女も、声優としてこういう現場は初めてだから、やはり緊きん張ちようしているのだろう。

　飛んできたスタッフにブラシを渡わたす。モニターを見ると、流れていくコメントは概おおむね好意的で、ほっとした。

「さあ、時間もないので次、行きますよー！」

　すずねは、ポンチョ姿のかりんと並んで、山やま本もとアナがボックスから二枚目を取り出すのを見守った。ちらりと見たモニターには、何ともシュールな画えが映っている。

　首だけでもかりんはかわいいけれど、やはり生首姿というのは胸がざわざわする。今のところその姿での生存は不可能であり、死を思わせるからだろうか。

「はい！　来た来た来た！　原作一巻！　歯は磨みがきシーン！」

　どきん、とした。

　コメントで視し聴ちよう者が、おお、とざわつく。

　首だけになってもメンタル保持のために食事は必要であり、それが済めば歯を磨みがかねばならないのだが、当然自分ではできないので、Ｄｒ．美み幸ゆきにやってもらうという、その初めてのシーンだ。

　すずねは、じわっと脇わきに汗あせが滲にじんだ気がした。

　さっきと違ちがって、このシーンは気持ちの難易度が高い。何しろ距きよ離りが、日常では考えられないくらい近い。そうでなければできない。

　すでに心臓が駆かけ足あしの準備を始めている。

「では、やってもらいましょう！」

　スタッフに渡わたされた歯ブラシを手に、かりんと向かい合った。

　彼女が左、すずねが右。

　歯ブラシは、漫まん画がではわけのわからない形をした謎なぞ道具だが、ここでは実際に口の中に入れるので、安全性を考えて本物が用意されていた。

　どくん、どくん、と心臓のひとうちひとうちがはっきりとわかる。

　マイクに乗ってしまわないように気をつけながら大きく息を吸って、首を持っているみたいに見えるよう、左手をかりんの頰ほおを支える形で添そえる。

　ぴくん、とかりんが微かすかに震ふるえた。

「……ほら、口を開けなよ。閉じたままじゃ磨みがけないだろう？」

「うー」

　口を閉じたまま唸うなって、それから観念したみたいにかりんは目を閉じ、口を開ける。

「もっと大きく。それじゃあ見えやしない」

「えるな」

　見るな、と言って、それでもかりんはさらに大きく口を開けた。

　その状態を保持するため、親指で下くちびるを押さえる。

　やわらかいグミのようなぷにっとした感かん触しよくで、リップのせいで少しぬるっとする。

　生温かい息が、指を撫なでていく。

　人の口の中を、こんなにしっかり見るのは初めてだった。

　なんというか、ピンク色で、ぬめぬめしている。

　歯ブラシを入れると、ぬるんと舌が動く。歯は茎ぐきを傷つけないよう、やわらかく擦こする。

「ふっ」

　かりんが、声をもらした。

　これは演技だ。原作の吹ふき出だしにも書いてある。そうわかっているのに、うなじの辺りがぞくっとした。

　やばい。これはやばい。スイッチが入ってしまいそうだ。

　冷静に、と自分に言い聞かせるが、そんなの無理、とうずくものがある。推おしのこんな姿を見せられて、興奮しないわけがない。

　欲望に、事務所の先せん輩ぱい後こう輩はいでしかないという関係性の一線が、負けてしまいそうになる。

　早く終わらせなきゃ、と思いながら、推おしの口内を磨みがき続ける。

　顔が熱い。

　唾だ液えきが溜たまって、ぬちゅくちゅと音を立てる。マイクは拾っていないと思いたい。

「……はい、おしまい」

　十全に磨みがいて、すずねは、かりんの口中から歯ブラシを引ひき抜ぬいた。

　溜たまった唾だ液えきを吞のみ込こんで、ごくんとかりんの喉のどが動く。口を閉じた彼女の頰ほおはほんのり赤く、リップを調整するみたいにくちびるを動かした。

　手を頰ほおに添そえたまま、じっと見つめてしまう。肌はだが熱い。これが異世界アニメなら、触ふれているところから炎ほのおが噴ふき出だしそうだ。

「はい！　ありがとうございましたー！」

　山やま本もとアナの声に、ほっとして、すずねは手を離はなした。微かすかにかりんが目を伏ふせたのは、どういう感情だったのか。

「それでは、次、いきますよー」

　ブラインドボックスに手を突つっ込こんで紙をかき回す音を聞きながら、

（仕事に集中！）

　と、すずねは気合を入れ直した。

「はい！　次はこれ！　原作第四巻、膝ひざ枕まくらで耳掃そう除じ──」

　百ゆ合り営業は、続く。
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「緊きん張ちようしたあ！」

　一いつ緒しよに楽屋に戻もどったかりんが、そう言ってテーブルに突つっ伏ぷす姿に、すずねは微笑ほほえんだ。

　わかる、と、懐なつかしい、が同時に込こみ上あげる。

　生配信は、ＮＧワードを言ってしまわないだろうか、という緊きん張ちようがある。昨今はその数も増えていて、考えながら喋しやべるし、喋しやべりながら考えるので疲つかれる。中には謝罪必ひつ須す、下へ手たをしたら降板にもなりかねないワードもあるから、気を遣う。

　とはいえ、生配信は楽しい。緊きん張ちよう感だけなく、高こう揚よう感がある。コメントが見られる場合には特にライブ感が強い。

「お疲つかれ」

　テーブルに置かれたミネラルウォーターを差し出す。

　かりんは顔を起こし、ありがとうございます、と言って受けとった。蓋ふたを捻ひねり、背もたれに体を預けて、豪ごう快かいに飲む。

　むき出しの喉のどがごくっと動く様子を、つい見てしまう。そういうところに、なんというか生を感じる。偶ぐう像ぞうではない、人間としてのかりんを。

「はあ」

　大きく息をついて、ペットボトルを置く。

　すずねは、斜ななめ前の席に座り、

「そんなに？」

「はい。ライブのＭＣは事前に内容もチェック済みだし、アドリブもほとんどなかったですから。テレビのバラエティは時々無茶振ぶりが飛んできましたけど、本当にＮＧだった場合は編集してくれますし。けど、生なのにやってきましたよね、あの司会の人！」

　すずねは笑った。

「まあ、こっちの業界では有名な人だからね。でもそれが人気なのよ。声優のこともよくわかってるから、本当にＮＧになるようなイジリはしてこないし」

「ふうん」

　まだよくわからない、という顔だ。

「すずねさんは、ＮＧなイジリってあるんですか？」

「わたしは、なんとかのキャラクターをやってください、ってやつ」

「へえー、でもそれよく見ますよね？」

「そうだね。でも、わたしはＮＧ。権利関係も微び妙みようだし。あ。そのキャラクターの出てる作品のイベントやラジオは別だよ？　仙せん宮ぐうすずねとして出てても、キャラクターありきで現場に呼ばれてるわけだから。振ふられなくても織り交ぜてやっちゃいます」

「なるほど」

　勉強になります、とかりんは頷うなずく。

「……コーナーはどうだった？」

　ちょっと身構えて、すずねは訊きいた。かりんにとっては、初めての百ゆ合り営業だったはずだ。初手であれは、なかなかハードな絡からみだった。異性同士なら絶対に行われない。

　同性同士ならいい、というのは運営から、無意識にナチュラルに否定されている気もするけれども、受け取る方は受け入れて肯こう定ていしてくれているのだから、イーブンだと思うことにしている。

「あー……ドキドキしました」

「今後、ＮＧにする？　巳み甘あまさんに言えば、対応してくれるよ？」

　かりんは、ゆるっと首を振ふった。

「大だい丈じよ夫うぶです。他の人としたときはどうかわからないけど、すずねさんとは嫌いやじゃなかったですから。むしろ楽しかったです」

「ほんとう？　気、遣つかってない？」

「ませんよ！」

　かりんは、あはは、と豪ごう快かいに笑った。

「何で、そんなに心配してるんですか。あれ、すっごく、やばかったですって！　あ、いい意味でですよ？」

「そう？」

「はい。耳かきとか、小学生の時以来ですよ。一応、綺き麗れいにしてきたんですけど、大だい丈じよ夫うぶでしたよね？」

「うん。物足りなかったかも。大きいの取れると、やったあって気になるじゃない？」

「ええ!?　やですよ、耳みみ垢あかとか見られるの！　歯だって、めちゃくちゃ磨みがいて、ブレスケアだって、すごくしたんですから！」

「うん。ミントの香りがした」

「嗅かがないでください！」

　ぎゃあ、と叫さけんで、かりんは顔を赤くした。

　すずねは、ほっとしながら笑った。嫌いやじゃなかったのなら、よかった。またひとつ、人間・鐘しよう月つきかりんが知れたので、とても有意義だった。

「初めてが、すずねさんでよかったです」

　微笑ほほえまれ、

（好きー！）

　巨きよ大だいな感情が怒ど濤とうのごとくわきあがって、すずねを吞のみ込こんだ。かりんの百ゆ合り営業の相手は今後ずっと、自分だけにしてほしい。本気でそう思った。

　他の声優とあんなことをするところなんて見たくないし、阻そ止ししたい。

　もし、かりんが自分とだけしか百ゆ合り営業をしたくないと言うなら、自分も彼女以外との百ゆ合り営業をＮＧにしてもいい──瞬しゆん間かん、そこまで高まってしまい、

（冷静になれ、自分！）

　すずねは己おのれを戒いましめた。ファン心理を仕事に持ち込んでどうする。百ゆ合り営業は役の一いつ環かんなのだから、混同するな。

　けれど──

「あ、お菓か子し食べよーっと」

　無む邪じや気きに差し入れのどらやきに手を伸のばす《推おし》に、どうしたって目を細めずにはいられない、すずねであった。
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　鐘しよう月つきかりんのネームバリューは、さすがに効果が絶大だった。

　声優転身、と変身ヒロインにでもなったのかという見出しがスポーツ紙や週刊誌に躍おどり、事務所には問い合わせがひっきりなしだったと巳み甘あまから聞いた。

　取材の申し込みも、放映前のアニメとしては異例の数だったらしい。

　しかも、アニメや漫まん画がとは関係の薄うすいメディアからがかなりを占しめ、目的はかりんだとわかっていたので、条件と調整に苦労したようだ。

　事務所が取材の条件として提示したのは、あくまでもアニメ『宇そ宙らを往ゆく楽園らくえん鯨くじら』のプロモーションであること。故ゆえに鐘しよう月つきかりん単独の取材はＮＧ。必ず、仙せん宮ぐうすずねとセットでなければ受けない。プライベートに関する質問はＮＧ──等々。

　この時点で、相当数が篩ふるいにかけられた。かりん単独でなければ意味がない、とそれきり連れん絡らくしてこないメディアもあり、そういうところは事務所のブラックリストに載のった。

　結局、残ったのはアニメ系、コミック系、アイドル系、珍めずらしいところではＳＦ系のメディアで、かりんのネームバリューを利用しつつも、きちんと『宇そ宙らを往ゆく楽園らくえん鯨くじら』のプロモーションもしてくれそうなところばかりだった。

　アフレコも始まっていない時点から、すずねはかりんといくつも取材を受けることになった。

　とはいえ、語れることはほとんどなく、結局は、かりんが何な故ぜ自身の第二シーズンに声優を選んだのか、という話になった。

『それは、すずねさんに憧あこがれてです』

　と、かりんはどこでも答えた。さすがに、本当は声優になりたかったのにアイドルをやらされていた、とは言わず、エピソードを微び妙みように変えて話した。

　曰いわく、昔からアニメは好きで、アイドルとして大変だった時期に自分を支えてくれた作品の主演がすずねだった、という風に。

『では、仙せん宮ぐうさんを追いかけて同じ事務所に？』

『はい。一点突とつ破ぱしました！』

　この答えはネットで、コネだのなんだのと火が点ついたが、

『事務所のホームページに上がってるボイスサンプルを聞いてから言いな』

　他事務所の声優までもが言げん及きゆうしてくれたこともあり、炎えん上じようとまではいかずに済んだ。

　それすら、イアーポが言わせたんだろ、と言う輩やからもいたが、実際にかりんのボイスサンプルを聞いたであろうほとんどの人たちは、納なつ得とくしたのだと思う。

　すずねも、先せん輩ぱいから見たかりんはどうか、と訊きかれることは多かったが、こちらは無難な答えに留とどめていた。

　かりんが自分の《推おし》であることは、公言しなかった。

　互たがいに《推おし》であるとわかれば、記事の幅はばは広がるだろうが、すずねはやはり、仕事で自分の《推おし活かつ》を消費したくはなかった。それまで仕事になってしまったら、頑がん張ばる拠よりどころがなくなってしまう気がして。

　配信が始まった二人ラジオで、プライベートはかなり開かい陳ちんしている。プライベートトークはラジオの胆きもだ。声優は裏方ゆえ、素すの顔が見られる機会をファンは喜ぶ。

　かりんも、特に強く頼たのんだわけではないのに、すずねが自分を推おしていることについては、匂におわせもしないでいてくれた。

　メディアだけでなく、事務所にも黙だまってくれている。

　ラジオの収録のある日、ごはんに行った時に、二人だけの秘密ですね、と言うので、実は事務所の先せん輩ぱいの中で、結ゆ衣い香かだけは知っている、ということを話したら、

「は？　なんですかそれ」

　なぜか、切れられた。

「なんでですか？　事務所にも秘密にしてるのに、なんで彩あや葺ぶきさんにだけは話してるんですか？　わけわかんない。どういう関係なんですか？　え？　なんで？」

　どうしてか、ねっちりと詰つめられたが、

「新人の頃ころからお世話になってる人だから」

　そう誤ご魔ま化かした。

　さすがに、わたしたちは本ほん百ゆ合り仲間で、あまり隠かくしごとがない、とは言えない。それは究極のプライベート案件だから、どんなに一いつ緒しよに百ゆ合り営業をしていても、最さい推おしであっても、簡単に明かせるものではない。

　この案件は、百ゆ合り営業も多かった。アニメの内容もあって、取材の撮さつ影えいでは、他の作品よりも格段にそうした感じを求められた。

　手を繫つなぐ。抱だき合あう。頰ほおを寄せ合う。

　百ゆ合りっぽいグラビアはファンを喜ばせ、話題にもなった。女子同士でも近すぎる距きよ離り感だったが、すずね的には、多少の後ろめたさを感じつつも、役得でしかなかった。

　映像のないラジオにおいては、他の女性声優とのエピソードに嫉しつ妬としたり、好きをアピールしたりといった台本が、毎回、用意されていて、すずねとかりんは望まれるまま、シスターフッドな関係を演じた。

　Ｄｒ．美み幸ゆきと天あま見みはるかは物語上も恋こい人びとというわけではないので、自然体で演やれた。

　もっとも、台本がなくても同じような話はできたかもしれない。リアルでかりんにはやきもち妬やきなところがあって、そこがまたかわいかった。さすがに、好きをアピールしてはくれなかったけれど。

　そんなある日。思ってもいなかったことが、とある現場で起こった。
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　その日、すずねはあるアニメのブルーレイボックス特典用未放映回の収録に参加していた。すずねはその作品のレギュラーだったので、当然、お呼びがかかった。

　イアーポからはゲストキャラクター役で賀が彌み河かわ麻ま実みが入り、他にガヤ要員として三名ほどが参加していた。

　その中には、かりんも入っていた。『宇そ宙ら鯨くじら』の本番の前に現場を踏ふませようという配はい慮りよで、すでに他の作品の収録にも何度か勉強に入っていた。

　何気に、かりんと同じ収録現場というのはこれが初めてだった。

（うわー……どきどきする）

　最さい推おしに自分の演技を見られるということが、こんなに緊きん張ちようするものだとは思わなかった。

　声優は、ファンに生で収録を見られるということはない。だが、アイドルはファンの前でパフォーマンスをするのがメインだ。キャラソンならファンの前で披ひ露ろうすることはあるが、あれは宣伝だ。すずねの本気は、ここにある。

　気き恥はずかしさと、自信が同居している。

　かりんは、ブースの外の待合室のモニターでこれを見ているはずだった。彼女も自分を推おしてくれていると知ってしまった今、見えずとも見つめられていると感じる。

　自意識過か剰じようかもしれないけれど、そわそわして椅い子すの座りが悪い。むずむずする。

（集中、集中……）

　ふうー、と深呼吸をする。今は作品のことだけ考えなくては。

　久しぶりだけれども、しっかりと予習はしてきた。アニメを見返し、キャラクター設定からどんな性格、体格だったかを思い出し、声を調整してきた。行ける。

『シーン十四から二十、本番行きまーす』

（……よし）

　スピーカー越ごしの音おん響きよう監かん督とくの声に、役者たちが立ち上がる。

　衣きぬ擦ずれの音すらしない。音を立てずに動くのは、声優の技術の一つだ。それを基準に服を選ぶし、アクセなども外す。

　居並ぶマイクの前に立ったときには、すずねの頭の中から、かりんのことはすっかり消えていた。正確に言えば、そこにいるのはもう、仙せん宮ぐうすずねではなかった。

　このアニメの登場人物、逢おう瀬せアビゲイルだ。

　台本を片手に持ち、モニターを同時に見る。台詞せりふは覚えていない。現場のディレクションでニュアンスだけでなく、台詞せりふそのものが変わることが珍めずらしくないからだ。

『お願いします』

　キューランプが点つく。

「……ちょっとお！　待ちなさいよ、Ｑ！」

　喉のどを開き、普ふ段だんの声とは違ちがう、このアニメの登場人物、逢おう瀬せアビゲイルの声で、すずねはそのシーンの口火を切った。
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　収録そのものは、ちょっとしたことがあって押したが、よくあることだ。

　メインのすずねたちが終わると、ガヤの収録のために十名ほどの声優たちが入いれ替かわりに録音ブースに入った。イアーポはかりん以外は準所属で、他事務所の研究生や専門学校の生徒たちだった。

「すずねさん、すごかったです！」

　すれ違ちがったとき、かりんは弾はずんだ声でそう言ってくれた。

「感動しました！　生アフレコの声がアニメで見るのとはまた違ちがうっていうのはわかってたんですけど、やっぱりすごかったです！」

　まっすぐな賞賛に、すずねは照れくさくなった。それを言ってくれるのが推おしなのだから、なおさらだった。

「あ、ありがと……かりんちゃんも頑がん張ばって」

「はい！」

「あ、でも、そこそこにね？」

「わかってます！」

　メインの後ろで場の雰ふん囲い気きを作るためのガヤは、悪目立ちをしてはならない。

　特に決まった台詞せりふがあるわけではなく、アドリブで演やることになるのだが、野次馬役であっても、きちんと作品を理解しておく必要がある。

　自分がその世界でどう生きているのか設定し、何な故ぜその場にいるのかを考え、どういう感情で声を上げているのかを思い、何を言うのかを決める。

　適当に騒さわいでいればいいというわけではない。

　終わるまで待っていてくださいね、と言われていたので、すずねは待合室のモニターでかりんの収録の様子を見ていた。

　さすがは鐘しよう月つきかりんだった。演技では目立たなくできても、存在そのものが目立つ。心なしか他の人たちからは遠巻きにされていたが、気にすることなく堂々としている。

　それに、収録が始まれば、誰だれもかりんを気になどしない。

　ガヤでもかりんは声が通った。なのに、注意していれば彼女だとわかるが、気にしなければ引っかかるようなこともない。

（すごいなあ）

　と感心していたら。

「仙せん宮ぐう」

　声をかけられて振ふり向むくと、黒のブラウスに黒のストレートのハイウエストパンツという、いつものカラーコーデの、賀が彌み河かわ麻ま実みが立っていた。

　すずねは慌あわてて立ち上がる。先せん輩ぱいが立っているのに、座っているのはありえない。結ゆ衣い香かは気にしないが、賀が彌み河かわはそうしたことにうるさい。

「お疲つかれさまでした」

　厭いや味みにならないように気をつける。収録が押したのは賀が彌み河かわが原因だったからだが、本人は一ミリもそれを申し訳なく思ってはいないので、いらぬ気き遣づかいかもしれない。

「お疲つかれ」

　妙みように、にこやかだった。こんな賀が彌み河かわは珍めずらしい。演技に納なつ得とくがいったのだろうか。

　モニターの中では、ガヤの収録が終わっていた。今回はワンシーンだけだったが、それでも勉強のため、アピールのため、若手は参加のチャンスを逃のがさない。

　収録ブースのドアが開いて、彼らが続々と出てくる中、

「仙せん宮ぐう、このあと時間ある？　ちょっとお茶しに行かない？」

　突とつ然ぜんの誘さそいに、すずねは咄とつ嗟さに答えを返せなかった。賀が彌み河かわからお茶に誘さそわれるなど、初めてのこと。正直、よく思われていないと感じていたので、意外だった。

「ちょっと相談があるんだよね。いいよね？」

　行かないわけにはいかない空気だ。仕事があれば断れるのだが、残念ながら今日はこの収録が最後だった。

「わかりました。近くのカフェで──」

「店は決めてあるから。じゃあ、タクシー呼ぶわ」

「あ、はい。すみません」

　賀が彌み河かわはスマホを取り出すと、タッチし始めた。

　それにしても、何の相談だろう。

　仕事で知り合った人を紹しよう介かいしてほしいという話なら、ちょっと困る。トラブルの元なので、そうしたことはしないと決めている。

　向こうから、こういうのができる人って誰だれかいないかな、と訊きかれたのなら、信しん頼らいの置ける役者を推おすことはあるが、逆はしない。

「──駄だ目めですよ、すずねさん」

　すっぱりとした声に、賀が彌み河かわの手が止まる。

「何？　鐘しよう月つき」

　ブースから出てきたかりんが近づいてきて、明らかに賀が彌み河かわを睨にらんだ。

　今日のかりんは、アシンメトリネックのグレーのニットワンピで、体の線がはっきりとしているのが、とても素す敵てきだった。

「すみません。すずねさんはこのあと、わたしと約束があるんで」

　あったっけ、と思い出そうとしたが、なかった。

「だからなに？　先せん輩ぱいが誘さそってるんだから、そっちを優先するのが当然でしょ」

「プライベートならそうかもしれないですけど、仕事の話なんで」

「そうなの、仙せん宮ぐう？」

「えっと……」

　ここはかりんの話に乗っかって逃のがれたかったが、咄とつ嗟さの噓うそは得意じゃない。

「そんな約束ないよね？　スケジュール空いてるの、確かく認にんして誘さそったんだけど」

「打ち合わせですよ。次のラジオの」

　すずねが返答する前に、かりんが答えたが、

「あんたに聞いてないわよ。ちょっと黙だまっててくんない？　関係ないでしょ？」

　少し怒ど気きを孕はらんだ声に、周りの空気が凍こおる。

　何事かと視線が集まる中、かりんは嘆たん息そくして一歩近づいて声量を落とし、

「……気に食わないのはわたしでしょ？　計画が失敗したからって、仙せん宮ぐうさんを巻き込むの、やめてくれませんか？」

（計画？）

「はあ？　何のことよ！」

　かりんの気き遣づかいなどまるで無視して、賀が彌み河かわは声を張り上げた。

「変なこと言わないでくれる!?」

「本当、やめましょうよ。ここ、スタジオですよ？」

「だからなに！」

　声優の本気の声量は雷かみなりみたいなものだ。広くはない待合室に賀が彌み河かわの怒ど声せいは轟とどろき、

「ちょっと、何してるの！」

　マネージャーの久く留る間まが飛んでくることになった。

「何の騒さわぎ!?」

「いえ、なんでもありま──」

　収めようとしたかりんを遮さえぎり、

「こいつが因いん縁ねんをつけてきたんですよ」

　賀が彌み河かわはやめようとしなかった。

「わかった。とりあえず全員、事務所行くよ。こんなとこで冗じよう談だんじゃない」
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　久く留る間まは苛いら立だちながらスマホでタクシーを呼び、それから何事かと顔を出した監かん督とくのところへ飛んでいって、騒さわぎを起こしたことを平ひら謝あやまりした。

　すずねは内心はらはらと成り行きを見ていたのだが、かりんに焦あせった様子はなく、賀が彌み河かわはあくまでも自分は悪くないといった態ていで、不満を隠かくそうともしなかった。
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　二台のタクシーで事務所に着くと、新人たちはその場で解散となり、すずね、かりん、賀が彌み河かわは会議室に連れて行かれて、すずねを真ん中にして、並んで座らされた。

　久く留る間まがアルバイトの入いり江えに巳み甘あまマネージャーを呼んでくるように頼たのむと、巳み甘あまマネはすぐに飛んできて、いったい何事、という顔ですずねたちを見た。

　怪け訝げん顔がおの巳み甘あまに久く留る間まは、

「スタジオでちょっと揉もめ事ごとがあったんですよ。どういうことか訊きこうと思って」

　簡潔にそう説明した。

「マジか」

　巳み甘あまは久く留る間まの隣となりに座り、

「それで？　いったい何があったの？」

「知りませんよ」

　と最初に口を開いたのは、賀が彌み河かわだった。

「わたしは仙せん宮ぐうをちょっとお茶に誘さそっただけなんですから。そうしたら、鐘しよう月つきがいきなり割り込んできて、難なん癖くせをつけてきたんです」

「そうなの？　鐘しよう月つき」

「難なん癖くせじゃありません」

「はあ!?　わけのわかんないこと言い出して、あれが難なん癖くせじゃなかったらなんなのよ」

　かりんは答えない。

　こそっと口にした、計画とか巻き込むとか言う話だろうか。

「鐘しよう月つき、何を言ったの？」

「…………」

「鐘しよう月つき？」

　重ねて問われ、かりんは大きく嘆たん息そくした。

「……ちょっと前に、わたしも賀が彌み河かわさんにお茶に誘さそわれたんです。だからですよ」

　はあ？　と賀が彌み河かわは苛いら立だった声を上げた。

「それがなに？　確かに誘さそったけど、あんた、途と中ちゆうで消えたじゃない。無理に誘さそって悪かったかな、って思って、あんたの失礼な態度は他の人には言わないでいてあげたのに、恩知らずなんじゃない？」

「恩知らずって……あれって、わたしのスキャンダルを捏ねつ造ぞうするためだったじゃないですか」

　隣となりで賀が彌み河かわが、息を吞のんだのがわかった。

　両マネージャーも気づいたのだろう。久く留る間まが、

「どういうこと？」

　と先を促うながした。

「わたしが男と一いつ緒しよにいるところを写真に撮とって、スキャンダルをでっちあげようとしたんだと思います」

　二人が賀が彌み河かわを見る。

「は──はあ!?　何、わけのわかんないこと言ってんの？　頭、おかしいんじゃないの？　これだからアイドル上がりは！　馬鹿じゃないの!?」

　賀が彌み河かわは吠ほえたが、かりんは構わず続けた。

「変な席だなあ、って思ったんです。促うながされて座ったのって、窓まど際ぎわのカウンターだったので。裏通りだから人通りはあんまりない場所だったんですけど、さすがに目立つじゃないですか。席を移りませんか、と提案しようとしたら、あとで聞くからとりあえずそこで待ってて、と念を押されて、賀が彌み河かわさんはいなくなっちゃって──これはもしや、と思ったんです」

「何言ってんの!?」

「……賀が彌み河かわ、ちょっと黙だまって。あとで聞くから」

　久く留る間まに言われて、賀が彌み河かわはくちびるを嚙かんで黙だまった。

「で？」

「アイドルやってると敏びん感かんになるんですよね。自意識過か剰じようでも何でも、それが自分やグループを守ることになるので」

　そういうものなのか、とすずねは感心した。

「で、こっそり席を移動して、隠かくれて何が起きるか見てました。そうしたら、いかにもな男が店に入ってきて、まっすぐ、わたしが座ってた席に行きました。わたしがいないんで困ったんでしょうね。スマホを出して何かを打ったら、すぐに賀が彌み河かわさんが戻もどってきて、ちょっと揉もめて外に出て行きました。そうしたら、路ろ駐ちゆうしていた車からカメラを持った男が出てきて、やっぱりなって思いました。デートしてるところをでっちあげて、週刊誌に売るか、ネットに晒さらすかしたかったんだと思います」

「はあ!?　証しよう拠こは？　証しよう拠こがあんの!?」

　それを言い出したら自白したようなものだよ、とすずねは思ったが黙だまっていた。

　同じことをされていたら気づけただろうか。

　無理だった気がする。自分がそんなことをされるとは微み塵じんも考えたことがないし、そもそも写真を撮とられたとて、スキャンダルとしての価値などないだろう。

「証しよう拠こならありますよ」

　あっさりと言って、かりんはスマホを出した。画面を何度かタップして、両マネージャーの前に差し出す。

「そのときの写真です」

　逆からでも、何が写っているのかはわかった。さっき言っていたいかにもな男。かりんがスワイプすると、二枚目はその男と賀が彌み河かわが話している写真。そうして三枚目は、外でカメラを持った男と一いつ緒しよのもの。

「たぶんこの時、わたしが店から出てきていないことを知ったんだと思います。戻もどってこなかったですから」

「これだけじゃ──」

「ちなみに」

　何か言い訳をしようとした賀が彌み河かわに、かりんは声を重ねて黙だまらせた。

「このカメラマン、わたし、知ってるんですよね。アイドル業界じゃ、ちょっとした悪名を馳はせている男で、あちこち出禁になってるので。ＳＮＳでいろいろ情報の募ぼ集しゆうをかけてるので、それで繫つながったんじゃないですか」

「そうなの？　賀が彌み河かわ」

　久く留る間まマネージャーの声は低く、怒いかりを感じる。

　賀が彌み河かわは答えなかった。それが答えだ。

「どうして──」

　わからない、という意味に聞こえたのだろう。賀が彌み河かわは突とつ如じよ、爆ばく発はつした。

「こいつが汚きたない手を使って仕事を取ってるからですよ！」

　立ち上がり、すずねの頭越ごしにかりんを指して叫さけんだ。

「うちは声優事務所でしょ!?　アイドルだったからって、新人がいきなりオーディションを何本も回してもらって、挙句、メインレギュラー!?　おかしいでしょ！」

　激げき昂こうする賀が彌み河かわに対し、久く留る間まはあくまでも冷静だった。

「別におかしくない。オーディションのほとんどは向こうのご指名だし、メインを取れたのは鐘しよう月つきの実力だよ。彼女のデモ聞いた？　そうなら、そんなこと言えないと思うけど」

「聞く必要なんかあるもんか！　なんでポッと出の新人にそんなにオーディションの指名が入るのよ！　アイドルだったからでしょ!?」

「そうでしょうね」

　久く留る間まは否定しなかった。

「もし声優として使えるなら、番宣にはうってつけだし、話題にもなる。けど、賀が彌み河かわ。基本、指名の外がい画がと違ちがって、オーディションが絶対のこの世界で、番宣で使えるかもしれないなんて理由でレギュラーが獲とれると、本気で思ってるの？」

　賀が彌み河かわは答えない。

「だとしたら、あんた、アニメを嘗なめすぎよ。あんたがオーディションに通らないの、それが原因なんじゃないの？　そういうの、態度に出るよ？」

「久く留る間ま」

　隣となりの巳み甘あまが、静かだがきつい声で制した。

　今のは言いすぎだ。思っていても、後こう輩はいのいる前で言うことではない。

「……賀が彌み河かわ」

　今度は、巳み甘あまが話しかけた。

「あなたが、鐘しよう月つきを面おも白しろくないと思っているのはわかった。だけど、仙せん宮ぐうはなんで？　この子は声優一筋だし、実力はわかってるでしょう？」

　賀が彌み河かわは答えない。

「鐘しよう月つきと仲良くしてるのが気に食わなかった？　鐘しよう月つきを困らせてやろうと思って、仙せん宮ぐうのスキャンダルをでっちあげてやろうと思った？」

　すずねは内心で首を傾かしげた。自分が男と一いつ緒しよにいるところを撮とられたからといって、それでスキャンダルになるのだろうか？

　かりんならばわかる。だが、一いつ介かいの声優である自分に恋こい人びとがいたからといって、ニュースバリューがあるとは思えない。

　もちろん昨今は声優でもそうした記事を見るようにもなったが、不ふ倫りんでもない限り、さして話題にはならない。

　ぼたぼたっと隣となりで音がして、見ると、大おお粒つぶの涙なみだがテーブルにはじけていた。うつむいた賀が彌み河かわの目からとめどなく溢あふれて落ちている。

「……泣きたいのはこっちだよ……」

　吐はき捨すてるように、かりんが呟つぶやいた。

　それはその通りだ。

　けれどすずねは、それとはまったく逆の感情に、心がはじけそうだった。泣くどころか、喜びで踊おどり出してしまいそうだった。

　──鐘しよう月つきかりん、格好良すぎ！

　である。

　知らず、危機に陥おちいりそうになっていた自分を、身を挺ていして助けてくれたのだから。

　賀が彌み河かわとの間にこんなことがあったなんて、まったく知らなかった。

　言わなかったのは、おそらく、彼女をかばったのだろう。未み遂すいに終わったのだし、事務所に報告すれば何らかのペナルティは間ま違ちがいなかった。

　そこもまた、推おせる！

　けれど多分、賀が彌み河かわは別の意味に取ってしまった。

　事務所に言わないのは、言えないのだ、と。

　意い気く地じがないのだ、と。

　だからエスカレートした。周りにいる人間にまで手を出した。それでもかりんはその場だけで収めようとしてくれたのに、賀が彌み河かわは気づけなかった。

「すみません、あとはこっちで」

　久く留る間まが言い、巳み甘あまは頷うなずいて立ち上がった。

「仙せん宮ぐう、鐘しよう月つき。もういいよ。お疲つかれさま。鐘しよう月つきはこのあと赤坂でナレ録どりでしょ？　気持ち切きり替かえていきましょう。わたしも行くから。仙せん宮ぐうはもうあがりね？」

「はい」

「あとは上で判断するから、このこと余よ所そにはなるべく他言無用でお願いできる？」

　ここでいう余よ所そとは、他事務所の人間、ということだ。お願い、だから強制ではないが、すずねもかりんも頷うなずいた。

　隣となりで、賀が彌み河かわ麻ま実みはいつまでも、大おお粒つぶの涙なみだをこぼし続けていた。
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「たぶん、それだけじゃないだろうなあ……」

　顚てん末まつを聞いた結ゆ衣い香かは、いつものバーで、溜ため息いきと共にそう言った。

「きっと、すずのことも本気で潰つぶそうとしてたと思うよ」

「ええ……？」

　意外な言葉に、すずねは目を瞠みはった。

「この世界の厳しさは、すずもわかってるでしょ？　麻ま実み、少し前に事務所から、別の道を提示されてたみたいなの」

　すずねは、喉のどがきゅっと締しめられるのに似たものを感じた。

　事務所の言う別の道とは、退所の勧すすめだ。

　うちではこれ以上のマネジメントは難しいから、フリーになるか、余よ所そに行くか──声優を辞やめるか、を考えろという宣告だ。

「麻ま実み、もう何年もレギュラーが取れてなかったし、外がい画がやナレの仕事もほとんど入ってこなかったから、ずっとバイトしてたしね」

「バイト、ですか……」

「うん。珍めずらしい話じゃないでしょ？　すずの同世代でも、何人もいるんじゃない？」

　その通りだ。

　声優一本で食べていける人間は一ひと握にぎりで、多くの役者は別に仕事を持ちながら、声優を続けている。

「オーディションを受けられる席の数は決まってるから、上がいなくなればそこが自分に回ってくる──かもしれない。そう思ったんじゃないかな。あくまでも、かもしれない、だし、そんなことほとんどありえないんだけど、それでもそんな誘ゆう惑わくに負けてしまうほど、追いつめられていたのね。それだけ声優が好きなんだろうけど──」

「間ま違ちがってますよ……」

「うん、そうね。したことは間ま違ちがってる。鐘しよう月つきにおおごとにする気がなかったのが救いかな。あとは麻ま実みがどうするのか……わたしが言える立場じゃないけど、納なつ得とくはできなくても、吞のみ込こめる道を選んでほしいな」

「はい」

　すずねは、ブランデーベースの梅酒のロックを喉のどに流し込んだ。

　声優を辞やめる──考えたこともなかったが、結局は、誰だれかに求められる仕事だ。

　今は何とかやっていけているけれど、新人は次々とデビューしてくるし、求められる内容も増えてきている。アーティスト活動をＮＧにしていることが、いずれマイナスに働くかもしれない。だが、したくもないことをしてまでしがみつくことに意味があるのか、とも思う。それで納なつ得とくできるのか、と。

　できることなら、求められているままで辞やめたい。おばあちゃんになって、そういう形で引退できたら、最高だと思う。

「けど、すず。なんだか鐘しよう月つきに、ずいぶん慕したわれてるみたいじゃない？」

「ええ？　そうですか？　そうなのかなあ……」

　結ゆ衣い香かの口からかりんの名前が出ると、動どう揺ようしてしまうすずねだった。少し前に、女としてはどうなのか、と訊きかれたことが、まだ忘れられない。

「聞いてるよ？　プライベートで二人で秩ちち父ぶに行ったりもしたんでしょう？　それもう、デートじゃない。あ、もしかして、すずのご実家に挨あい拶さつ？」

「違ちがいますよ！　ロケハンです、ロケハン。今度のアニメで、ちょっと似た雰ふん囲い気きの神社が出てくるから、それでです」

「実家には寄らなかったの？」

「寄りません！」

　どうも結ゆ衣い香かは、かりんと自分をくっつけようとしているのじゃないかと感じる。もちろんそれは、本気で仲を取り持とうという話ではなく、酒さけの肴さかなとしてだろうけれど。

「なあんだ」

　結ゆ衣い香かはテキーラのショットを頼たのむと、一気に呷あおって、たん、とカウンターに小気味よく置いた。すずねにはとても真ま似ねできない。

「けど、恋れん愛あい対象として、絶対にナシってわけじゃないんでしょ？」

「それは……そうですよ。かりんさまのことは今でも推おせますし、そんな推おしが自分に懐なついてくれてるんですよ？　初めて、ガチ恋こい勢ぜいってこんな気持ちなのかなあ、って体感してます」

「なんだ。ガチ恋こいしてるんじゃん」

「違ちがいます！　あくまでも例えです、例え！　こんなふうに恋こいしちゃうのかな、勘かん違ちがいしちゃうのかな、って考えてるだけで、わたしはしてません！」

「どうだか」

　ふふ、と結ゆ衣い香かは笑った。重苦しかった空気が、お酒と共に溶とけていく。

　これが大人だ。

　誰だれかを案じても、その気持ちは噓うそではないけれど、時間の中に流れていく──寂さびしいことだけれど。

「それに……ガチ恋こいしちゃったら、絶対、今以上の関係を求めちゃうと思うんです」

　すずねは、正直に吐と露ろした。

「わたしのために、時間、割さいて欲しいと思っちゃうだろうし、それは嫌いやです。かりんさま、せっかく初めてのレギュラーなんですから、邪じや魔ましたくありません」

「じゃあ、それが終わったら？　春には全部の収録、終わってるでしょ？　そのあとなら、いいんじゃない？」

「だーかーらー！」

　すずねは、少しむくれて、結ゆ衣い香かを睨にらんだ。

「……わたしだけがガチ恋こいしたって、仕方ないじゃないですか……」

「むこうも、すずを推おしてたんでしょ？　嫌きらいな人を推おしたりしないんだから、十分、可能性はあると思うけどなあ」

　お酒が美お味いしい、と言わんばかりに微笑ほほえむ結ゆ衣い香かに、すずねは答えなかった。

　すっかり玩がん具ぐだ。

　本当、やめてほしい。その気になったらどうしてくれる。ただでさえ今度のアニメは百ゆ合り営業が多くて、日々、自分と戦っているというのに。

　そんな贅ぜい沢たくな夢、見させないでほしい。

　すずねは梅酒を飲み干し、もう一杯ぱい、おかわりをした。酔よいが、分不相応な気持ちを溶とかしてしまいますように、と願いながら。
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　十二月になり、『宇そ宙らを往ゆく楽らく園えん鯨くじら』の打ち入りがあった。

　関わるスタッフの全員が参加できるわけではないが、それでも五十人規模の集まりとなり、初めて原作者のシロナガス先生ともご挨あい拶さつをさせていただき、結束とやる気が強くなったように、すずねには思えた。

　シロナガス先生はシャイな人で、みんなに向けての挨あい拶さつも短かったが、自作がアニメになるということについては本当に嬉うれしいのだと伝わってきた。そういう原作者に会うと、この人の喜びを裏切るような演技はできない、と身が引ひき締しまる。

　かりんはといえば、さすがなもので、完全に営業モードでアイドルスマイルを振ふり撒まいて、周りを完璧に骨ほね抜ぬきにしていた。こちらも、みんなのやる気を何段階も引き上げていたと思う。

　賀が彌み河かわ麻ま実みの退所を巳み甘あまから聞いたのは、そのあとのことだ。しばらくは、フリーで活動するらしい。

　彼女のしたことについては、できたらあまり周りに言わないであげてと頼たのまれたが、端はなから言いふらすつもりなどなかった。結ゆ衣い香かには話したが、彼女もわかっている。

　他にも二人、同じ時期にイアーポを退所した。

　賀が彌み河かわが特別なわけではない。いろいろな理由で、事務所を辞やめたり、声優自体を辞やめる人が毎年何人かはいる。

　続けていけることがいかにありがたいかを嚙かみ締しめ、役者として何ができるのかを常に考え、一回一回を大切に演やっていこう、とそうした話を聞くたび、すずねは思う。

　そして──第一回の収録は、年末進行で何となく気ぜわしい中、行われた。

　かりんは見たこともないくらい緊きん張ちようしていたが、いざアフレコが始まると、新人とは思えない度胸を見せて監かん督とくたちを前のめりにさせ、自分でハードルを上げた。おそらくそのせいで何度かディレクションが入り、かりんはその全てに見事に応えてみせた。

　振ふり返かえった時に見えたブースの向こうの監かん督とくたちの表情に、

（どうだ！　わたしの推おしはすごいんだぞ！）

　内心、そう思ったことは秘密だ。

　二回目の収録は年明けで、『宇そ宙らを往ゆく楽らく園えん鯨くじら』に関する年内の仕事は、クリスマスイヴ当日の生放送を残すのみとなった。

『収録のあと、どうするんですか？』

　何日か前のメッセージで、かりんからそう訊きかれた。

『別になにもないよ？』

『予定ナシですか？　イヴなのに？』

『うるさい』

　結ゆ衣い香かもその日はデートだと言っていたから、付き合ってはもらえない。朝からチェックインして、エステなんかをたっぷり楽しむらしい。

『いまはお一人様の時代です』

『じゃあ、二人でごはんしましょうよ』

　ぽんと表示されたメッセージを見て、心臓が口から出そうになった。

　最さい推おしからの、まさかのクリスマスデートのお誘さそい!?……いや、デートではないけれど、とんでもないプレゼントだった。

『いいけど』

　なるべく素っ気なく返信した。今の気持ちをそのまま入力したら、ものすごく気持ち悪くなってしまっただろう。

『じゃあ今回は、わたしがお店、探しておきますね』

　とかりんは言ってくれた。

（推おしのエスコート！）

　すずねは、盛り上がる気持ちを抑おさえられなかった。

　もしかしたら本当に、最さい推おしと恋こい人びとになる未来なんかもあるんじゃない？　と夢想したりもしてしまった。

　そんなことあるわけない、と思いつつ、クリスマスイヴが楽しみすぎて寝ね不ぶ足そく気味になったりしたら、これはいけないとすぐに生活リズムを立て直して、しっかりとその日に備えた、すずねだった。

　何もかもが順調だった。

　ディアゴナルを卒業後、声優として再始動した鐘しよう月つきかりんがＷダブル主役ということもあって、『宇そ宙らを往ゆく楽らく園えん鯨くじら』は注目度も高く、その勢いを春の放映開始まで繫つなげたいと、関係者の誰だれもが意気込んでいた。

　そして、クリスマスイヴ当日。

　今日はかりんとごはんだし、何を着て行こうかな、下着はどうしようかな、とうきうき気分で服を選んでいたとき。

　スマホが、結ゆ衣い香かからメッセージが届いたことを告げた。

　画面には『これ大だい丈じよ夫うぶ？』の文言と共にＵＲＬが貼はられていて、すずねはアプリを立ち上げ、ＵＲＬをタップした。

　アクセス先の画面を見た瞬しゆん間かん、息が止まった。




『アイドルグループ《ディアゴナル》の元センター、鐘しよう月つきかりんは男と同どう棲せい中！』




　そう大きく見出しが書かれた記事が、そこにはあった。
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　画面を凝ぎよう視しすることしかできず、記事の先を読む勇気がなく、すずねは自分の心臓の音だけを聞きながら固まった。

　世界がぐらぐらする。心臓が信じられないくらい速く鼓こ動どうを打っているのに、体はありえないくらい冷たく、それなのにじくりと汗あせが噴ふん出しゆつしてくる。

　どうして自分がこんなに動どう揺ようしているのか、わからなかった。推おしのことではあるが、自分のことではない。むしろこれが自分のことであっても、こんなには動どう揺ようしないと思えた。

　すぐにでもかりんに、大だい丈じよ夫うぶ？　と連れん絡らくを取るべきだとわかっているのに、できなかった。指が動かなかった。

　怖こわい──真実を知ってしまうのが。どうしてかは明めい瞭りような言葉にはできないが、

『これ本当？』

　とはとても訊きけない。メッセージを送れば、どうしたってその話になる。素そっ気けなく、

『大だい丈じよ夫うぶです』

　と返ってくるかもしれないが、それはそれで自分には何もできることはないのだと思い知らされそうで、怖こわい。

（──馬鹿なの!?）

　すずねはスマホを、指が白くなるくらい握にぎりしめた。

（そんなこと考えてる場合じゃないでしょ！）

　情けなくて、頭に来て、体に熱が戻もどってきた。

（いま一番怖こわいのは、かりんさまでしょうが！　ここ一番で推おしを支えなくてどうするの！）

　不ふ甲が斐いない自分を蹴け飛とばして、すずねはアプリを起動して、メッセージを送った。

『かりんちゃん、大だい丈じよ夫うぶ？』

　それだけの短いもの。

　返事は──なかった。

　突つっ立たったまま、三十分、一時間待っても、スマホの画面は更こう新しんされなかった。既き読どくもつかなかったが、だからといって見ていないとは限らない。短い文面だったから、通知だけで読めてしまう。

　二通目は送れない。一通目で返事がないのなら、かりんにその余よ裕ゆうがないのだから、これ以上は押し付けられない。

　すると突とつ然ぜん、手の中でスマホが鳴動して、思わず取り落としそうになった。

　──かりんではなかった。

　巳み甘あまだ。

　出ようとして、喉のどがからからだと気づいた。

　ケアをしなくちゃ、と咄とつ嗟さに考えられるだけの余よ裕ゆうがあるのは、プロとしては正しいけれど、かりんの心配だけすることができない自分は、少し寂さびしかった。結ゆ衣い香かに言わせれば、それが大人ということなのだけれど。

　震ふるえる指で、電話に出た。

「……はい」

『仙せん宮ぐう、もう知ってる？』

　唾つばを吞のみ込こんで、喉のどを潤うるおす。

「……鐘しよう月つきさんの記事のことですよね？　さっき知りました」

　自分で言って初めて、かりん一人の話ではすまないのではないか、と思った。

　これが『宇そ宙らを往ゆく楽らく園えん鯨くじら』にどんな影えい響きようを与あたえるのか、ラジオはどうなるのか、まったくわからない。

　相手の男は誰だれ？　ただの恋こい人びとであれば問題にはならないだろうが、既き婚こん者だったりしたら、今は世間が許さない。こんな形で迷めい惑わくをかけることになったら、今後しばらく、かりんを使おうという製作委員会はないかもしれない。

『とりあえず仙せん宮ぐう、局に入る前に事務所に来てくれる？　さっき鐘しよう月つきとは連れん絡らくが取れたんだけど、説明にはあなたも同席してほしいって言うから』

「わたしがですか？」

『そう。どうしてもって言ってる』

「わかりました」

『じゃあ、十五時に事務所に来て』

　はい、と答えて、すずねは電話を切った。

　ひとまず、ほっとした。ちゃんと事務所は連れん絡らくがついたのだ。

　すると、どうしてだろう、もやっとした気持ちが、突とつ然ぜんの雷らい雨うの前の空の、灰色の雲みたいに湧わき上あがってきた。

　同席を請こわれたのは、ラジオの相方だからだろうか。それとも、恋こい人びとがいるのを黙だまっていたことを、いち早く釈しやく明めいしたいからだろうか。

「……別にいいのに」

　じわりと気持ちがねじれていくのを止められなかった。

　彼女に恋こい人びとがいようがいまいが、ただ事務所の、声優の先せん輩ぱいというだけでしかない自分に、推おしのプライベートは関係がない、などと考えてしまった。

　そう──彼女は推おし。

　事が事なのだから、すずねからのメッセージより、事務所を優先するのは当然だ。

　親しくしてもらって、少し勘かん違ちがいをしていた。互たがいに推おしとファンであったのだとしても、そこには一線がある。それを守るのがファンの矜きよう持じだったはずだ。

「……さ、台本チェックしよ」

　声に出して言って、すずねはスマホを置いた。

　記事は見ない。

　どうせ、あと何時間かしたら、真相はわかるのだ。なのにわざわざ今見る必要はない。

　決して、怖こわいからなんかじゃない！
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　すずねが事務所に到とう着ちやくすると、今まで見たことがないくらい電話が鳴っていた。取っても取っても間に合わない様子で、社員が次から次へと捌さばいていた。

「すいません、巳み甘あまさんは」

　そう訊きくと、顎あごで受話器を挟はさんで会議室を指してくれた。

「ありがとうございます」

　深々と頭を下げて、会議室に向かった。使用中、となっている部屋のドアをノックする。

「はい」

　中から巳み甘あまの声がして、仙せん宮ぐうです、と言うと、入って、と返ってきた。

　失礼します、と言いながら開けると、かりんはすでに来ていた。顔を見た途と端たん、どきん、として胸が痛くなった。

「おはようございます」

　型通りの挨あい拶さつをして、すずねはいつものようにかりんの隣となりに座った。

　彼女はすずねをちらりとも見ず、堂々と顔を上げていた。

　巳み甘あまの、そっちなんだ、という表情を見て、説明される側なのだから、かりんとは向かい合うのが正解だったかもしれないと気づいたが、今いま更さらだった。

「何でこんな、いきなり出たんですか？」

　巳み甘あまが口を開く前に、すずねは訊きいてしまっていた。声に棘とげが覗のぞいてしまったが、悪いとは思わなかった。

　普ふ通つう、記事が出る前にはその雑誌から裏取りがある。その時点で事務所は当事者に確かく認にんを取り、対応を決める。

　今度の場合、すずねは当事者ではないが関係者ではあるので、記事が出るまで知らされないということは考えられない。

　それが起きている。

「記事の出元は、ＳＮＳの投とう稿こうなのよ。それが拡散して、ネットメディアが取り上げた」

　巳み甘あまはタブレットをすずねに見せた。そこには数枚の写真と共に、かりんを糾きゆう弾だんするような文が書かれていた。

　見たくはなかったが、ここまできて知らずにいるわけにはいかなかった。

　写真には、かりんが男性と仲良く買い物をしているところと、そろってマンションに入っていく後ろ姿が写っている。

　ショックだった。

　何がショックなのかわからないが、とにかくショックだった。

　眩暈めまいがしたし、泣きそうだった。

　けれど、自分がいまここで泣くのはおかしいと思い、必死に堪こらえた。すると、僅わずかに気持ちが落ち着いて、そうすると気づくこともあった。

　一いつ緒しよに投とう稿こうされた文章に、違い和わ感かんがある。

　芸能人のスキャンダルを撮とってやった、という、してやったり感や高こう揚よう感がなく、そのほとんどが、かりんがディアゴナルを卒業したことへの怨えん嗟さで埋うめられている。

「これって……」

　プロの文章とは、思えない。

「多分、ディアゴナルのファンでしょうね」

　すずねの言いたかったことを、巳み甘あまが引き取ってくれた。

「自宅まで──自宅でいいのよね？」

　巳み甘あまに訊きかれ、かりんは頷うなずいた。

「そう。……とにかく、自宅まで特定するのはかなり危険だから、この件は警察にも連れん絡らくして対応を検討します」

　巳み甘あまはタブレットを引き取り、画面を消した。

「うちは仕事に影えい響きようがない限り、役者のプライベートには踏ふみ込こまない方針だけど……鐘しよう月つき、あなたの場合、元アイドルというその肩かた書がきも、ある意味、使っているわけだから、うちとしても声明を出さなくちゃならないんだけど──どうなの？」

　かりんは何かを考え込んでいる。

「付き合ってるなら付き合ってるでいい。不ふ倫りんだとまずいけど、それならそれで声明の出し方があるし。とにかく、わたしたちに噓うそはつかないで」

　こくん、とすずねは唾つばを吞のみ込こんだ。聞きたくはなかったが、聞かないわけにはいかない。かりんがそれを望んでいるのだから。

　彼女はしっかりと巳み甘あまを見て、

「……恋こい人びとじゃありません」

　きっぱりと言い切った。

（良かったあああああ！）

　すずねは、自分でもよくわからないくらい安あん堵どした。地じ獄ごくから天国、という言葉が浮うかんできて、ぴったりだと思った。

　そんなことだと思った。かりんにこんな恋こい人びとがいるなんて、あるわけがない。それはそれで失礼な気もするけれど、とにかく良かった。

「本当ね？」

「はい。写真の男の人は、わたしの姉の恋こい人びとです。この日は、姉が仕事で遅おそくなると連れん絡らくがあったので、時間のあったわたしが駅まで迎むかえに行って、帰りに夕飯の材料を買ったんです。そこを撮とられたんだと思います」

「お姉さんの恋こい人びと？」

　念を押すような確かく認にんに、かりんは頷うなずいた。

「そうです。来月には結けつ婚こんするので、その打ち合わせなんかもあって、ちょくちょく来るんです。その時は、お義に兄いさんが夕飯を作ります。今回のことはもう話して、姉の恋こい人びとだということと結けつ婚こん間近なことも、公表していいと許可を取りました」

　巳み甘あまはかりんを見つめ、彼女は視線からまったく逃にげなかった。

　すずねは、今の説明に納なつ得とくした。

　かりんが姉と一いつ緒しよに住んでいるのは知っていた、その彼かれ氏しなら、しかも結けつ婚こん間近なら、それはもう家族も同然で、写真から感じる親しさもわかる。

　そうだとも。かりんからその手の話は、一度も聞いたことがなかったのだから、これがこのスキャンダルの相応ふさわしいオチだ。

　わかった、と巳み甘あまは頷うなずいた。

「それじゃあ、ホームページにはそう載のせて、各メディアにも同じ説明をします。今日の放送は大変だと思うけど、やれる？　生放送だし、精神的にきつかったら、仙せん宮ぐう一人でやってもらうって手もあるけど」

「大だい丈じよ夫うぶです」

「無理しなくてもいいんだよ？」

　すずねはそう言ったが、かりんは首を振ふった。

「アイドルだったことを利用する以上、スキャンダルも覚かく悟ごしてましたから。これは予想外だったし、姉を巻き込んだのは許せないですけど……逃にげません」

「じゃあ、行って」

　ぱんと、巳み甘あまは手を叩たたいた。

「あとはこっちでやるから。仙せん宮ぐう、お願いね。今日はついていきたいけど、さすがにこの状じよう況きようじゃ、手が足りないから」

「はい、まかせてください」

　ぽん、と胸を叩たたいたすずねに、かりんは不意に頼たよりなげな表情になった。

「すみません、すずねさん」

「気にしないで。かりんちゃんは、全然、悪くないんだから。胸、張ってこ」

「はい」

　かりんは大きく頷うなずいた。

　本心では、休んだ方がいいのでは、とすずねは思っていたが、本人がやりたいといい、マネージャーがそれを認めているのなら、止めることはできなかった。

　ならば、できるだけフォローしよう。

　鐘しよう月つきかりんを全力で支えよう。

　それが、長年彼女を《推おし》てきた自分が、ファンとして今、できること。
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　ラジオ局に着く頃ころには、イアーポのホームページには事務所の公式の見解として、男性はかりんの姉の恋こい人びとであること、近々結けつ婚こんすること、それから、自宅を特定するという行こう為いにいたったことについて、警察に相談する旨むねが掲けい載さいされた。加えて、かりんはしばらく家には帰らないことも書かれていた。

　こうなっては住所はすぐに特定されてしまうであろうし、いくら警告しても見に来る人間は出てくるだろから、仕方がない。

　打ち合わせでは、そのことについて触ふれられることはなかったが、ただ一点、ＳＮＳを見ながらの放送はやめてもいい、と言われた。

　生放送の時は、いつもＳＮＳを閲えつ覧らんしながら聴ちよう取しゆ者の声を拾っていくのだが、いくら特定ワードのミュートをしても、すり抜ぬけてくるものがある。

「いえ、大だい丈じよ夫うぶです」

　かりんはそれを良しとしなかった。番組はあくまでもアニラジだ。声優個人の事情を挟はさみ込こむべきではない、ということだ。

　その気持ちは、すずねにも理解できた。トークを広げるのにプライベートを語っていても、『くじらじお』は、自分たちの名前を冠かんした個人ラジオではない。アニメを楽しみにしているファンの声を消したくはない。

　巳み甘あまの意見も聞きたかったが、今日の放送に彼女は立ち会わない。事務所で各所に対応しなくてはならないからだ。ここは自分たちで乗り切るしかない。

「じゃあ、こっちもリアルタイムですり抜ぬけてくるワードを片かたっ端ぱしからミュートしてくから。頑がん張ばってこ」

　そう構成作家が言ってくれて、ほんの少し、かりんの表情は和やわらいだ。

　打ち合わせが済み、スタッフが全員出て行って、二人きりになるとかりんは、

「すみません」

　と言った。

「ディアゴナルを卒業するって決めた時、いろいろ言われることは覚かく悟ごはしてたつもりなんですけど……これは、やっぱりちょっと怖こわいですね」

「かりんちゃんは悪くないんだから、謝ることない」

「でも結局、こうやってスタッフさんとか、事務所にもよけいな手間をかけさせてしまって、申し訳ないです」

「事務所は役者を守ることもマネージメントなんだからいいの。それも仕事なんだから。スタッフさんが気を遣ってくれるのは、優やさしさだよ？　いまはそれに甘えよ？」

　そんなことはかりんもわかっているだろう。

　だが、あえて言葉にすることは、大だい事じだ。言こと霊だま、というのは本当にある。言葉は、声は、発せられて魂たましいを、力を得る。

　声優はそれができる。できなくてどうする。

「……手、握にぎってもらっていいですか？」

　声は微かすかに震ふるえていた。

　すずねは、膝ひざの上のかりんの手を包むように、自分の手を乗せた。彼女の手はとても冷たかった。少しでも温かくなるよう、強く握にぎった。

　かりんはすずねを見ず、まっすぐに前を向いていた。こんな状じよう況きようでも、その横顔はとても綺き麗れいで、凜り々りしかった。

「──仙せん宮ぐうさん、鐘しよう月つきさん、お願いしまーす」

　扉とびらの向こうで、スタッフの呼ぶ声がした。

「……行きましょう」

　負けるもんか、という決意を横顔に滲にじませ、かりんは立ち上がった。

　すずねも、うん、と答えて席を立つ。

　ずっと冷たいままの手をすずねは離はなしたくなかったけれど、部屋を出る前に絡からめた指はほどけ、微かすかな温ぬくもりもたちまち消えてしまった。
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「くじらじおー」

　二人そろってのタイトルコールは、今夜も見事にハモッて、ぴたりと決まった。テーブルに向かい合わせに座るかりんの顔は、表面的には明るい。

　いつものように録音ブースには二人きりで、構成作家やディレクターは、調整室で見守ってくれている。いつもよりも若じやつ干かん、案じ気味に見えるのは、考えすぎだろうか。

「今夜も始まりましたー。Ｄｒ．美み幸ゆき役、仙せん宮ぐうすずねです」

「天あま見みはるか役、鐘しよう月つきかりんです」

「今夜は生放送でお送りする『くじらじお』……クリスマスイヴですよ、かりんちゃん」

「みたいですね。ここは全然、クリスマス感ないですけど」

「だよねえ。ツリーぐらいあるかなーって思ったけど、見事にいつも通りなんだもん。ちょっと寂さびしい……優やさしさがほしい」

「何でわたしを見るんですか？　プレゼントとかないですよ？」

「えー……」

　胸が少しちくりとした。かりんが今大変なことは理解していても、反射的に感じてしまう気持ちはどうしようもない。

（わたしは用意してあるよ、かりんさま！　番組のためじゃなくて、プライベート用に）

　ごはんの時に渡わたすつもりだったのだけれど、少しは慰なぐさめになるだろうか。

　それより、とかりんは話題を変えた。

「わたし今日、タクシーで来たんですけど、イルミネーションがすっごく綺き麗れいでしたよ。ぎらぎらした光の下は見事にカップルだらけでしたけど」

　驚おどろいた。

　今日の今夜で、その話題を出すのか。

　確かにクリスマスイヴにカップル話は定番だけれども。途と中ちゆう、見えたイルミは、カップルでぎゅうぎゅうだったけれども。

　だが、それがかりんの覚かく悟ごであるなら、怯ひるんでいる場合ではない。

　しかし──

『広げないで』

　イヤモニを通して、ディレクターの指示があった。

　ならば、仕方がない。

　枕まくらの話は切り上げて、次へ行こう。

「はい。それじゃあ、今夜もハッシュタグの投とう稿こうを見ていきましょう。えーと……」

　タブレットをタップして、タグがついたコメントを表示する。

　ぎくりとした。

　次々と流れてくるコメントは、悪意の濁だく流りゆうだった。

　今まで、こんなことはなかった。

　投とう稿こうしてくれるのは原作やそれぞれのファンであったので、いつも温かいコメントばかりだった。

　だが、今夜は違ちがう。

　事務所の発表を疑い、からかい、時に性的な含ふくみを持たせた揶や揄ゆをこめた文章が、少ない応おう援えんのコメントを吞のみ込こみ、流していく。

『おい、ミュート効いてないぞ！』

『え？　あれ!?』

　そんな声がイヤモニから聞こえた。

　すずねはタブレットから目を剝はがして、かりんを見た。

　彼女の顔は血の気が引いて、土のような色になっていた。

　表情は気き丈じように崩くずしていなかったけれど、くちびるは紫むらさき色いろに変じ、長い睫まつげが揺ゆれ、細くて白い首は痙けい攣れんするみたいに震ふるえている。

　ディアゴナルに所属していたとき、メンバーの誰だれ一人ひとり、こんなスキャンダルに巻き込まれたことはなかった。

　すずねももちろんない。

　だが、声優は瞬しゆん間かん的にキャラクターの気持ちを理解して役に入り込むことができる。それは高い共感性の賜たま物ものだ。

　だから、かりんの今の気持ちが、感情が、手に取るようにわかった。

　世界から味方が消えていく。

　この世の全ては敵で、救いはない──きっと、そう思っている。

（なにか、喋しやべらなくちゃ──）

　このままでは放送事故になってしまう。

　だけど何を？

　このままこれを笑って流すの？　かりんちゃんを──最さい推おしをここまで誹ひ謗ぼうされて、それをなかったみたいに？

（そんなこと、できるわけあるか！）

　ぎり、とすずねは奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。

　だからといって、投とう稿こう者を罵ば倒とうすることはできない。それはプロの仕事じゃない。だったら今、自分ができるのは、ここに味方がいると教えることではないだろうか。

　だけど、何て？

　思いつかない。いくら拾い上げようとしても適した言葉が見つからない。

　かりんの目から、光が消えていく。

（駄だ目め、待って！）

　咄とつ嗟さに追いかけた。その結果、くちびるから飛び出したのは──

「……好き」

　かりんが目を瞠みはり、消えかけた光が僅わずかに戻もどってくる。

　途と端たん、全てのピースが嵌はまったみたいに、すずねは自分の気持ちを理解した。

（あ、そっか……）

　とっくに好きだったのだ。

　大人ぶって、気付かない振ふりをしていただけ。

　ディアゴナルの元メンバーがかりんの頰ほおにキスをしたときに感じたモヤモヤも、スキャンダルの記事を見たときに感じたショックも、誹ひ謗ぼう中傷のコメントにこんなにも怒いかりが込こみ上あげるのも──彼女のことが、好きだからだ。

　推おしというだけでなく、ひとりの女の子として、かりんに恋こいをしているからだ！

「わたしは好きだから」

　生放送の本番中だが、動どう揺ようはしなかった。こうと決まってしまえば、簡単に腹は据すわる。

　昔からそうだった。

　度胸がすごい、と誉ほめられた。舞ぶ台たいに立てば、マイクを前にすれば、すぐ切きり替かわる。

　怖こわくなんか、ない。

　逆に、向かいの席で、かりんは混乱した顔でこちらを見ていた。

　大きく見開かれた瞳ひとみは揺ゆれ、僅わずかに浮うかんだ涙なみだをせき止めている長い睫まつげは震ふるえている。斜ななめ向かいに置かれたタブレットに触ふれる指は固まったままだ。

　だけど、先刻まで青ざめていた頰ほおに、ほんのりと赤味が戻もどっている。

　だったら、いい。

　調整ブースの窓の向こうで大人たちが動どう揺ようしているのがイヤモニからもわかったが、すずねは無視した。

　今、伝えなければならない──最強の味方が、ここにいるってことを。

「……これ、営業トークじゃないから」

　すずねは、まっすぐにかりんを見つめて、はっきりと言った。

「──わたしは、あなたが好き」

　瞬しゆん間かん、時が止まった。

　コメントも途と絶だえ、イヤモニからも何も聞こえなくなった。

　かりんの瞠みはられた瞳ひとみから、ぽろり、と一ひと粒つぶ涙なみだがこぼれ、すずねは続くロマンチックな答えを期待した。わたしも好き、とか、そういう言葉を。

　だが、続くかりんの行動は、それとはまったく違ちがった。

　怒おこったみたいに形のいい眉まゆがきりりと吊つり上がり、素す早ばやく伸のびてきた手がすずねのマイクのカフを下げ、

「ちょっとちょっと、仙せん宮ぐうさん！　コメントも読まなくちゃ、何に対して好きって言ったのかわからないじゃないですか！　はい！　じゃあここで曲にいっちゃいましょう！」

　かりんが台本を進めたことに気づいて、大人たちが慌あわただしくなる。

「クリスマスの定番ソングと言えば、これ！　どうぞ！」

　イントロが流れ始め、かりんは自分のカフも下げると、イヤモニを外し、立ち上がってすずねの手首をつかんだ。

「すみません！　ちょっと外します！」

　大人たちに有う無むを言わさず、かりんはすずねの腕うでを引っ張って、ブースを飛び出した。
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「……なんですか、あれ」

　控ひかえ室しつに放り込まれて、すずねは転びそうになったのを何とか堪こらえた。振ふり向むくと、かりんは後ろ手にドアの鍵かぎをかけたところだった。

　良かった。

　死人みたいだった顔に、血の気が戻もどっている。怒おこっているが、落ち込んでいるよりいい。

「好きとか。営業じゃないとか。生放送ですよ!?　わかってるんですか!?」

「うん」

　迷いのなくなった気持ちは、この程度では怯ひるまない。

「でも、後こう悔かいしてないよ？　かりんちゃんに、この世界には最強の味方がいるって、ちゃんと伝えられたみたいだから。あ。言っておくけど、方便じゃないからね。好きなのは本当。いやあ、まさか自分がいつの間にかガチ恋こい勢ぜいになってるなんて、思ってなかったなー」

　あはは、とすずねは笑った。

　どうもテンションがおかしい。やらかしたことからの逃とう避ひのために、気持ちが分ぶん離りしているのかもしれない。

「でも、気にしなくていいからね？　別に、お付き合いしたいとか、そういうことじゃないから。……いや、違ちがうな。そういうことなんだけど、自分でもまだ気持ちの整理がついてないというか」

　すずねは、ぱん、と手を叩たたいた。

「片思い！　勝手な片思いだから！　大だい丈じよ夫うぶ！　仕事はちゃんとするから！　だからこれからもこれまで通りにやっていこう？　ね？」

「──もう！」

　べらべらと一方的に喋しやべっていたら、タックルするみたいに、かりんに抱だきしめられた。

「何、勝手なこと言ってるんですか！　わたしの百ゆ合りだって営業なんかじゃありません！」

　耳元で叫さけばれ、内ない耳じが、きん、と鳴った。さすがの声量だ。

「ガチ恋こいなら、わたしはずっとそうですよ！　すずねさんの馬鹿！　そうならそうって、もっと早く言ってくださいよ！　あんな記事が出て、すずねさんに誤解されたらって、そのことばかり考えてたんですから！」

「あの……もしかして、わたしが事務所に説明に呼ばれたのって、くじらのことがあったからじゃないの？」

　ぎゅう、と抱だきしめられたまま、すずねは訊きいた。想像以上に力が強いのと、かりんの髪かみの匂においに、ちょっと眩暈めまいがする。

「違ちがいますよ！　一分でも一秒でも早く、誤解を解きたかったからです！」

「そっかー……」

　なんだか、ほっとした。安心したら、むくむくと欲が湧わいてきた。

「……ねえ、ちゅう、していい？」

「イヤです」

　即そく答とうで拒きよ否ひられた。

　ぐい、と体を離はなし、かりんは真正面からすずねを見つめた。

「初めてなのに……勢いでするなんて、絶対にイヤ」

　真っ赤だ。

　人ってこんなに赤くなるんだ、とすずねは嬉うれしくなった。

「じゃあ……今夜、ごはんのあとだったら──」

「そういうのは予定してても言わない！」

　また怒おこられた。

　でも、今度は駄だ目めだとは言われなかった。いまはそれだけで十分だ。

「──仙せん宮ぐうさん！　鐘しよう月つきさん！　ブースに戻もどって！」

　ドアの向こうで、自分たちを呼ぶスタッフの声がした。

「かりんちゃん、もう大だい丈じよ夫うぶ？」

　すずねの問いに、鐘しよう月つきかりんは、当たり前じゃないですか、と笑った。この笑え顔がおを引き出せただけで、このあと何が待ち受けていても怖こわくはなかった。

「──すみませーん！」

　ドアを開け、二人は部屋を飛び出した。
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　結局、クリスマスイヴの生放送は、事故にはならなかった。

　すずねとかりんは、曲が終わる寸前に戻もどり、何事もなかったかのように放送を続けて、無事に乗り切ることができた。

　ネットでは、あれはなんだったのか、と少しの間、騒そう動どうになったが、百ゆ合り営業が滑すべったのだろうということで、落ち着いた。

　とはいえ、現場の人間はあれがハプニングだったことを知っている。

「本当にすみませんでした！」

　放送後、すずねはスタッフに心から謝罪した。本当なら土下座したい気持ちだったが、それはふざけているように思えたので、留とどまった。

　ちゃんと考えれば、生放送であれはないとわかる。だが、あのときはあれしかないと思い込こんでしまった。とにかくかりんを助けなくては、とそれだけになってしまった。自分にあんな行動力があったとは、驚おどろいている。

「すみませんでした！」

　かりんも一いつ緒しよに謝ってくれた。実際に放送を止めたのは彼女だが、そうさせたのはかりんであったので責任はないと思うのだが、その気持ちが嬉うれしかった。

　駆かけつけてきた巳み甘あまも二人以上に謝ってくれ、その姿にすずねは、自分のしでかしたことの大きさをより思い知らされて、涙なみだが出そうになった。

　けれどもディレクターは、

「いや、我々のミスでもあるから。ミュートしそこなうとは……申し訳ない。配はい慮りよが足りなかったよ。やっぱり今日はハッシュタグは使うべきじゃなかった」

　そう、言ってくれた。それもまたありがたく、そして申し訳なかった。

　その後、巳み甘あまに冷静に怒おこられたのが、すごく怖こわかった。怒ど鳴なられるよりも、その方が恐おそろしいのだと、すずねは初めて知った。

　事情が事情であったので、今回だけは大目に見てもらえたが、二度はないから、と念を押された。

　スキャンダルをネットに投とう稿こうした人間は、特定されたらしい。

　どんな話し合いがあったかは教えてもらえなかったが、犯人はアカウントを消して、念書を書いたということだった。

　とはいえ、拡散した住所は回収することはできなかったので、かりんは引ひっ越こした。転居先は、すずねと同じマンションだ。

　部屋は別だが、いまや頻ひん繁ぱんに互たがいの家を行き来する仲だ。

「──で？　クリスマスイヴの夜は、どうしたのよ？　ごはん、行ったんでしょ？　そのあとどうなったのよ？」

　結ゆ衣い香かからは何度かそう詰つめられたが、いつもすずねは笑って誤ご魔ま化かした。

　あの夜のことは宝物だ。

　言えることがあるとすれば、ただひとつだけ。




　仙せん宮ぐうすずねと鐘しよう月つきかりん、二人の《百ゆ合り》は──もう《営業》ではない。





《終》
















あとがき









　みなさま、ごぶさたしております！　アサクラ　ネル、です！

　またまた一年以上ぶりとなりましたが、三冊目をお送りできることとなりました！

　やったー！




　前の二冊でえっちぃ本は打ち止め！　と厳命され、必殺の得意技わざを封ふう印いんされてしまったわけですが……じゃあ、それがなければ自分の中に滾たぎる萌もえは表現できないのか、と挑いどんだのが本作です！

　前作、『彼なんかより、私のほうがいいでしょ？』を読んでくださった方はおわかりかと思いますが、ネルは百ゆ合りが大好きです。そして実は、生まれたままの姿でえっちぃことをしているよりも、関係性を妄もう想そうできる、日常のいちゃいちゃがすごく好き！

　なので、声優さんの百ゆ合り営業と呼ばれるものや、女性アイドルグループの楽屋のプライベート風写真などにすごく尊みを感じていました。

　残念ながら昨今はコロナのせいでそれらもあまり見なくなり、残念に思っていたこともあって、自分で書いちゃうことにしました。

　それが、本作です！

　もちろん、この作品はフィクションであり、登場する人物は架か空くうの存在で、実在する地域、法人、個人、会社、団体、業界等とは何の関係もございません。

　そもそもこの世界、コロナがないマルチバースですから！　便利な言葉。マルチバース。

　だから、百ゆ合り営業も健在です！

　というわけですので、業界的にここは変、とか言わないでくださいね！　あくまでもマルチバース！　ネル的業界は、これが正解の世界なのです！




　それでは、願わくば、次の本でお会いできますように！




　二〇二二年　年末　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アサクラ　ネル




※本作は、あとがきも含ふくめてフィクションであり、実在する地域、個人、法人、会社、団体等とは何の関係もございません。
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